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は じ めに

平成7年 1月20日，倉敷市公民館において岡山大学資源生物科学研究所創設80周年記念及び

新営建物竣工披露式典が，文部省，歴代学長，大原奨農会理事長を始め，多数の来賓を迎え盛

大に開催きれた。

本研究所の前身である財団法人大原奨農会農業研究所は，大正3年，当時の倉敷紡績社長と

いう実業家でありながら，同時にたぐい希なる文化人でもあった，大原孫三郎氏によって創設

きれた。氏は当時の小作者の生活状況から，彼らの保護施策から一歩進んで，広〈一般農作業

の改良に貢献することを意図きれた。そして大原農業研究所を創設し，その主目的を農学に関

する重要課題を科学的に深〈掘り下げて研究し，その成果を公表して実際農業に貢献すること

ときれた。この農学研究に関わる基本的理念は，研究所の伝統として，大正，昭和，平成へと

激しい世相の移り変わりの中， 80年の歴史とともに時を刻み今日に至った。これまで研究所は

4度名称変更を行い，部門，分野増を計ってきた。この聞の研究活動と組織等を中心とする研

究所の歴史は，昭和36年 3月に発刊きれた「財団法人大原農業研究所史」及び平成4年 3月に

発刊きれた「岡山大学農業生物研究所史」に詳しく記述きれている。

現在の資源生物科学研究所に改組きれて以来，既に 7年の歳月が経過した。我が国は戦後50

年を迎え，新たな歴史の扉が聞かれようとし， 21世紀まで後5年，既にカウントダウンの時に

入っている。しかし酸性雨やオゾン層の破壊等の地球規模の環境問題や世界的な構造的経済不

況は，これからの時代を先行きの見えないファジィーなものとしている。残りの20世紀をどの

ように送り，来るべき21世紀をどのように迎えるのか，この 5年間にかかっていると言えよう 。

今，私達に課せられた課題は限りあるエネルギーと資源を有効に生かしながら，新しい生物

科学の進展とともに，次々世代にまで持続可能な生物生産に関わる科学を構築してゆくことに

あると考えている。

資源、生物科学研究所への改組時，研究体制として大部門制をとることにより，改組上分野名

の変更により，以前の歴史とは新たに出発したのであるが，本略史では関連分野の継続性を考

慮してそれらの歴史としてまとめることとし， 80年間の研究活動を概括し，その学術的・社会

的貢献を中心にまとめたものである。本誌をまとめるに当たっては，歴史については現在の各

分野から選出きれた80周年記念事業準備委員会委員，また各研究領域の学術的展望については

将来計画委員会委員を中心に，当研究所教官各位に全面的な協力を得，また歴史的評価，ある

いは事実関係など退職された先生方にも，各分野で個別に御協力を得ることもあった。短時間

でまとめられたものであり，ぺンの及ばなかった点や事実を反映し得ていない点など不十分な

記述もあることと思われるが，今後の研究所の新しい歴史づくりの一助となれば望外の喜ぴで

ある。関係各位に，ここに記して深甚なる謝意を表する次第である。

平成 7年 7月 岡山大学資源生物科学研究所

所 長 青 山 勲



資源生物科学研究所創設80周年にあたって

資源生物科学研究所がめでたく創設80周年を迎えられ，益々ご発展を続けられるご様子を身

近に持見し，まことに心強く，衷心よりお祝い申し上げます。

所内の皆様の目覚ましいご活躍に深甚なる敬意を表すると同時に，財団としましでも，今後

主も，研究所の皆様と共に，新しい時代の新しい研究所のあり方を模索するために，前向きの

貢献を続ける決意を新たにしている次第でごぎいます。

大正3年に研究所が発足した当時，この研究所は，「農事の改善」を目的の一つに揚げた，実

社会との関係の深い研究機関としてスタートしました。その後，品種の改良や新品種の開発な

ど，比較的わかりやすい研究成果を発表きれたことから，市民に親しまれる研究所として倉敷

の地に馴染み，農場の田畑や周囲の樹木は，近所の子供達が，ぎりがにを探したり蝿を捕った

りする格好の遊び場にもなっていました。

しかし，農業関連の学術研究の専門化が進み，生物科学，遺伝学，生理学などの分野の高度

lこ専門化きれた研究が不可欠になるにつけ，このような牧歌的な研究所運営は許きれなくなり，

研究所も学術機関として特化の度合いを深めてこられました。やがて岡山大学の附置研究所と

Lてユニークな研究成果を生み出きれ，きらには，昭和63年には，研究所あげてのご努力の結

果改組が実現し，現在の「資源生物科学研究所」として再発足きれたことは記憶に新しいこと

貯す。

このような経過の中で， 日本の大学や研究所のあり方も徐々に変化してきました。それにつ

れて，研究所も，専門領域での業績が世界的に評価きれる高度な内容を持つ事が要求きれると

同時に，その性格も，地域社会に親しまれ，世界に向かつて聞かれた，開放的なものであるこ

とが期待きれるようになりました。

そういうトレンドを先取りするような形で，当研究所でも，いわゆるセンターオプエクセレ

ンスとして認知きれる研究成果を目指すと同時に，地域社会との新しい関係の構築にも意を用

いられ，種々の工夫を重ねてこられました。その結果，研究所の施設の意味や学術的貢献の価

値がますます広〈認められるようになると同時に，研究所の存在自体も地元の市民たちに親し

み深いものになってきているようです。

先日は，市内の幼稚園や保育園の園児たちが，研究所のレンゲ畑でレンゲ摘みに招待きれ，

初めての体験に大はしゃぎしている微笑ましい風景が新聞やテレビジョンで報道きれていまし

た。このような社会や地域との関わりあいを持った活動も，今後の研究所にとって大事な仕事

の一つになっていくことと思われます。

このような幅広い活動を展開きれる中で80周年を迎えられた研究所が，貴重な学術的貢献を

はたされるかたわら，広い社会的視野を併せ持った，社会や地域に開カ通れた先進的研究所とし

てますます発展きれますことを期待しつつ，皆様の大いなるご活躍を心からお祈り申し上げる

次第です。

財団法人大原奨農会

理事長 大原 謙一 郎
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1 . 大原奨農会農業研究所創設の経緯

2 • 岡山大学への移管

3 . 農業生物研究所から資源生物科学研究所へ



1 .大原奨農会農業研究所創設の経緯

岡山大学資源生物科学研究所は平成6年(1994年)80周年を迎えた。本研究所が岡山大学附属

になったのは昭和26年のことであるが，前身はそれに遡ること37年，財団法人大原奨農会が大

正3年(1914年)7月に文部省の許可を得て，その設立を以って始まった。この大原奨農会は農

業研究所の経営を主体とするもので，他に農学校の設立や，品種，農学の改良，研究成果の普

及，農学の振興をも意図する機関であった。

大原農業研究所史をひもとくと，その大原総一郎による序文に，孫三郎氏が「この研究所創

設に思い至った動機は， もっと広範な農民教育を中心とする学校を作ろうとするということで

あった」が，「その準備のために外遊きれた近藤博士の学者的な意見に従って，純学術的な研究

所として生まれた。」と述べられている。そして研究所発足に先立ち，農学の種々の分野におけ

る優れた人材を日本全国から求め，研究所設立の運ぴに至ったのである。以来この方，研究所

は豊富な研究資金に裏付けられて，一切研究者の自由な研究に委ねられたのである。

奨農会の設立時には既に種芸，園芸，農具気象の 3分野の研究施設の整備が終わっており，

同日から研究事業が開始きれた。その翌年には農芸化学，病理昆虫部の施設が完成し，ここに

5部門に亘る研究体制が完成した。しかし大正6年(1917年)には農具，気象担当の研究者が病

気退職したため，この分野の研究事業が打ち切られた。大正10年には研究体制整備拡充のため，

病理昆虫部が分かれて，それぞれ植物病理部と昆虫部の 2部門となった。大正11年(1922年)に

農政部が附設きれたが，同14年には廃止となり，また園芸部も大正13年に果樹園を他に移管き

れることになり，その事業を停止きれるに至った。

昭和4年(1929年)，奨農会創設15周年を機に，機関の名称も財団法人大原農業研究所と改称

し，多様な事業経営よりも，農業研究所に専念することになった。以後第二次世界大戦の足音

が聞こえるようになるまで，安定した世情の中，優れた研究成果が挙げられた。

2 .岡山大学への移管

昭和16年(1941年)以後は第二次世界大戦のあおりを受け，所員の応召や徴用が相次ぎ，多く

の新しい研究者の採用が行われた時期であった。そして昭和20年(1945年)終戦とともに，著し

いインフレーションに加えて， 22年に実施きれた農地改革により大部分の農地を失い経営困難

に陥った。しかし当時の奨農会理事大原総一郎，西門義ーの両氏や評議員の骨折りにより，文

部省からの援助により事業が続けられた。一方，昭和24年国立大学設置法により，岡山大学が

設置きれ，大学から望まれる形で，土地，建物，図書等を含む基本財産が無償で岡山大学に移

管きれることになり，昭和26年研究所の一部が，そして翌27年に残部が岡山大学農学部附属大

原農業研究所として発足するに至った。

このようにして， 37年間続いた財団法人大原農業研究所は優れた学術的評価を残し，また地

元への大きな貢献を残して歴史の幕を閉じ，改めて岡山大学の構成員の一員として新たな歴史

の道を歩むことになった。この時の研究分野の構成は植物病理学，作物育種学，農芸化学，作

物害虫学，農業経営学の 5研究領域であった。

昭和28年(1953年)には，農学部附属から大学附置研究所となり，所名も「岡山大学農業生物
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研究所」へと改称された。当初の組織は植物病理学，害虫学，作物生理学，作物遺伝学，生物

化学の 5分野から構成きれていた。その後の研究成果と研究領域の進展により，昭和35年(1960

年)に微細気象学部門が，昭和41年(1966年)には生物水質学部門が新たに設置された。本部門

は昭和50年に「水質学部門」と改称きれた。きらに昭和45年(1970年)に雑草学部門が新設き

れ，また昭和54年(1979年)には大麦系統保存施設が設置きれた。

3 .農業生物研究所から資源生物科学研究所へ

昭和50年代から60年代初頭にかけて，全国の文部省所轄研究所はその性格ゃあり方をめぐっ

て大きな論議の渦の中にあった。当研究所も，古〈昭和45年には将来計画委員会が設置きれ，

その折々にきまぎまな議論が行われてきたが，十分な将来計画構想を出し得ないままに時を過

ごすことになった。そして昭和58年，当時の大藤学長の薦めにより，岡山大学農学部と本研究

所との聞に「岡山大学における農学の教育・研究のあり方検討委員会」が設けられ，昭和59年

5月に最終答申案が学長に提出きれた。この答申案は実質的には研究所の方向を示すものとは

なり得なかった。この後農学部は全国の国立大学の農学系学部の中では先陣を切って，昭和61

年単独で従来の 5学科制から 1学部 1学科の大幅な学部改組を行っている。

丁度その折り，昭和61年 2月の学術審議会から「大学におけるバイオサイエンス研究の推進

について(建議)Jが報告きれた。サイエンスとしての生物学の著しい進展が，分子生物学，遺

伝子科学の革命的とも言える方法を開発きせ，これが農学研究の分野においても大きな影響を

与えてきたと考えられる。そして 2年間近く，好余曲折のさまぎまな所内議論を経て，最終的

に所名を岡山大学資源生物科学研究所に改称し，資源生物を遺伝，機能，そして環境という 3

つの研究概念を柱として， 3大部門(9研究分野)， 1外国人客員部門に 1附属施設から構成き

れる研究所として再設置きれることとなった。昭和63年度予算の国会審議が遅れ，同年4月8

日，正式に「岡山大学資源生物科学研究所」が誕生したのである。

ここまでの研究所の略史の記載内容は，財団法人大原農学研究所史(昭和36年 3月発刊)と，

岡山大学農業生物研究所史(平成4年 3月発刊)によるものである。

分野構成の歴史を次に示す。
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4 .研究活動の歴史

4ー 1 大原農業研究所時代(大原農業研究所史より)

園芸部

園芸部設置の目的は，果樹，競莱，花井の栽培研究および新技術の普及と併せて，地方農家

に技術を展示することにあった。前者については川又部長が，後者は特に桃栽培については，

小山が担当した。マスカットやコールマンなどの温室葡萄の栽培研究を行い，今日の“温室葡

萄岡山"を築〈基礎をなした。他にも桃の品種改良に努め，水蜜桃新品種を造った。

このように多くの業績をあげたが，大正13年(1924年)園芸部は果樹園を他に移管し，所内の

圃場を整理して事業を停止することになった。

この聞の研究員の変遷は次のようであった。

研究員:川又綾之助(1914-16)，幸田 久(1916-24)，小山益太(1914-24)

大久保重五郎(1914-24)

助手:水河車爾(1918-20)，杉田重雄(1918-22)，山本佳成(1922-24)

その他:鳥取不可蜂(1914-18)，林 房造(1918-24)，今城信次(1917-24)

陶守省三郎，伊藤竜太郎，石原鉄太郎，今城勇士，小山 勉，石原 泰，

中尾武夫，武政秀吉，東 吉次，馬場新良，篠原兵衛，吉岡政治，

氏本次郎太，小出三郎

農業経営部

昭和16年(1941年)吉岡が農林省の委託を受け，農業経営研究を当研究所で行うことになり，

この部が設置きれた。吉岡は農業経営的見地から，作物の労働生産性向上を主眼として，機械

化，省力栽培技術について，主として水稲の直播栽培，麦の不耕栽培の技術改善に努めた。

佐藤は農業の近代化，高度化について，農家の実態調査から経営学的に農業技術のあり方を

批判するとともに，酪農の問題を取り上げ，作物の飼料価値向上を目的に研究した。しかしこ

の部は昭和25年(1950年)吉岡が部長を辞任し，閉鎖された。

この部の職員は次の通りであった。

研究員:吉岡金市(1941-44，1946-50)，佐藤二郎(1944-48)

助 手 :定金 章(1941-51)，田中 喜義(1944-46)，寺田由永(1944-47)

小林忠男(1948-50)

その他:則武起夫(1946-51)，武 基生，上林直子， 今 回 和子

その他の研究活動

この研究所はもともと一定した規格，制度があったわけではなく，適当な人材で農業に関す

る問題を研究したい人に自由に開放きれており，関所以来，さまざまな分野の研究者が短期間

在籍した記録が残きれている。
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4-2 現部門の歴史

遺伝情報発現部門 :

1 .研究分野の歴史

遺伝子解析分野

遺伝子解析分野は，昭和63年 4月の改組によって新設きれた分野であるが， 2年足らずの問

教官不在であった。平成2年 1月になって農林水産省農業生物資源研究所から本吉綿男が教授

として着任し同年8月に村田稔が日本大学農獣医学部から助教授として，小倉豊が京都大学

大学院農学研究科から助手として着任した後，実質的な研究活動が開始された。なお，宇野英

雄技官は，平成2年 1月に遺伝子解析分野に配属された。遅れて，平成 5年 7月にコーネル大

学ボイストンプソン研究所より坂本亘が助手として着任し，現在の人員構成となった。また，

平成 6年10月より，外国人客員教授として連合王国ジョンインネス研究所に在籍する J. s. 
Heslop-Harrison博士を，客員研究員として中国峡西省農業科学院競莱研究所に在籍する孫振

久氏を迎えている。大学院生は，平成4年度に本分野における第 I期生が入学した。現在(平

成6年度)は，博士課程 3名，修士課程 5名が在籍し，また外国人留学生 1名が自然科学研究

科研究生として在籍している。

n .研究領域

遺伝子解析分野は，植物を主たる研究対象とし，それらの特性を支配する各種の遺伝子を単

離し構造と機能を解析するという役割を分担している。また，染色体における遺伝子および

特異的な DNAの分布，配列，相互作用などについても，分子レベルでの研究を行う。

ill.研究活動

トマト，ムギ類などのほか，モデル植物であるシロイヌナズナを実験材料とし，研究を進め

つつある。シロイヌナズナによる各種の遺伝子研究の成果は，今後，多くの資源植物の遺伝子

研究に大きな影響をもたらすと考えるからである。

現在，研究の対象としている遺伝子およびDNAの種類は以下のようなものである。

。ウイルス抵抗性遺伝子(トマトのトマトモザイクウイルス抵抗性遺伝子，シロイヌナズナ

の種々のウイルス抵抗性遺伝子)

。細胞質と相互作用する遺伝子(コムギゲノムに導入きれたライムギ由来midget染色体上

の遺伝子，シロイヌナズナの細胞質変異誘発遺伝子など)

。情報発現制御に関与する遺伝子(シロイヌナズナのコサプレッションに関与する遺伝子，

トマトの色素合成制御に関与する遺伝子など)

o器官分化関連および器官特異的発現遺伝子(シロイヌナズナのターミナルフラワー遺伝子

その他花器特異的発現遺伝子など)

。染色体を構成する特異な DNA反復配列(シロイヌナズナのセントロメア領域など)

これらの研究は，原則として遺伝子解析分野のスタップ全員の協力により遂行きれている。
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遺伝子解析分野は，他の分野と異なり，過去の研究の蓄積がない。したがって，この数年間

は，実験材料を整え，あるいは改良し，また技術を確立しておくことが先決であった。そのた

め，シロイヌナズナについては，ゲノムおよびcDNAライブラリーの作成，器官特に花器に特

異的な cDNAのディフェレンシャルスクリーニング，蛍光insituハイプリダイゼイションに

よる染色体の識別，セントロメア領域の DNA反復配列の同定，各種反復配列のクローニングと

同定，形質転換系の確立，遺伝子タギング用ベクターの改良など， トマトについては，形質転

換系の改良，ウイルス抵抗性遺伝子周辺の DNAマーカーによる微細マップの作成など，これか

らの研究の基盤を作ることに専念してきた。

今後は，各種の遺伝子や染色体の構造と機能を明らかにし，それらの成果を植物の生命現象

の解明，育種や有用物質生産への利用に役立てて行きたい。

N.学術的，及び社会的評価

研究活動を開始して以来，数年間でょっゃく研究の基盤を作ることができ，成果の一部は国

際誌にも受け入れられるようになった。今後，研究を発展きせ，なるべく多くの成果を国際誌

等に発表して行きたい。

v.その他の特記事項

遺伝子解析研究には，そのための施設が必要である。幸いにして，研究所改組後数年間に，

遺伝子解析に必要な設備が本研究所内に整えられた。平成2年には， DNA合成機や超遠心機な

ど，平成4年度には自動ダイデオキシ反応装置や自動DNAシーケンサーを含む解析機器が設

置きれた。平成5年度には，分野の実験室が新設研究棟(3号館)に移り，さらに周年， P 1 

およびP2実験室，形質転換体栽培のための隔離温室をもっ遺伝子実験棟が完成し，遺伝子解

析研究を進める上での支障はほとんどなくなった。染色体の解析には，平成4年度に設置きれ

た共焦点レーザー顕微鏡が役立つている。
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遺伝情報発現部門 : 形質発現分野

1 .研究分野の歴史

形質発現分野は，旧農業生物研究所の改組により現資源生物科学研究所の新設分野として昭

和63年4月に設立きれた。約 1年間のスタッフの空席の後，平成元年5月に松本英明教授が着

任した。平成2年 1月に山本洋子助教授が，周年4月には葛西身延助手が着任し，きらには 8

月に力石早苗技官が選考採用きれた。また同年4月から最初の修士課程学生を受け入れた。そ

の後，学生数も増え，現在，平成 6年度には博士課程4人，修士課程6人(その内 1名は外国

人留学生)が在籍するに至った。平成4年 4月には江崎文一助手が着任し，当分野のスタッフ

が整うことになった。葛西助手は平成5年 4月より弘前大学へ転出した。また，平成元年4月

から外国人客員教授として G.Kahl博士を. 10月からは学振研究員として N.Babalakova博

士を，さらに平成6年 3月からは T.Zaharieva博士を受け入れた。

II .研究領域

形質発現分野では，研究の中心を「植物がストレス環境下で応答発現する形質について，生

理・生化学的な側面から解析を行い，その発現制御機構を分子生物学的あるいは分子遺伝学的

手法を用いて解明することと平行してストレスに対する耐性機構を調べ，不良環境における食

糧増産をめざす」ことにした。とりわけ，酸性土壌は世界の農耕地の数十%を占めるといわれ，

根圏ストレスの中でも大きなもののーっとして知られている。そこで酸性土壌ストレスを，そ

の主因となるアルミニウム毒性とその耐性獲得機構の両面から解析することを当面の主要な課

題として取り組んでいる。即ち，酸性土壌ストレスといフ農学的な問題を，近年の生物科学の

急速な成果を取り入れて掘り下げていこうということである。

ill.研究活動

これまで山本らは，タバコ培養細胞を用いて Al毒性の発現機構について検討を加え，鉄やリ

ン酸がAl毒性及び耐性発現に強〈関わっていることを明らかにしてきた。すなわち，培養細胞

にあらかじめリン酸欠乏処理を加えると，アルミニウムストレスに対して一過性のアルミニウ

ム耐性を示すことを認めた。また，アルミニウム毒性の発現に鉄イオンの存在が深〈関わって

おり，この障害発現過程に，活性酸素が関与した膜の破壊が伴っていることが明らかにしてき

た。松本と葛西らは，オオムギ根の膜機能とストレスの相関について検討を加え，特に液胞膜

のプロトン輸送活性がAl処理により増加するという新しい知見を得た。活性の増加は.ATP 

およびPPi依存の両プロトン輸送活性に認められた。アルミニウムストレスでアプサイシン酸

(ABA)の増加が認められるので，アルミニウムストレスに対する応答反応にホルモンが関わ

っている可能性が示唆きれた。きらに，これらのポンプ活性の増加は.ATPaseおよびPPiase

のタンパク合成が増加していることが分かった。一方，原形質膜レベルでは，酸性条件下でH+

の流入により引き起こきれる脱分極を制御する能力がアルミニウム毒性の抑制に重要であるこ

とカf明らかになった。
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江崎らは，新たに遺伝子工学的技法を導入して， Al耐性に関わると考えられる遺伝子の単離

を試み，現在数種のクローンを得る事に成功した。すなわち，ディファレンシャルハイプリダ

イゼーションの手法により，タバコ培養細胞においてオーキシン誘導遺伝子と知られる parA，

グルタチオンs-トランスフエラーゼをコードする parB，パーオキシダーゼ遺伝子等の発現が

リン酸欠乏状態やアルミニウムストレス下で増加していることを明らかにした。現在，それら

の解析とともに実際にこれらの遺伝子がAlストレスに対する耐性発現に関わっているかどう

か検討を行っている。

N.学術的，及び社会的評価

松本は，平成 5年 4月に“アルミニウムを中心としたイオンストレスによる植物の障害と耐

性機構に関する研究"により，第38回日本土壌肥料学会賞を受賞した。また，平成 6，7年度

の日本土壌肥料学会関西支部(支部長・松本英明)，関西土壌肥料協議会(会長・松本英明)の

運営を引き受け，当分野が中心になり平成6年12月8日に第90回日本土壌肥料学会関西支部講

演会及び平成6年度関西土壌肥料協議会講演会を倉敷市芸文館で開催した。
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遺伝情報発現部門 : 遺伝制御分野

1 .研究分野の歴史

〈研究分野発足の経緯と歴史〉

本分野は，財団法人大原農業研究所の創設当初に出来た 2部門のフちの種芸部にその源を発

する。 1951年に岡山大学移管後新たに作物遺伝学部門として発足した。 1988年には農業生物研

究所の資源生物科学研究所への改組に伴い，遺伝情報発現部門の遺伝制御分野として新たなス

タートを切った。

〈教官・職員の変遷〉

財団法人大原農業研究所時代(1914-1952): 

研究員:近藤高太郎(1914-46)， 三 宅 千秋(1914-17)，山口弥輔(1915-27)， 

岡村 保 (1938-39)，本庄益男(1939-41)，高橋隆平(1939-52)， 

笠原安夫(1949-52)，貝原弘道(1949-51)

研究員補:武田元温(1916-24)，徳田 巌(1943-47)，片山(杉本)平(1943-46)， 

小河原公司(1945-47)，笠原安夫(1946-49)，員原弘道(1947-49)

助 手:池上耕平(1915-20)，野口保橘(1919-22)，岡村 保(1922-38)， 

藤本隅太(1923-27)，久宗 壮 (1925-29)，笠原安夫(1929-34，38-46)， 

一 色重夫(1930-35)，中沢 敏(1933-38)，寺坂惰視(1934-37)， 

高橋隆平(1935-39)，海野元太郎(1939-43)，岡 彦一(1940-42)， 

員原弘道(1942-47)， 渡 辺 行弘(1942-47)，水田鉄雄(1943-45)， 

板野弥寿夫(1943-47)，林(山本)二郎(1944-52)，山崎寿賀 (1941-45)， 

秋田史郎(1944-46)，丸橋 渡(1948-50)，池田正枝(1947-52)， 

木下 収 (1950-52)，田村美郎，武田博司，木村忠夫，

安 田昭三(1951)，伊藤直明

その他:木下 勇，小野真盛，渡辺定志，鈴木重隆，奥山清一，安東 保，

鳥海分彦，村上憲平，山崎寿賀 (1938-41)，三宅誉子，日笠初子，

池田正枝，守屋(塩尻)勇，日:谷健三，武田満子，松村彰一，木虎文子，

渡辺益子，佐藤照子，小山浩子，石井豊子，藤原澄子，根津澄江，

木村久子

(1941-52年は，他の部におけると同様前半には職員の応召が相つぐ一方，戦時研究の要求に

即応のため人事の補充が多〈行われ，また後半には所長の病没と戦後の研究所の経営の不安定

により， ともに人事の異動が極めて激しかった)

岡山大学農学部附属大原農業研究所一農業生物研究所時代(1951-1988): 

教 授:高橋隆平(1952-76)，安田昭三(1976-88)

助教授:安田昭三(1960-76)，小西猛朗(1976-79，大麦系統保存施設)， 
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武田和義(1981-88)

助手:定金 章(1951-63，岡山県)，安田昭三(1951-60)，林 二郎(1953-88)， 

小西猛朗(1964-76)， 福山利範(1976-86，新潟大学農学部)

教務員:福山利範(1970-76)

技官 ・技術員:守屋 勇(1952-88)，下山 博(1962-66)，平尾忠三(1962-70，学内)， 

小坂典子(1963-64，学内)，横田美子(1965-66)，沖永康男(1967-75，学内)

その他:松枝 操(1962-64)，三宅和子(1973-88)，村田泰子(1982-88)， 

箕内真津美(1984-88)

岡山大学資源生物科学研究所時代(1988-現在): 

教 授:安田昭三(1988-93)， 武田和義(1993-94，大麦系統保存施設)， 

野田和彦(1995-現在)

助教授:武田和義(1988-89)， 前川雅彦(1994-現在)

助 手:林 二郎(1988-89)， 佐藤和広(1989-91，大麦系統保存施設)， 

力石和英(1989-現在)，武田 真(1993-94，大麦系統保存施設)

技官 ・技術員:守屋 勇(1988-91)， 松浦恭和(1991-現在)

その他: 三 宅 和 子(1988-93)， 村田泰子(1988-現在)

n .研究領域

財団法人大原農業研究所時代(1914-1952): 

穀物の種子の形態ならびに発芽研究を行い，これを基礎にした穀物種子の貯蔵性について実

用的研究を行った。さらに，イネ，コムギ，オオムギなどの禾穀類をはじめとして園芸作物や

イグサのような工芸作物についても栽培，育種あるいは遺伝に関する研究を幅広く行い，特に

実際場面でその成果が活用きれた。

岡山大学農学部附属大原農業研究所一農業生物研究所時代(1951-1988)

岡山大学資源生物科学研究所時代(1988-現在): 

オオムギに関する遺伝・育種学的研究を実用レベルであるいは基礎的に展開し，オオムギ遺

伝資源保存の基礎を築いた。今後は，主要穀類について間接的あるいは直接的な生産性向上に

係わる個体レベルの遺伝子の制御機構の解析と応用に関する遺伝・育種学的研究を展開する。

ill.研究活動

財団法人大原農業研究所時代(1914-1952): 

研究所創設の頭初から死去に至るまで，所長であり，また，種芸部の主任であった近藤高太

郎研究員は農林種子学を研究主題として，各種農作物の種子の形態，記載，幼苗による品種鑑

識，種子の寿命と貯蔵法の研究，種子の発芽生理の研究を行った。また，種子に関する内外の

諸文献を通読して， 1933， 34年には日本農林種子学前，後編を出版した。これは， 日本はもと

より諸外国にも類書の少ない，すぐれた著書で，今もなお種子学の原典となっている。 1929年
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の天皇陛下当地方行幸の折には「稲および米」と題する御前講義を行う栄誉を担った。きらに

米穀の貯蔵と品質研究についても精力的に研究を行い，米の水分含量，温度と貯蔵との関係を

明らかにし，その結果水分13%にまで米を乾燥することが米の検査基準として用いられるよう

になった。きらに密封貯蔵の有利性を説き，その実用化を押し進めた。また，岡村保研究員と

ともに米の品質，ビタミンB含量の研究を行い，茶米・青米・胴切米の発生原因，米の食味化

学的研究などを進め，きらに員原弘道研究員とともにコムギの貯蔵と品質，米の低温下あるい

はサイロ貯蔵についても研究した。また，近藤研究員は笠原安夫研究員や高橋隆平研究員の協

力により，苛性加里，石炭酸，アルカリ類などによるイネ，オオムギおよびコムギの品種鑑別，

林木種子の貯蔵，雑草種子の形態および発芽調査を行った。このほか研究は，イネ，ムギをは

じめ各種競菜類の光周反応，水稲の生育と水温との関係，コムギの穂発芽現象など栽培あるい

は育種上重要な基礎的問題にまで及んだ。

岡村保研究員は主としてイネの栽培法，特に苗代の研究を行った。中沢敏助手とその後継者

本庄益男研究員は近藤研究員の命をうけ，コムギとコムギ粉の乾燥，貯蔵法，品質検定，およ

び検査等級とコムギ品質との関係につき広汎な実験を行った。こうした精力的な実験研究の結

果，当研究所は穀物学のメッカと見られるに至った。

なお，発足当時山口弥輔研究員はイネの諸形質の遺伝，特にその連鎖関係を研究してこの方

面の指導標をたてた。また 2.3植物の帯化現象の遺伝，生理について研究した。ヨハンゼンの

精密遺伝学原理の翻訳もある。三宅千秋研究員は主として農具・気象に関する研究を担任した。

高橋研究員は本邦および世界各地から多数のオオムギ品種や変異体を集め，その形態や生理

の研究を行った。その結果， 日本のオオムギの大部分が渦性と呼ばれる半媛性遺伝子により特

徴づけられ，この種類は日本中南部の多肥地帯に適応した日本固有型であることを明らかにし

た。きらに，栽培オオムギの品種を特徴づけている種々の遺伝子の地理的分布の規則性から，

栽培オオムギが東亜および西域の 2型に大別きれることを示し，祖先型野生オオムギとの関連

においてオオムギの起源を推定した。

笠原研究員は以前から水田および畑地雑草の駆除を能率化するため，近藤研究員の示唆にも

とづいて，薬剤による雑草駆除試験を試みたが，戦後2.4-Dの輸入とともに，逸速くその実用

化試験を重ね，その成果を普及した。なお，笠原研究員は岡山大学移管後雑草学部門の初代教

授に就任した。その研究動向は環境適応解析分野で詳述しである。

岡山大学農学部附属大原農業研究所一農業生物研究所時代(1951-1988)

岡山大学資源生物科学研究所時代(1988-現在): 

高橋教授(現，岡山大学名誉教授)は，大原農業研究所時代から引き続きオオムギの品種分

化に関する遺伝学的研究を進展きせた。また，数種の農業形質に係わる主働遺伝子について，

ヘテロ型反復自殖法によって育成した同質遺伝子系統を用いてその遺伝子作用を明らかにした。

遺伝的背景を斉一にしたうえで遺伝子作用を調べるために交雑による同質遺伝子型作成は時間

と労力がかかるが，高橋教授が適用したヘテロ型反復自殖法はかかる労力の点では，はるかに

有利でその利用は高く評価きれている。ここで得られた成果は. 1960年代から世界各国で育成

きれたイネやコムギの半姪性の多収型品種に対する草型育種に重要な基礎的知見を与えた。
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さらに東亜のオオムギ品種の特異性を明らかにするため，東亜を主として世界各地産の品種

を広範に集め，形態的，生理的変異形質を詳細に調べるとともに，多数の交配を行い，適応性

とは直接関係の少ない中立的と考えられる補足遺伝子によって支配きれる形質(小穂脱落性，

雑種黄化および幼苗致死など)を含めた多数の遺伝子の品種分化と地理的分布を調べた。これ

らの研究の結果をもとに，高橋教授は栽培オオムギではそれぞれ固有の遺伝子を含む東亜型と

西域型の二型の遺伝的分化があるという考えを提唱した。なお高橋教授のこの研究には，大原

農業研究所以来勤務している林二郎助手(故人)および守屋勇技官が材料の育成，調査等に全

面的に協力した。

以上の研究と平行してオオムギの連鎖地図の拡充も勢力的に実施きれ，極密接な連鎖のため

分析が困難であった小穂脱落性に関与する補足遺伝子 (Bt，Bt2)の分析や，第 4染色体上の位

置不明であった遺伝子プロック (yh，sh， Hs)の位置確定等を行った。実際的に有用な変異遺

伝子は少ないものの，詳細な連鎖地図への貢献は大きし 日本ではイネに次いで拡充が行われ

た。

また一つの遺伝子に関する遺伝子作用も詳細に調べられ，農業的に重要な発見が相次いだ。

東亜に特有なオオムギの側列粒の琶の短縮に関与するいわゆる坊主性について，温度との関係

を詳しく調べ，坊主遺伝子の作用が発現する幼穂分化期中の特定時期を決定した。この研究で

長苦遺伝子の働きが坊主遺伝子によって抑制きれることも見出した。さらに近縁野生種 (Hor-

deum spontaneum)との交雑から，補足遺伝子による雑種震性遺伝子を見出し，その作用が生

育温度によって強〈影響きれることを明らかにした。

安田昭三助手(現，岡山大学名誉教授)は高橋名誉教授の主題であるオオムギの生態的分化

に関する研究の流れの中で，農業的に重要な出穂生理に着目し 3種の優性および劣性の春播性

遺伝子を発見し，生態的形質の遺伝子についても東亜型，西域型の分化に有力な関わりがある

ことを実証した。なおコムギについても 3種の優性春播性遺伝子を見出した。きらに，オオム

ギでは生活温度の範囲内では，従来言われていた感温性の差といえるような品種間差は認めら

れず，むしろ高温下の光周反応に品種間で一連の大きな変異があることを明らかにした。そし

て，品種本来の早晩性とも言うべき狭義の早晩性(純粋早晩性)を見出し，光周反応とともに

その遺伝的基礎を明らかにした。これら春・秋播性，光周反応，狭義の早晩性は，戸外出穂期

の早晩性の内的要因とみなされ，関東以西の地域では，戸外の秋播き出穂期の早晩にもっとも

強〈関係する要因は光周反応であることが認められた。きらに，春・秋播性，光周反応及び狭

義の早晩性のそれぞれについて，盛岡と関東以西の集団では異なる方向の淘汰が働き，また関

東以西の集団問でも集団中に残存する適応型の個体頻度が異なっていることが明らかになった。

これらの研究で安田教授は1961年に農学博士(北海道大学)を取得した。引続いて安田教授は，

3種の春播性遺伝子を，早生および晩生の秋播性品種にそれぞれ 1対および2対ずつ導入した

同質遺伝子系統を作り，春播性遺伝子の相互作用および他の農業形質へ及ぼす影響を解析した。

また，従来非常に困難視きれていたコムギの早熟化の問題についても研究を進め，オオムギと

の比較試験の結果から，茎葉に蓄積きれた同化産物の登熟期における転流がコムギはオオムギ

より遅<，コムギではこの形質が出穂期遺伝子以上に強〈関係することを示唆した。

小西猛朗助手(現，九州大学農学部教授)は， 1964年に着任し突然変異誘発物質， EMS 
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(ethylmethane sulphonate)を用い，オオムギの半媛性(渦性)品種赤神力について突然変異

の誘発に関する研究を行い，多数の変異体を得た。特に媛性変異体に関しては，関与する媛性

遺伝子の同定を行うとともに，姪性遺伝子を正常(並性)の遺伝的背景へ導入して，各媛性遺

伝子およびそれら遺伝子相互間の働き合いを解析した。これらの研究によって1974年農学博士

(東京大学)を取得した。また多くの無葉耳変異体を用いて無葉耳遺伝子座における復帰突然

変異の研究を行い，この遺伝子座の微細な分化を明らかにした。当時，遺伝子座内の微細な遺

伝子地図は微生物や動物では進んで、いたものの，植物ではトウモロコシのモチ性遺伝子座に次

ぐもので，その成果は高〈評価された。

1970年に着任した福山利範助手(現，新潟大学農学部助教授)は，オオムギの突然変異によ

る六条変異体を世界各地より集めて交雑試験を行い，その発現の程度を調べ，関与する六条性

遺伝子の同定や，既知の条性遺伝子座 (Vv)の分化を解析した。きらにオオムギの四倍性 (4

x)近縁野生種 H.bulbosumと4xの栽培種 (H.vulgare) との F1雑種の染色体が消失し，

半数性となる現象について研究を行った。また，両種とも 4Xの系統を用いたためF1は染色体

が消失しても 2Xとなって生存可能であることを利用して， H. bulbosumとH.vulgareの細

胞質を入れ換えた系統を育成し，細胞質の低温による生長抑制作用を見出した。また染色体消

失が， H. bulbosumの遺伝的要因によって生じることを明らかにした。海外も含めてこの研究

で明らかになった H.bulbosumを用いた半数体作出はパルボサム法とも呼ばれ，現在の分子

遺伝学の DNAマーカーと各種形質との連鎖関係検出に利用されているダイハプロイド(二ゲ

ノム性半数体)作出に多大な貢献をしている。この研究により 1986年農学博士(北海道大学)

を取得した。

1981年に着任した武田和義助教授(現，大麦系統保存施設教授)は大麦系統保存施設で保有

する5000余の世界各地の在来品種や近縁野生種について，赤かぴ病抵抗性をはじめとし，種子

の耐水性や感水性，植物体の耐乾性や耐湿性，また殺虫剤ダイアジノンに対する感受性など，

オオムギのストレス耐性に今後の重要性を見出し，独自に開発したそれぞれのストレス耐性検

定方法を駆使し，品種検索を精力的に実施してきた。その結果，抵抗性・耐性あるいは感受性

についての品種変異を明らかにし，関与遺伝子の発見や遺伝様式を主働遺伝子的にあるいは統

計遺伝的に解析し，実際栽培上で問題となる場面での品種育成について有力な指針を与えた。

一方，武田教授はオオムギばかりでなくイネにおける収量関連要素である粒大や，穎と子房

の長さのアンバランスに由来するくぴれ米の発生機構など，イネの穂相や粒形質の遺伝変異に

関する研究を進めた。その結果，粒大を支配する主働遺伝子を見出してその同質遺伝子型系統

を育成し，収量性をはじめとする主要な農業形質に対する大粒性遺伝子の効果を明らかにした。

1989年に力石和英助手が着任し，組織培養を利用した育種の観点からオオムギの未熟旺を用

いた培養系に関する遺伝子解析，および形質転換に必要な再分化培養系確立に関する研究を遂

行している。また，イネ科植物での形質転換が困難とされているアク・ロパクテリウムをベクタ

ーとして用いた感染系確立にも取り組み，有望な結果を得つつある。

1994年に着任した前川雅彦助教授はイネおよびオオムギの野生種由来染色体上の潜在遺伝子

の解析を開始した。今後は，イネ科作物の形質発現に関与する遺伝的制御機構の解明という命

題の基に研究を展開きせていく予定である。
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N.学術的，及び社会的評価

財団法人大原農業研究所時代(1914-1952): 

近藤研究員は，種芸部創設以来の研究課題である各種作物種子の貯蔵に関する研究の主要部

分をなす「米穀貯蔵中における理学的性質の変化に関する研究」によって1927年日本農学会か

ら農学賞が与えられた。

他方，近藤研究員はイネおよびイグサの品種改良事業をも行い，交雑法によって数種の水稲

品種を育成した。この中で吉神種は収量品質ともに優れたため広く近県の農家に普及をみた。

また系統分離および実生選択法でイグサの改良を行い，中でも大原蘭3号は後に岡山近県の主

要品種の一つである岡山 3号の基本品種となった。こうした諸成果は斯界に貢献することが大

きかったので， 1922年その功に対し大日本農会から有効章が贈られた。

三宅研究員が考案した坪刈りによる収量推定法は農林省に引き継がれて普及きれ，当時広〈

日本の収量推定の基準法として用いられた。また螺旋選種器を考案し専売特許を取った。これ

は，ナタネ，ダイズなどの円粒種物の選別に至便なもので，研究所で指導作成きせ販売きれた。

また噴霧器のノズルの改良や鋼鉄鋳物性の除草用鍬 (hoe)の改良製造なども行った。

岡山大学農学部附属大原農業研究所ー農業生物研究所時代(1951-1988)

岡山大学資源生物科学研究所時代(1988-現在): 

高橋教授は1954年に「本邦大麦品種の分類と地理的分布」の研究により日本育種学会賞を，

1955年に「稲麦類の研究並びに農学への貢献」により倉敷市分化賞を， 1969年には「オオムギ

品種の地理的分布と遺伝的分化の研究」において日本農学賞 ・読売農学賞を受賞した。また，

1955年には一連の研究が遺伝学分野において世界的に権威あるレビュー誌、である Advancesin 

Geneticsに rTheorigin and evolution of cultivated bar1ey J として掲載きれ，世界的に遺伝

学分野で高い水準にあることを内外に示した。

1982年には安田教授が「オオムギの出穂生理とその遺伝に関する研究」により日本育種学会

賞を， 1990年には武田教授が「イネ形質の発育パターンに関する遺伝育種学的研究」により日

本育種学会賞をそれぞれ受賞した。また， 1985年には安田教授を代表者として遺伝学振興会奨

励賞を「大麦の遺伝と遺伝資源に関する基礎研究」によって受賞した。

一方，高橋教授の実際育種場面での貢献が高く評価きれたのが，全国的規模で発生し甚大な

被害をもたらす土壌伝染性のウイルス病「大麦縞萎縮病」に関する抵抗性品種 「木石港3Jの

発見および高度抵抗性遺伝子の分析で，この高度抵抗性遺伝子は現在のビール用オオムギ品種

育成に広く利用きれている。なお，この品種は高橋教授が中国で収集したオオムギ品種の中の

一つで，遺伝資源の重要性を惹起きせる契機ともなった。

v .その他の特記事項

財団法人大原農業研究所時代(1914-1952): 

近藤研究員は万国種子検査会議に参加し，また，自ら温熱帯種子会議を主宰し，種子の国際

的検査の基礎的知見の集積につとめ， 日本における種首法制定のための努力を払った。
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岡山大学農学部附属大原農業研究所ー農業生物研究所時代(1951-1988)

岡山大学資源生物科学研究所時代(1988-現在): 

学会活動として，高橋教授は1970-1978年まで日本育種学会副会長および会長をそれぞれ連続

二期ずつ務めた。また，国際的には国際オオムギ遺伝学シンポジウム国際組織委員に1963年よ

り1975年まで就任した。その後は安田教授が1991年までその任にあたった。1970年10月には倉

敷市において日本育種学会第38回講演会ならびに第12回シンポジウムを開催した。特に1986年

には，岡山で第 6回オオムギ国際遺伝学シンポジウムを 1週間にわたって開催し，内外から260

余名が参加した。このことは，当研究所におけるオオムギの遺伝研究が世界的に認められてい

ることを，改めて内外に示したものと言える。
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生物機能解析部門 : 生物間情報認識分野

1 .研究分野の歴史

〈研究分野発足の経緯と歴史〉

財団法人大原奨農会農業研究所時代に病理昆虫部から分かれ，昆虫部として大正10年に発足

した。昭和 4年に財団法人大原農業研究所へ名称変更したあとも昆虫部として研究活動を続け

た。昭和26年から27年に行われた研究所の岡山大学への移管からまもなく，昭和28年 7月に害

虫学部門と名称変更した。その後，昭和63年の研究所改組に伴い資源生物科学研究所・生物機

能解析部門 ・生物間情報認識分野として生まれ変わり，現在に至っている。

〈教官・職員の変遷〉

大原農業研究所時代:

研究員:春川忠吉(1914-1936)，八木誠政(1916-1921)，土屋 孝(1937-1943)， 

深谷昌次(1943-1950)

助 手:田辺忠一(1918-1920)，林 久雄(1918-20)，熊代(近藤)三郎(1923-1936)， 

森戸嘉治馬(1927-1929)，高戸竜一(1930-1936)，小坂和彦(1942-1947)， 

藤井一人(1943-45)，小泉憲治(1944-1946)，金子 武(1948-1950)

そ の 他 :木虎幸子(1939-1944)，木虎文子(1940-1944)，中塚憲治，坪井光子，

三島房子，平城芳子，岸田美澄里， 三島那美

岡山大学農業生物研究所時代:

教 官:松本義明(1952-1966)，杉山章平(1953-1968)，安江安宣(1952-1982)， 

河 田 和 雄(1954-1992)，兼久勝夫(1967-1995)，積木久明(1969-現在)， 

吉田英哉(1989-現在)

技 官:松尾昌子(1962-1969)，久戸瀬恵子(1967-1975)，福岡まり子(1980-1989)， 

白神 孝(1958-現在)

技術貝 ・技術補助貝:池田正枝(1952-1961)，河合玲子(1952-1963)， 

赤沢宣行(1964-1966)

事務官:大森常代(1952-1953)，皿井裕子(1976-1979)

n .研究領域

本研究分野では昆虫と資源生物の関わりを研究し，資源生物を有効に利用することを目指し

ている。昆虫と資源生物間，あるいは，昆虫と他の生物聞の相互に介在する諸種の情報とその

認識機構について研究する。また昆虫の環境への応答反応の解析を行う。

ill.研究活動

大原農業研究所時代は稲 ・果樹・貯穀・い草などの害虫，特にニカメイガについて研究を行
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った。

ナシヒメシンクイムシについて春川，八木，近藤がその生態から防除法に至るまで詳細な研

究を行った。硫酸ニコチンの防除効果を検討した。春川はまたナシミパチの生態についても研

究した。春川と八木が桃の害虫である 2種のハモグリガの研究乞春川がモモハパチを研究し

た。きらに，冬季におけるカイガラムシ駆除に石灰硫黄合剤が有効なことを証明した。これら

の梨と桃の害虫に対する研究は当時の果樹栽培界に大きな貢献をした。

イグサ害虫，特にイクホサノ、パチに関して，春川と熊代が生態に関する詳細な研究を行い，防

除に有力な指針を与えた。また，イグサの害虫，オオスグロノ'.1，チについても成果をあげた。

稲作害虫，特にニカメイガに関して，春川，高戸，熊代は踊化，羽化および卵，幼虫，輔の

発育に及ぼす恒温の影響と，羽化不斉一の原因を詳細に追求した。また，土屋はさらに踊期の

発育に及ぼす変温の影響を研究した。これらの成果はニカメイガ発生予察法の確立にとって重

要な基礎となった。その後，深谷は金子とともにニカメイガの発生予察に関する14報までに及

ぶ詳細な基礎的研究を行い，本虫の発生予察法の確立に大きな貢献をした。学問的にも幼虫休

眠に関する理論をうちたてるなどの大きな功績により，深谷は1950年に日本農学会農学賞を授

賞した

春川は首代害虫のユリ ミミズ防除法としてハナヒリノキをとりあげ，その毒性と効果を研究

し，ユリミミズの駆除に指針を与えた。春)11と熊代は稲のキリウジの基礎的生態と麦畑におけ

る防除法確立のための殺虫剤の施用を追求した。熊代はイナコ守防除のための基礎研究を行った。

読莱害虫のタネパエについて春川，高戸，熊代が生態，防除法，寄生蜂の研究をし，毒剤が

防除に有望であることを明らかにした。

春川と熊代は貯穀害虫のひとつパクガの生態を研究し，防除法として乾熱が有効であること

を示した。また嬬蒸剤としてのクロールピクリンに関する詳しい研究も行われた。米貯蔵上の

大害虫コクゾウについて土屋と小坂は耐熱性と，繁殖に及ぼす生息密度と性比を検討し，さら

に深谷は DDTの防除効果に疑問を投げかけ，当時の DDT偏重に警告を与えた。春川は地域農

業に大きく寄与したとして， 1956年に岡山県文化賞を授与された。

岡山大学農業生物研究所となって，ニカメイガの研究を発展きせるとともに，新しい研究テ

ーマに挑戦した。

杉山はニカメイガ卵のふ化と温度の関係を解明し，また誘蛾燈による誘殺の研究などを行い，

複眼の色素が夕方から暗くなるに従い内部から表面に移動し，それにともなって活動性が高ま

ることなどを組織学的に詳細に調べた。安江はニカメイガー化期の発生量が越冬中の降水量・

体内水分・還元性物質に密接な関連があることを明らかにした。

新たな研究テーマとして，作物害虫の走化性にもとづく寄主選択要因の解明がとりあげられ

た。杉山と松本は十字科植物に含まれるカラシ油，セリ科植物中の精油成分やアオパアルコー

ルなどが，ヤサイゾウムシの誘引成分であることを明らかにした。また松本と安江はモモノシ

ンクイムシの人工飼料による大量飼育法の研究も行い，大きな成果を得た。松本はカナダのマ

ニトパ大学でタマネギパエとタネパエの寄主選択の研究を行った。その後，倉敷美観地区のヤ

ナギに大発生したヤナギルリハムシと牛窓地方のカキ貝殻に発生したハマベパエの寄主選択の

要因解析を行い，ハマベパエはプロモフォルムが誘引物質であることなどを明らかにした。
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兼久は着任後，桃・梅などに寄生するオピカレハの配偶行動や卵固着物質の研究を行った。

その後，見虫類の防御分泌物質の系統的研究を主な研究テー?とした。防御物質は系統分類と

高い関連があり，科， JE科，属，亜属，少数であるが種によってそれぞれ特異成分が検出きれ

た。ゴミムシ類はギ酸，メタアクリル酸，チグリン酸などの十余種の有機酸を分泌していた。

オサムシ類，ナガゴミムシ類，ヒラタゴミムシ類，ゴモクムシ類は属レベルでの規則性があっ

た。アオゴミムシ類はメタクレゾールを特徴のある臭気で分泌していた。ホソクピゴミムシ類

(通称ヘッピリムシ)はトルキノンとパラベンゾキノンを1000Cくらいの高温にし分泌してい

た。カタピロオサムシはサリシルアルデヒドを特徴のある臭気で分泌していた。虫の進化及び

変異にともなって分泌物質の組成も法則性をもって変化していることを明らかにした。ゴミム

シダマシ類は最多量成分としてエチルキノンとついでトルキノン類を，微量成分としてパラキ

ノンを分泌していた。

ハネカクシ類においても系統分類学との規則性がみられた。コガシラハネカクシ類はアクチ

ニジン(植物のマタタピに含まれネコ科動物の興奮剤として知られる)を主成分にしていた。

ムナピロハネカクシはヘキサノールとヘキサン酸が主成分で，イリドジアールなども分泌して

いた。

ツチハンミョウやカミキリモドキからはカンタリジンを検出した。カメムシ類はヘキサナー

ル，オクテナール，ジセナールなどのアルデヒドを主成分にトリデカン，ウンデカン，ぺンタ

デカンなどのアルカンやアルケン，エステル類が規則性をもって検出きれた。

防御物質の生成器官の形態を電子顕微鏡によって比較調査し，有機酸分泌種は球形の，メタ

クレゾール分泌種は細糸状の，べンゾキノン分泌種は細長い円筒状の生成器官を有し，その数

においても系統分類学との関連で規則性があることが判明した。

積木は耐凍性の獲得に伴う凍結保護物質であるグリセロールの蓄積機構に着目したニカメイ

ガ幼虫の越冬の生理 ・生化学的研究を行った。ニカメイガ幼虫は秋から冬にかけての短日と低

温に反応し，休眠が誘起きれ，体液中に多量のグリセロールが蓄積きれ，耐凍性が増大した。

このグリセロールは主に脂肪体のグリコーゲンに由来し，秋から冬にかけて，ホスホリラーゼ

とグリセロールー3-リン酸脱水素酵素が活性化され，逆にグリセロールキナーゼとグリセルア

ルデヒドー3-リン酸脱水素酵素の活性が抑制きれることにより，グリコーゲンの分解が促進き

れ，分解きれたグリコーゲン相当量の炭素がグリセロールの合成に用いられることを明らかに

した。きらに，グリセロールの合成系は休眠誘起に作用する幼若ホルモンで活性化きれ，休眠

打破に作用するエクダイソンで不活性化され，休眠に関わるこれらのホルモンが，グリセロー

ルの合成 ・分解に関与していることを明らかにした。ヒューストン大学(アメリカ)へポスト

ドクターとして出張し，セイタカアワダチソウに寄生するタマパエの越冬の生理・生化学的研

究を行った。帰国後，理化学研究所，岡山県農業試験所と共同で研究し，ニカメイガ雌成虫の

合成する性フェロモンを用いて雌雄聞の交信揖乱による防除効果の評価を行った。

安江は微粉性物質の貯穀害虫に対するツァへル効果，異環式化合物， とくにピリジンカルポ

ン酸類の殺虫効果の研究を系統的に進め，ピコリン酸，シトラジン酸がDDTとほぼ同程度に殺

虫力があることを確認した。従来，不明であったコクゾウ，ココクゾウの米粒内における幼虫

期の加害状況を軟X線を用いて明らかにした。きらに，内的自然増加率と温湿度との関係を明
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らかにした。マダラテントウ類について発育と温湿度・日長などとの関係を明らかにした。き

らに，日本各地の約650地点について現地調査を行い，地理的分布と気候要因との関係を明らか

にした。ヤサイゾウムシについては発育と温湿度・日長などの気象要因との関係を追求すると

ともに， 日本各地における地理的分布を調査し，温帯常雨気候の限定された地域だけに生息す

ることを確認した。これらの研究はその後アマゴとオオニジュウヤホシテントウの地理的分布

の類似性に及び，淡水魚と昆虫の生態地理学的研究に発展した。また，京都大学ニューギニア

学術探検に参加し，きらに海外学術調査隊を組織し，東南アジア・オーストラリアにおける農

業害虫及び耕地雑草の研究を行い，多くの知見を得た。

河田は独自に開発した完全合成飼料を使用してアブラムシ類の累代飼育に成功し，マメアブ

ラムシの栄養要求を研究した。人工飼料を用いて多型発現要因の解析を行い，高密度による接

触刺激が有麹型出現の主因であることを明らかにした。

数種のアブラムシの生活環に関する研究を行い，ニセダイコンアブラムシではこれまでまっ

たく不明で、あった雄虫を初めて発見し，本種の生活環を明らかにした。その後，ニセダイコン

アブラムシ，ダイコンアブラムシなどの数種アブラムシの有性虫出現に及ぼす低温・短目の影

響を明らかにした。

安江と河田は地域調査に協力し，環境庁動物分布調査，束中国山地自然環境調査，岡山県見

虫生息調査，倉敷市環境保全調査などに参加し，それぞれ専門的報告を行った。

昭和60年度からオオムギのアブラムシ抵抗性要因の解析に関する研究を兼久・河田・積木・

白神の 4人で開始した。オオムギ系統保存施設の保有する六千余の系統に寄生するアブラムシ

の発生消長を調べ，ムギクピレアブラムシ， トウモロコシアブラムシ，ムギミドリアブラムシ

及ぴムギヒゲナガアブラムシの 4種が寄生し，そのうちムギクピレアブラムシが優占種である

ことを明らかにした。また，代表的なオオムギの系統について栄養物質である炭水化物及びア

ミノ酸含量，耐虫性物質である表面ワックス量，グラミンやハイドロキサム酸などについて調

べた。表面ワックスとグラミンが耐虫性要因として重要であり，栄養成分の一つであるアミノ

酸含量とアブラムシの寄生密度にも相関がみられることを明らかにした。また，吸汁行動を電

気的に測定し，寄主植物の種類や系統によって吸汁場所や吸汁時間に違いがあることを確認し

た。きらに，オオムギの耐虫性成分とみなされているグラミンを含む人工飼料では吸汁行動が

著しく阻害きれることを明らかにした。

資源生物科学研究所時代はそれまでの研究が継続され，さらに発展した。

オオムギのアブラムシ抵抗性に関する研究は改組してからも，続けられた。この一連の研究

には新しく赴任した吉田も加わった。遺伝学的な手法を用いて，オオムギのグラミン合成遺伝

子，アブラムシ抵抗性遺伝子などに関して研究し，染色体上での位置や遺伝学的性質について

の知見を得た。

積木はニカメイガの耐凍性を研究する過程で，越冬中の幼虫の筋肉に特異的に氷核タンパク

質(凍結を積極的に誘導するタンパク質)が生成されてくることを明らかにした。この氷核タ

ンパク質により氷点下の比較的高い温度で凍結が誘導きれ，凍結死を引き起こす細胞内凍結が

防止きれ，幼虫が氷点下で凍結しても生存できることを示唆した。また，発育中の幼虫の消化

管から得られた微生物の中から，氷核活性を有する糸状菌をみつけ，Fusari 
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var. subglutinansと同定した。きらに，この糸状菌が生産した氷核タンパク質と筋肉に生成き

れたものの生化学的性質は非常によく似ており，活性発現に脂質や糖は関係していないことが

明らかになった。

N.学術的，及び社会的評価

大原農業研究所時代は稲 ・果樹 ・貯穀 ・い草などの害虫，特にニカメイガについて研究を行

った。その研究は防除法や発生予察などの農業の現場に密着したものであった。果樹・い草・

稲など現在の岡山県の特徴ある農業の確立に大きく貢献した。また応用面として高く評価きれ

るばかりではなく，先進性からみてもすぐれていた。これらの研究が防除生態学の流れを作り

だしたといっても過言ではない。

深谷らはニカメイガの発生予察に関する詳細な基礎的研究を行ったが，本虫の発生予察法の

確立に大きな貢献をした。学問的にも幼虫休眠に関する理論をうちたてるなど，学会に与えた

功績は大きい。 1950年に農林水産省に転じた後は害虫学研究のリーダーとなった。これらに関

して深谷は1950年に日本農学会農学賞を授賞した。

春川は本邦昆虫学界のようらん期から終始一貫，害虫防除という目的のために遁進し，その

功績と教育界につくした功労により， 1956年，岡山県文化賞を授与きれた。春川は京都大学教

授に要請きれ，後年，岡山大学農学部の発足時に再び来岡した。

岡山大学農業生物研究所時代はより基礎的な研究に重点がおかれた。きまぎまな害虫の地理

的分布，気象条件などの環境要因による昆虫の生育・生理の変化・多型現象などの基礎研究が

行われた。さらに，認識物質・防衛物質などの生物相互作用に関わる物質の探索，昆虫の越冬

生理に関する研究はよりミクロなレベルでの基礎研究へと移行した。

杉山・松本の害虫の寄主植物の選択に関する研究は昆虫学会のシンポジウム (1958年，北海

道大学)や日米科学セミナー (1968年，ホノルル)などで発表し，数冊の著書となっている。

松本は東京大学に転任後，教授となり，その後，学会長に選出きれ，斯界の日本におけるリー

ダーとして活躍した。

安江の貯蔵穀物害虫の防除法はこの分野に大きな刺激を与え，テントウムシ類の地理的分布

に関する世界的な知見を示し，高く評価された。学会の中国支部長に選出されて活躍した。

兼久の防御物質と耐虫性に関する研究は日米科学セミナー (1987年，京都)や国際会議シン

ポジウム (1992年，北京)などで発表きれ，著書になり，斯界で高く評価きれている。学会の

中国支部長に選出きれて活躍した。

河田のアブラムシに関する研究は国際会議 (1992年，塀東，マニラ， 1993年，チェコスロパ

キア)などで発表きれ，著書となり， 日本を代表するアプラムシ学者となっている。

積木は応用動物見虫学会のシンポジウム (1980年，岡山)や国際会議のシンポジウム (1990

年，名古屋)で発表した。近年，発表した氷核に関する研究は世界的に注目きれて，外国人の

訪問者も多い。

吉田は遺伝子レベルの研究法を駆使して成果を上げつつあり，期待きれている。

研究室一同の共同研究である禾本科植物の寄生アブラムシ類に対する抵抗性要因に関する研

究は注目きれ，国際会議などへの参加が要請きれている。
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v.その他の特記事項

〈学会の開催〉

日本見虫学会第四回大会，昭和34年10月，岡山大学農学部，大会会長:杉山章平. 日本応用

動物見虫学会中国支部・日本見虫学会中国支部昭和42年度合同大会，昭和42年10月，岡山大学

農業生物研究所，大会会長:杉山章平. 日本昆虫学会第38回大会，昭和53年10月，倉敷市民会

館，大会会長:安江安宜.日本応用動物見虫学会中国支部・日本見虫学会中国支部平成元年度

合同大会，平成元年10月，大会会長:兼久勝夫
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生物機能解析部門部門 : 代謝関節分野

1 .研究分野の歴史

研究分野発足の経緯と歴史:

当研究分野の現在の研究領域には植物栄養学・土壌肥料学の領域を含んでいる。これをキー

ワードにして80年を振り返ると，大原農業研究所に大正4年(1915)に置かれた農芸化学研究室

に遡ることができる。昭和28年(1953)に岡山大学に移管きれ，農業生物研究所として再発足し

た時に作物生理部門が設置きれたが，最初の十数年の聞は，河川水質，雑草，微細気象等の研

究がなきれ，植物栄養学・土壌肥料学の研究の流れは途絶えてしまった。昭和35年(1960)に微

細気象学部門，昭和41年(1966)に生物水質学部門，昭和45年(1970)に雑草学部門が研究所に

新設きれ，新部門を生み出すインキュベータとしての役割を果たし終えた後，ょうやく作物生

理学の研究者が配属きれるようになり，植物栄養学・土壌肥料学の研究の流れが復活した。昭

和63年(1988)の資源生物科学研究所への改組転換にともない，生物機能解析部門に代謝調節研

究分野が置かれ，旧作物生理学部門の研究の流れを受け継ぎつつ資源植物の機能を主として代

謝調節の観点から解析する研究に重点を移すことになり，従来のキーワードでは捉えきれない

方向へと変化しつつある。

教官 ・職員の変遷:

[大原農業研究所 ・農芸化学研究室]

大杉繁(研究員:1914-1923)は土壌の酸性の由来，その作物成分に及ぼす影響，施肥によ

る影響，土壌の接触作用などについて研究した。小野寺伊勢之助(研究員:1914-20)は植物

に対する酸の作用，紫雲英の稲作に及ぼす影響を研究し，きらには燐酸，酢酸，乳酸の定量法

を研究した。板野新夫(研究員:1924-39)は稲田土壌の改良，板野式堆肥の試験や耕土の水

素イオン濃度に関する研究，紫雲英栽培の土壌肥料学的研究，などを行った。川口 桂三郎(研

究員1941-45)は，畑状態土壌と水田状態土壌とにつき，その連繋あるいは燐酸塩の動静，水田

土壌における硫酸アンモニアの有害作用など，いずれも畑または水田における作物栽培上の基

幹をなす研究を行った。

[農業生物研究所・作物生理部門]

小林純(1946-1975)により河川水質の研究が，笠原安夫 (1929-1977).木下収 (1950

-1954)により雑草に関する研究が行われていた。翌昭和29年(1954)に木下は鳥取大学へ転出

した。昭和30年(1955)笠原は作物遺伝学部門へ配置換えとなり，高須 謙一 (1955-1976)が

着任し，微細気象に関する研究が開始きれた。昭和34年(1959)には森次益三 (1955-1990)

が助手に昇任し，小林とともに河川水質の研究に従事することとなった。昭和35年(1960)に微

細気象学部門が新設され，高須がその教授として昇任し，笠原が再ぴ配置換えによりその後任

助教授となった。また，昭和36年(1961)に西 克久 (1964-)が着任し，笠原とともに雑草に

関する研究に加わることとなった。昭和41年(1966)に生物水質学部門が新設きれ，小林が新部
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門の教授として配置換えになった後，昭和42年(1967)に河崎利夫 (1967-1994)が着任し，

森次とともに植物栄養生理に関する研究を開始した。その後，昭和45年(1970)に雑草学部門が

新設きれるに伴い，笠原がその教授として昇任し，西も雑草学部門へ配置換えとなった。昭和

48年(1973)には，馬場魁 (1973-78)と酒井慎吾 (1973-78)が着任し，大気汚染に関する

研究等を開始した。馬場は昭和53年(1978)に停年退官となり，酒井は周年に埼玉大学へ転出し

た。翌昭和54年(1979)に松本英明(1979-)，昭和55年(1980)には山谷知行 (1980-1987)

が着任し，植物栄養生化学に関する研究を開始した。山谷は昭和62年(1987)に東北大学に転出

した。

[資源生物科学研究所 ・代謝調節研究分野]

教官構成は，旧作物生理学部門の河崎，松本，森次と旧雑草学部門の沖 陽子 (1978-1989)

で発足した。平成元年(1989)に松本は形質発現分野に配置換えとなり，沖は岡山大学自然科学

研究科へ転出した。翌平成2年(1990)に柴坂三根夫 (1990-)が着任し，森次が香川大学に

転出した。また，平成4年(1992)には且原 真木(1992-)が着任し，翌平成 5年(1993)に生

態化学解析研究分野から中島 進 (1968-)が配置換えとなった。また，平成6年(1994)に河

崎が停年退官した。

n .研究領域

上記のように，大原農業研究所時代から今日まで研究所の改組及び教官・職員の移動があっ

たので，研究領域にも変遷が見られる。大原農業研究所 ・農芸化学研究室の時代は，主として

土壌肥料学の領域で研究がなきれた。農業生物研究所・作物生理部門の初期は，教官の異動に

伴い短期間に研究領域が変化したが，昭和42年(1967)以降は植物栄養生理に関する研究が，昭

和48年(1973)からは大気汚染の問題とエチレンの生理に関する研究など，作物自体の生理につ

いての研究が開始された。その後，生化学的視点を取り入れた研究がなきれるようになってい

った。資源生物科学研究所・代謝調節研究分野では，資源生物の生育にかかわる様々な代謝系

の調節機構を明らかにするという目標を掲げ，組織，細胞，膜系における輸送機構とその調節

を主に環境ストレスと関連きせて研究している。

ill.研究活動

[大原農業研究所・農芸化学研究室]

大杉は土壌の酸性の由来，その作物成分に及ぼす影響，施肥による影響，土壌の接触作用な

どについて追求した。また，生物の栄養に及ぼす石灰の影響，腰質化学，または空中窒素の利

用など将来の研究問題に対する解析的な指針をも与えている。小野寺は植物に対する酸の作用

を研究し，次いで，紫雲英の稲作に及ぼす影響を土壌肥料学ならびに分析化学の立場から研究

して紫雲英施用上の有力な一指針たらしめ，きらに燐酸，酢酸，乳酸の定量法を研究した。板

野の稲田土壌の改良についての研究は，土壌中のC-N率，水稲栽培期間中の土壌細菌の変移と

その作用，土壌のプロファイル，生産量と土壌のアンモニア，硝酸化成力ならびに脱窒素力と

の関係を追求したものである。また，板野式堆肥の試験や耕土の水素イオン濃度に関する研究，
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紫雲英栽培の土壌肥料学的研究，あるいは自給肥料，販売肥料の調査研究並びに硫黄，食塩，

沃素，鉄などと土壌肥料との関係など多くの業績がある。 Winogradskyのアゾトパクター試験

法が土壌の肥沃度測定に役立つことを発表した。川口は，畑状態土壌と水田状態土壌とにつき，

その連繋あるいは燐酸塩の動静，水田土壌における硫酸アンモニアの有害作用など，いずれも

畑または水田における作物栽培上の基幹をなす研究を行った。

[農業生物研究所・作物生理部門]

河崎と森次は主として植物の栄養生理，特に無機養分の吸収，移行，集積の過程におけるカ

ルシウムの役割を中心として研究を進めた。植物切断根を用い，各種イオンの吸収に対するカ

ルシウムの影響について検討した結果，カルシウムが植物根の一価陽イオン吸収の選択性に必

須の役割を果たしており，適当な条件では，カルシウムがカリウムやルビジウムの吸収を促進

し，ナトリウムの吸収を抑制することを確認した。さらに，マルチコンパートメント・トラン

スポート・ボックス法により，植物根によるイオンの吸収と吸収きれたイオンの根内での移行

の過程を区別して解析した。その結果，カルシウムによるカリウム吸収の促進効果とナトリウ

ム吸収の抑制効果は，植物根における吸収過程だけでなく，根内での移行の過程においても見

出された。なお，植物根におけるリン酸の吸収，移行もカルシウムによって促進きれることが

明らかとなった。また，彼らは塩類高濃度条件における植物生育に対するカルシウムの効果を

水耕栽培法等により検討した。その結果，オオムギやトウモロコシについてはカルシウムによ

る塩害軽減効果が明らかとなった。インゲンやイネについては，生育に対する塩害軽減効果は

あまり顕著ではなかったが，植物体の分析結果から，カルシウムがカリウム吸収を促進し，ナ

トリウム吸収を抑制することが見出きれ，カルシウムが植物の塩害の発現過程に強〈関与する

ことが確認された。また，塩生植物についても，その耐塩機構にカルシウムが大きな役割を果

たす場合のあることが見出された。きらには，彼らは培養液pHを自動的に調整して植物を水耕

栽培する装置及ぴ，培養液の養分濃度を一定にして水耕栽培を行う装置を開発・製作した。従

来，多くの植物は好硝酸性植物と好アンモニア性植物に分類きれてきた。しかし，自動pH調整

水耕栽培装置により，厳密な pH制御条件下て栽培すると，従前の分類は窒素源に対する各種植

物の生理反応を正しく反映するものではなく，各種植物の耐酸性の差異が大きく関与している

ことが明らかとなった。そのため，好硝酸性と好アンモニア性に耐酸'性を加えて判定し，従来

の分類では，耐酸性が低いために好硝酸性植物ときれているものが多数あること等を明らかに

した。その他，各種作物間あるいは作物と雑草間における養分吸収特性の差異， トウモロコシ

やソルガムに出現する新しいカルシウム欠乏症状の発見とその確定， トウモロコシにおけるカ

ルシウムによる見かけ上のマグネシウム吸収促進現象，各種植物聞における鉄吸収能力の差異，

砂漠植物の栄養生理等についても研究を展開した。

馬場と酒井は主として，大気汚染の問題とエチレンの生理について研究を進めた。亜硫酸ガ

スやオゾンによる大気汚染被害の発生機構を各種環境要因や作物の栄養条件との関連で追求し

た結果，亜硫酸ガスやオゾンによる作物の被害が，気孔開度や葉の組織汁液の酸化還元電位と

密接に関係することが明らかとなった。また，亜硫酸ガス処理によって葉から多量のエチレン

が発生することが認められた。さらには，各種環境要因と作物のエチレン生成について調査し，
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作物の水分ストレスにより，エチレン発生が増大することを明らかにした。また，エチレン生

成阻害蛋白の利用についても検討を行い，この蛋白溶液の処理がブドウの脱粒に顕著な防止効

果を示すこと，ならびに，この蛋白がホルモン型除草剤による薬害を軽減することを明らかに

した。

カルシウム (Ca)は植物にとって必須元素であり，その生理作用が多岐に及ぶことが知られ

ている。そこで松本は Ca欠乏植物を用いて代謝変動を調べた。 Ca欠乏処理により植物体はク

ロロシスや根の軟弱化を始めとする激しい欠乏症状を示した。Ca欠乏により硝酸還元酵素の誘

導が抑制きれた他，体内成分としては地上部で，可溶性糖類の著しい蓄積が認められたが，地

下部では逆に減少し植物体中での転流機構に障害が起こっていることを明らかにした。一方，

欠乏植物ではアルカリフォスファターゼの活性が特異的に誘導生成され，その酵素的性質につ

いて明らかにした。また Ca欠乏植物ではイオンの吸収が抑制きれることを見出しその機構に

ついて調べた。すなわち細胞膜が著しい損傷を受け，リン脂質含量が減少するとともに膜の H+

ポンプやH+-ATPaseの活性が著しく減少することを認めた。きらに Ca欠乏により細胞壁，特

にペクチンの断片化が起こっていることを明らかにした。 Caの核内代謝についても検討し，核

内のクロマチンに結合している ATPaseが，カルモジュリンによって活性化することを明らか

にすると同時に，クロマチンにカルモジュリンが結合していることを明らかにした。一方， Ca 

はクロマチンの構造にも関与しており， Ca欠乏植物のクロマチンは，その物理化学的特性やヌ

クレアーゼによる分解から，不安定な構造になっていることを明らかにした。また，植物の酸

性土壌障害の主因は土壌から溶解する Alによると考えられているので， Alが植物に及ぼす阻

害作用について検討した。 Al処理により植物根のイオン吸収能力が低下すると同時に，根から

H+の放出が抑制きれ，根の原形質膜の機能障害が起こっていることを明らかにした。一方，吸

収きれた Alの一部は細胞核に蓄積するが，そこでクロマチンと結合し，クロマチンの凝集をも

たらす結果，遺伝情報の発現が抑制きれていることを明らかにした。

植物はアンモニア態，硝酸態窒素を用いて生育するが，両者の利用の特質は著しく異なって

いる。硝酸の利用には強い調節作用が働いていることが知られていることから，山谷は硝酸還

元酵素の阻害タンパク質について検討を加えた。またアンモニア態窒素の利用について研究を

行い，光呼吸によって生成きれるアンモニアがミトコンドリアに存在するグルタミン酸脱水素

宅酵素によって同化きれている可能性を示唆した。

[資源生物科学研究所・代謝調節研究分野]

河崎，森次，柴坂はこれまでの研究をさらに進展きせ，塩生植物の耐塩機構の解析を進めた。

数種の塩生植物を用い，水耕栽培法あるいはマルチコンパートメント・トランスポート・ボッ

クス法により，高濃度塩化ナトリウムに対する反応について検討したところ，アツケシソウ切

断根において，カルシウム存在下では，高濃度塩化ナトリウムがカリウムの吸収移行を促進す

るという特異な結果が見出された。この高濃度塩化ナトリウムによるカリウム吸収促進効果は

カルシウム無添加の場合には認められなかった。また，この促進効果は ATP分解酵素の阻害剤

によって影響きれず， ATP合成の阻害剤によって抑制された。他方，中生植物であるオオムギ

については，同様な実験で，カルシウム共存の有無のいずれの場合も，塩化ナトリウム濃度の
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上昇によって，カリウムの吸収・移行は顕著に抑制きれる結果となった。このような差異の機

作を明らかにするため，アツケシソウとオオムギの根の呼吸活性に対する塩化ナトリウム濃度

の影響について調べた。その結果，塩化ナトリウムの濃度上昇によって，オオムギ根の呼吸は

抑制きれるが，アツケシソウ根の呼吸は塩化ナトリウム濃度が200mMまで増加することが認

められた。この傾向は，アツケシソウ根におけるカリウムの吸収・移行に対する高濃度塩化ナ

トリウムによる促進効果とよく一致した。したがって，アツケシソウ根における高濃度塩化ナ

トリウムによるカリウム吸収の促進には，エネルギー獲得系が関与することが推察きれる。

河崎と且原はオオムギ幼植物の根を用いて，その塩ストレスに対する応答について以下のよ

うな新規な現象を観察した。オオムギ幼植物の根は 1日に約2.5cm長する。この成長は，塩ス

トレス環境下では著しく阻害きれる。このとき，根端の細胞分裂が盛んな領域において，細胞

核が塩ストレスによって変形し，ついで崩壊していく様子が蛍光顕微鏡を使って観察された。

500mM NaClによるストレスの場合，変形はストレス開始後12時間，崩壊は24時間に最も多〈

観察された。細胞核 DNAを抽出して分析したところ，細胞核の崩壊に先だって DNAの分解が

起こっていることが明らかになった。この分解は無秩序ではなく，細胞内の酵素によると考え

られる秩序だった分解であった。すなわち， DNAは約180塩基対の整数倍ごとに断片化きれて

いたが，これはアポートーシスとよばれる現象の特徴と一致していた。これらのことから，オ

オムギ根が塩ストレスを受けると，アポートーシスに似た機構により DNAが分解し，ついで細

胞核が崩壊し，これによって細胞の死がおこり，根の成長が停止するものと考えられた。生体

を直接核磁気共鳴装置 (NMR)で測定することにより，非破壊で細胞内のリン酸化合物のスペ

クトルを得ることができる。無機リン酸(Pi)は pHの変化に従い解離の程度が変わるため，ス

ペクトル上でのシグナルの位置が変化するので，逆に Piのシグナル位置から pHが推定でき

る。生きた植物細胞を測定した場合， 2つの Piのシグナルが観察きれるが，これは pH7 -8 

の細胞質にある Pi由来のものと，より酸性の液胞にある Pi由来のものである。オオムギ根端

にこの NMR法を適用して，塩ストレスによる影響を調べたところ，液胞のアルカリ化が観察

きれた。細胞質は液胞に比べてわずかにアルカリイじするか，あるいはあまり変化しなかった。

また，この時外液pHを同時にモニターすると，外液が酸性化することがわかった。他の研究者

によって，オオムギ根が塩ストレスを受けたとき，外液から Na+が細胞内に流入すること，ま

たオオムギ細胞液胞膜上には Na+とH+との交換系が存在することが報告きれている。このこ

とを考慮すると，塩ストレスを受けたオオムギ根細胞では細胞に流入した Na+が液胞に運ば

れ，この時，液胞から H+が出るので液胞がアルカリ化すると考えられる。液胞から細胞質に移

った H+は外液に放出きれるのであろう。

NMRのスペクトルからは， Pi以外のリン化合物についての情報も得られており，塩ストレ

スにより細胞内のグルコース 6リン酸が急速に減少することがわかった。これは塩ストレスに

より糖代謝が大きく影響きれることを示していると考えられる。

中島はかぴ臭物質産生ラン藻類の鉄吸収機構についての研究を進めた。琵琶湖をはじめ多く

の湖沼や水道水源池において，富栄養化に伴って，二次代謝産物であるかぴ臭物質{2 -meth-

ylisobomeol (MIB)及びgeosmin}を産生するラン藻が発生，各地で水道水の異臭味が問題と

なっている。そこでこうしたラン藻の増殖機構を明らかにするため，A nabaena macroゆora，
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Phonnidium tenue. Oscillatona tenuis， Oscillatoria brevisの4種のラン蕩を用いて，天然水

中でラン藻の増殖制限因子になる必須元素の鉄の吸収機構について検討を行っている。培地に

キレート剤 EDTAが存在しない場合(鉄はコロイド状態で存在)， O. tenuis. A. macroゆora，

P. tenueは鉄を吸収できず，増殖阻害を起こした。一方， O. brevisはコロイド鉄，酸化鉄や

リン酸鉄のような難溶性鉄も鉄源として利用できることが判明した。きらに， O. brevisの鉄吸

収能について検討することを目的に， 3価鉄とのキレートの安定度定数が異なるキレート剤

EDTA， DTPA， EDDHA， HBEDの鉄錯体を用いて培養実験を行った。その結果， O. brevis 

は培地に 3価鉄ときわめて安定な錯体を形成するキレート剤 DTPA.EDDHAや HBEDを過

剰に加えるとその増殖速度は低下するが，鉄を吸収して増殖することができた。 O.brevisは微

生物産生の鉄輸送物質である DesferrioxamineBの Fe(III)錯体を鉄源に用いた場合に，過剰

のEDDHAや HBEDを共存させても，その増殖は全く阻害きれず， Fe(III) -DESFはキレート

状態のまま O.brevisの細胞膜を通過して吸収きれていることが示唆きれた。次に藻類の培養

実験に汎用されているクエン酸鉄(III)を鉄源に用いて，ラン藻の培養実験を行った。O.brevis 

は鉄源として効率よく利用できたが， O. tenuisはクエン酸鉄を鉄源として利用できなかった。

こうして O.tenuisは光により 2価に，しかも徐々に還元きれる有機態鉄(III)を必要とする

ことがわかった。 O.brevisは上に述べたように様々な形態の鉄を利用でき，天然水中で溶存態

鉄に比べ多量に存在するコロイド鉄を利用できるため，鉄利用の機能面において幅広い環境変

化に適応しているが， O. tenuisは上記4種のラン藻の中て最も劣っていることが示唆された。

N.学術的，及び社会的評価

大杉の土壌の無機酸性に関する研究成果は本研究所の特別報告第 1号としてその真価を世に

認められたものである。小野寺による紫雲英の稲作に及ぽす影響の研究から紫雲英施用上の有

力な一指針が得られた。板野は稲田土壌の改良に関わる調査・研究は生産性向上に幅広く具体

的に寄与した。川口の畑状態土壌と水田状態土壌に関する土壌肥料学的研究は肥料の動態に関

する重要な情報を提供した。

河崎と森次は，特に無機養分の吸収におけるカルシウムの役割を中心として研究を進め，マ

ルチコンパートメント・トランスポート・ボックス法を積極的に利用することによって，吸収

と移行を区別して解析する新しい展開方向を示した。さらに，自動pH調整水耕栽培装置を開

発，利用することにより，植物栄養学の常識に挑戦し，従来の分類では，耐酸性が低いために

好硝酸性植物ときれているものが多数あること等を明らかにした。馬場と酒井は当時の日本に

おける最も重大な公害の一つであった大気汚染の問題を取り上げ，亜硫酸ガスやオゾンによる

大気汚染被害の発生機構を各種環境要因や作物の栄養条件との関連で追求した。また，研究成

果の応用も検討し，エチレン生成限害蛋白溶液の処理がブドウの脱粒に顕著な防止効果を示す

ことを明らかにし，ホルモン型除草剤による薬害軽減に寄与した。 Alが植物に及ぽす阻害作用

についての松本の研究は形質発現分野へ配置換え後も更に発展し， 1994年に日本土壌肥料学会

の学会賞を受賞した。
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生物機能解析部門 : 機能物質解析分野

1 .研究分野の歴史

〈研究分野発足の経緯と歴史〉

当分野は，大原農業研究所設立(大正3年)の翌年に農芸化学部として発足した。大原農業

研究所の岡山大学農業生物研究所への移管に伴い当分野は生物化学部門となる。きらに資源生

物科学研究所への改組により機能物質解析分野となる。

〈教官・職員の変遷〉

大杉 繁(1914-1923)，山本 亮(1916-1918)，宗定哲二(1920-1921)， 

板野新夫(1924-1939)，川口桂三郎(1940-1945)， 員 原 弘 道(1951-1952)， 

武田 晃(1947-1960)，岡本賢一(1943-1961)，友成信子(1963-1965)， 

森田明子(1966-1971)，畑中千歳(1961-1973)，小津潤二郎(1944-1980)， 

鈴木 網(1948-1988)

n .研究領域

資源生物の生体内化学反応をつかきどっている酵素，低分子機能物質を含む生理活性物質，

及び主要な生体高分子物質の構造と機能について，組織，細胞及び分子レベルで，生化学的，

有機化学的解析を行い，新しい機能発現のための必須因子の解明とその利用を目指している。

ill.研究活動

小i畢教授と岡本助手は，岡山大学への移管前からポリガラクチュロナーゼ全般について研究

していた。特に糖化型ポリガラクチュロナーゼについて詳しい研究を行い，この酵素の作用形

式を明らかにした。また，この酵素が示す低い分解限度から，ペクチン酸分子中に異常結合が

存在することを予測した。小津は，これらの研究を取り極めた“ペクチン発酵特にポリガラク

チュロナーゼの特異性に関する研究"の論文により，昭和30年5月京都大学から農学博士の学

位を得た。昭和36年に岡本助手は岡山県立短期大学食物科(その後教授)に転出し，代わって

畑中助手が本学農学部から着任した。

小津教授と畑中助手は，黒麹菌が不飽和ペクチン酸の非還元性末端の4，5-不飽和ガラクチュ

ロニド結合を加水分解する酵素を生産することを見いだした。また，ペクチン酸の各種酵素に

よる分解生成物を詳細に調べ，ペクチン酸の化学構造の schemeを作成した。きらに，植物病原

菌である Erwiniaaroideaeの糖化型ペクチン酸トランスエリミナーゼの作用形式を調べ，他の

エキソポリサッカラーゼと異なり，多糖類の還元性末端から作用する特異な酵素であることを

明らかにし(岡本・畑中・小沢)。また，Erwinia aroideaeによるペクチン酸代謝について研究

し，この細菌が，アンモニウム塩を含むペクチン酸培地に 5-ホルミルー2ーピロールカルボン酸

を蓄積することを見いだした。畑中は，これらの研究を取り纏めた“酵素によるペクチン酸の

分解"の論文により，昭和45年5月京都大学から農学博士の学位を得た。昭和48年に畑中は広
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島大学水畜産学部食品工業化学科助教授(その後教授，学部長)に転出し，昭和51年今野教務

員(昭和54年助手)が着任した。

武田助教授は，初め小津らのペクチン分解酵素によるペクチン分解生成物に関する研究に協

力したが，昭和29年から植物生長素性物質の合成研究に着手した。当時，未開拓分野であった

一連のN-フェニルグリシン誘導体，およびその化学構造と生理活性との関連について広範な検

討を行った。武田は，これらの研究を取り糎めた“植物生長素性物質の合成に関する研究"の

論文により，昭和31年12月京都大学から工学博士の学位を得た。武田は，昭和32年10月からロ

ックフエラー財団奨学金により米国ボイス・トムソン植物研究所に留学，昭和34年 5月帰国し

た。武田は，昭和35年 4月本学に工学部が新設きれるとともに，工学部工業化学科教授に転出

した。昭和35年10月鈴木助手(昭和37年講師，同41年助教授)が着任した。

鈴木助教授は，内田教務員の協力を得て，多糖，少糖，配糖体などの合成に関与する糖転移

酵素の研究に着手し，まず，多糖生成乳酸菌がショ糖とリボフラビン(ビタミン B 2 • 以下 B 2 と

略す)から多糖とともに多量のB2グ、ルコシドを生成し，きらに B2グルコシドへのショ糖の連続

的糖転移反応により B2少糖，B2多糖を生成することを見いだした。ついで、，菌体抽出液による

B2少糖及びB2多糖の非還元末端からの分解，及ぴ多糖合成酵素の精製標品による B2無添加で

の多糖合成と，B2を糖受容体とする B2ク'ルコシドの生成を指摘した。また，B2グリコシド(配

糖体)の生成活性を広〈植物，微生物，市販グリコシダーゼ粗酵素標品などに認め，数多くの

新規B2-α(β)一配糖体を単離，結晶化した。ついで， B2配糖体生成酵素を純化あるいは結晶化

し，B2配糖体の生成は当時の通説であったB2を助酵素とする特異な糖転移酵素によるのでは

なく，既知のグリコシダーゼの糖転移作用によることを初めて明らかにした。きらに，各種生

物起源のグリコシダーゼがB2ばかりでなく，ビタミンC，各種ヌクレオチド，エスクリン，ル

チン，糖アルコールなどの生理活'性物質への糖転移活'性をもつことを見いだし，各種の新規配

糖体を単離，結晶化し，グリコシダーゼが従来考えられていたよりも広範な受容体特異性を持

つことを明らかにした(鈴木 ・内田・三宅(受託研究生))。鈴木はこれらの研究により昭和46

年日本農芸化学会農芸化学奨励賞を受賞した。また，植物病原菌 Enviniaには amylovora群と

carotovora群があるが，前者が2ーケトーグルコン酸をはじめ 2-ケトーガラクトン酸，アラボン

酸，キシロン酸発酵を行うのに対し，後者にはこれらの酸化的性質がなく，糖代謝の様式にお

いて両群に差異があることを指摘した(鈴木・内田)。昭和45年山崎助手が着任した。

鈴木助教授と山崎助手は，澱粉分解酵素である酸性 αーグルコシダーゼとグ、ルコアミラーゼ

について研究を行った。山崎は，昭和50年 4月から 6月までと昭和51年 1月から 3月までの 6

箇月間大阪大学蛋白質研究所で共同研究員として酵素の研究を行った。また，大型の培養装置

により数種の大量の糸状菌を得た。復帰後，それらの糸状菌から αーク'ルコシダーゼとグルコア

ミラーゼを単離精製し，上記の研究を進展させた。坪井(受託研究生)によるそれ以外の糸状

菌からの上記酵素の精製もあり，糸状菌から多くの上記酵素を得た。さらに，植物起源の αーグ

ルコシダーゼも数種単離精製した。これら酵素を詳細に研究することにより， αークールコシダー

ゼは 4型に分類きれ，従来糸状菌の酵素として考えられていたのはその 4型の中の 1つであり，

小数であることを明らかにした。きらに， αーグルコシダーゼとグルコアミラーゼの酵素反応生

成物(グルコース)のアノマー型に明確な差があり，前者は αーク・ルコースを生成し，後者はβー
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グルコースを例外なく生成することを明らかにした。また， αーク'ルコシダーゼは転移活性を有

するが，グルコアミラーゼには同活性は認められないことも指摘した。山崎は，これらの研究

を取り纏めた“STUDIES ON α-GLUCOSIDASE AND GLUCO-AMYLASE FROM 

MOLDS"の論文により，昭和54年5月京都大学から農学博士の学位を得た。山崎は，昭和55年

3月から昭和56年10月まで“植物細胞膜およひ糖蛋白質の生合成に関する研究"のため米国テ

キサス大学サンアントニオ衛生科学センタ一生化学部門に出張した。

小津は，昭和55年 3月に退官し，鈴木が教授に，山崎が助教授になった。

鈴木教授は，鈴木教務員(昭和63年 3月退官)と共同して，生理活性物質の酵素的，生物的

配糖化の研究を進め，コムギふすま βーグルコシダーぜによるピリドキシン(ビタミンB6、以下

B6と略す)のB6-4 '-βーグルコシド及びB6-5 '-β司グルコシドへの配糖化， B6を散布した各種

植物の発芽種子，イネ及びダイズのカルス並びに培養細胞中における両B6-βーグルコシドの生

成蓄積，酵母，糸状菌による B6のβーガラクトシル化及びβ一フルクトシル化，ビタミン B2を散

布したオオムギの発芽種子中にB2グリコシドの生成蓄積などを見いだし，単離，結晶化した。

この他にもアスコルビン酸，ルチン，へスペリジン，ナリンギン，ナリンギンジヒドロカルコ

ン，ベラトリルアルコール，カスガマイシン，インドールアルコールのグルコシル化，芳香族

アルコール，モノテルペンアルコール，オタネ人参サポニンのグリコシル化(鈴木・金永舎・

崖康注・金昌睦・高成龍(外国人客員研究員)) ，チアミン，アラピノシルシトシンのガラクト

シル化，アラニングルコースエステル化(神田(研究生)・鈴木)を行い，広範囲にわたる生理

活性物質の配糖体を単離，結晶化した。これらの成果は配糖化による有用物質の機能改質に応

用きれた(社団法人発明協会平成 3年度中園地方発明表彰(岡山県知事賞)を受<)。また，生

理活性物質の配糖化(水溶化)とは逆に，生体細胞への親和性が優れた燐脂質化(脂溶化)を

目指し，ビタミン (Bh Blジスルフィド類， B2' B6'パントテン酸)，麹酸，アルプチン，

ゲニピン，水溶性色素，フェノール類などの新規誘導体であるホスファチジル化合物を酵素合

成し，それらの特性を明らかにした(高見(研究生)・鈴木)。また，酸性 αーグルコシダーゼの

研究も引き続き行い，プタ十二指腸，ネギ，サトウダイコン発芽種子などから基質特異性が異

なる多型の本酵素をそれぞれ純化し，サトウダイコン発芽種子の腔乳では本酵素が澱粉代謝に

関与していることを指摘した。また，鈴木は，平成 2年以降，国際協力事業団によるケニヤ共

和国ジョモ・ケニヤッタ農工大学(JKUCAT)技術協力プロジェクトの国内委員会委員を務

め，現地へ数回出張して研究技術協力を進めた。その間，同プロジェクトによる ]KUCAT教官

2名 (T.W. Wandati， P .M. Kutima) を受け入れ， 3 -6箇月間の研修を行った。平成元

年杉本助手が着任した。

杉本助手は，糸状菌の αーグルコシダーゼの触媒機能について速度パラメーターやサプサイ

ト親和力により解析し，Mucor javanicusの本酵素のサプサイト構造を推定した。きらに同酵

素の cDNAをクローニングし，塩基配列を決め，アミノ酸配列を推定した。その結果，本酵素

には 7個のサプサイトが存在し，マルトオリゴ糖や可溶性澱粉を結合すること，一次構造は報

告きれている αーア ミラーゼファミリーの保存領域と相同性が低いが，二次構造がα/βバレル

構造を示し，それらとの類似性が高いことを明らかにした。杉本は，平成 2年11月から平成4

年4月まで“含セレンタンパク質へのセレンの取り込み機構に関する研究"のため米国ミズリ
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一・コロンピア大学生化学部門に出張した。

山崎助教授は，植物糖蛋白質糖鎖の機能に関する研究に着手している。山崎は，ダイズ及び

イネの培養細胞から存在部位を異にする多型の αーグルコシダーゼを純化し，それらの差異を

明らかにした。それらの酵素は， ConAに結合することから糖蛋白質である。また，甜菜種子

には触媒機能と糖鎖を異にする 2種の糖蛋白質 αーグルコシダーゼが存在する。そのため甜菜

に含まれる本酵素について培養細胞を使用してきらに研究を進めた。甜菜培養細胞は，生育に

{半って発現時期を異にする 4種の αーク事ルコシダーゼを生産した。それらの消長は，細胞中の澱

粉含量と密接に関連していた。そのため本酵素は，甜菜細胞中で澱粉代謝に関わっていると考

えられる。これら 4種の酵素はいずれも糖蛋白質であるため，糖鎖の生合成阻害剤ツニカマイ

シン存在下で甜菜細胞を培養し，生合成された α『グルコシダーゼの糖鎖と存在部位について

検討した。その結果，それらの存在部位に糖鎖が関与していることを示唆した。また，イネ及

び甜菜培養細胞の細胞壁には，通常の塩処理では遊離しない αーグルコシダーゼが存在するこ

と，同じ部位に本酵素で分解される非澱粉性多糖が存在することを明らかにした。これは， αー

グルコシダーゼの新規の機能を示唆している。本酵素を単離精製し，その諸性質に検討を加え

た。

今野助手は，ニンジン及ぴゼニゴケ培養細胞の一次細胞壁中のペクチン質の構造とその分解

酵素の性状について検討した。両細胞壁からペクチン質を抽出後，種々のカラムクロマトグラ

フィーにより数種のポリマーを分画，精製し，ついで，これらポリマーのグルカナーゼ，ポリ

ガラクチュロナーゼ及びペクチン酸リアーゼなどによる分解生成物の分析結果から上記培養細

胞のペクチン質の部分構造を推察した。また，上記培養細胞よりエキソ型ポリガラクチュロナ

ーゼを純化し，酵素学的性質と蛋白質化学的性質を明らかにするとともに，これら酵素の生体

内でのペクチン質の分解関与について示唆した。今野は，これらの研究を取り纏めた“ペクチ

ン質分解酵素の精製と植物細胞壁ペクチン質に対する作用"の論文により，昭和59年12月大阪

大学から理学博士の学位を得た。その後引き続き，ニンジン培養細胞及ぴイネ幼苗から βーガラ

クトシダーゼ， α一L-アラピノフラノシダーゼを純化し，これら酵素がベクチン質中の中性糖ポ

リマーや細胞壁標品に作用することを明らかにした。さらにニンジン培養細胞のポリガラクチ

ュロナーゼ， α-L-アラビノフラノシダーゼの生体内発現機構を解明するための研究を進めて

いる。

N.学術的，及び社会的評価

小j畢・岡本・畑中によるペクチン質分解酵素の研究において，小津はポリガラクチュロナー

ゼにペクチン酸の鎖の中間部を分解すると考えられる I型と分子の非還元性末端から d-ガラ

クチュロン酸を遊離しながら分解する II型が存在することを示唆し，ポリガラクチュロナーゼ

に2型が存在することを最初に推定した。また，岡本はペクチン酸を還元性末端から分解し4，5-

不飽和ジガラクチュロン酸を生産する新規の糖化型ペクチン酸トランスエリミナーゼを Mac-

millan & Vaughnと同時に見つけた。きらに，畑中はペクチン酸を非還元末端から分解しジガ

ラクチュロン酸を生産する新規のエキソポリガラクチュロナーゼを単離した。これらの成果は

ペクチン酸の分解に関する酵素研究に多大に貢献した。
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鈴木らによる生理活性物質の酵素的・生物的配糖化の研究は，生理活性物質特にビタミン及

び核酸関連物質の燐酸誘導体に対比する糖誘導体(配糖体)が知られていなかった1960年頃か

ら，まずビタミン B2配糖体の生成活性を微生物及び植物に広〈認め，各種のビタミン

B2-α(β)一配糖体を単離、結晶化し，ついでその生成酵素を純化，結晶化して，ビタミンB2配

糖体の生成が従来考えられていたような特異な酵素によるのではなく，既知のグリコシダーゼ

の糖転移作用によることをはじめて明らかにして以来，各種グリコシダーゼ及ぴ糖転移酵素が

ビタミン B2ばかりでなく，ビタミン B，、 B&、C，P，各種ヌクレオシド，フラボノイド，

糖，糖アルコール，アミノ酸(精エステル化)，芳香族アルコール，サポニン，農薬，植物ホル

モンなどへ糖転移することを見いだし，多種の新規配糖体を単離，結晶化し，グリコシダーゼ

及ひ糖転移酵素が従来知られていたよりも，より広範な受容体特異性をもっていることを明ら

かにしてきた。これら配糖体は水に対する溶解度，光，熱，空気酸化，分解酵素に対する安定

性，苦味・臭いの除去，味質改善，粉末化などの点で，アグリコンより優れていた。また，水

溶化(配糖化)とは逆に，水溶性ビタミン (B，、 B2、B6、パントテン酸)，水溶性色素，フェ

ノール類などを脂溶化(燐脂質化)し，有機溶媒に可溶な生体細胞親和性の高い新規燐脂質誘

導体を創製した。以上のように，微生物及び植物源酵素，発芽種子，培養細胞などを用いて，

生理活性物質の酵素的配糖化，糖エステノレ化，燐脂質化を行う新機能付加誘導体の創製研究を，

科学研究費をはじめ，諸財団・企業からの助成金や企業からの研究生の協力を得て進展きせて

きた。鈴木らによる生理活性物質の酵素的配糖化に関する一連の先駆的研究がベースになって，

各種グリコシダーゼや糖転移酵素の糖転移反応を利用した糖転移天然甘味配糖体(グルコシル

ステピオール配糖体)，糖転移オリゴ糖(フルクトオリゴ糖，イソマルトオリゴ糖，ガラクトオ

リゴ糖，乳果オリゴ糖)などの研究，開発へと進展し，糖転移生成物(配糖体)が低カロリー，

ノンカロリー，抗う蝕性，ピフィズス因子性などの優れた機能性糖質として世に出きれた。

山崎は植物培養細胞を使用し，その生育段階での澱粉と αーグルコシダーゼの消長について

詳しく検討し，同酵素が澱粉の代謝に関わっていることを示唆した。また，同酵素が植物培養

細胞で新規の生理機能を有していることも示唆した。きらに，同酵素が糖蛋白質であり，その

存在部位に糖鎖が関わっていることを示唆した。これらの成果は同酵素の生理機能を解明する

上におおいに貢献している。

植物は幼植物から成長，分化を繰り返して多細胞植物になるが，この形態形成過程において，

細胞壁の分解・生合成(代謝)は常に繰り返きれている。この細胞壁代謝に関して，これまで

色々な方面から研究きれているが，まだ未解決な問題が多い。今野の研究では，各種細胞壁分

解酵素と細胞壁多糖成分の両者を純化し検討してきたので，詳細でかつ正確な情報を得ること

ができた。こまで発表した論文は各方面の学術論文に多数引用きれている。また，果実の軟化

(器官の老化)機構，自然環境における侵略微生物による植物細胞壁分解過程などの研究方面

でも，細胞壁の分解機構についての研究は盛んである。本研究では，これらの研究にも多大な

情報を提供している。

αーグルコシダーゼはその起源により異なった受容体特異性を示すと共に，異なったグルコシ

ル基転移結合を合成する点でユニークである。杉本の研究において，本酵素の構造を明らかに

した結果は，糖転移作用と触媒構造の関連を解明や遺伝子工学的手法により特定きれた基質特
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異性を示す人工糖代謝酵素の作製を可能とするものである。更に，人工酵素の持つ特定反応を

利用することで抗う蝕性糖質など有用糖化合物の合成を効率よく行うことが可能となり，食品

分野に広〈利用，貢献できるものと期待できる。
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生物環境反応部門 : 病態解析分野

1 .研究分野の歴史

〈研究分野発足の経緯と歴史〉

病態解析分野の80年の変遷を見ると，大正3年 7月に創設きれた財団法人大原奨農会農業研

究所の病理害虫部・病害担当として発足し，大正10年植物病理部に独立，昭和 4年名称、を改め

た財団法人大原農業研究所の植物病理部となった。同研究所が岡山大学への移管に当たり，昭

和26年農学部付属大原農業研究所の植物病理学部門となり，昭和28年大学附置の農業生物研究

所になってからも植物病理学部門として研究活動が続けられた。昭和63年改組して資源生物科

学研究所となってからは生物環境反応部門・病態解析分野として構成きれ，現在に至る。

〈教官・職員の変遷〉

財団法人大原農業研究所時代(1914-52): 

大正3年財団法人大原奨農会農業研究所の創設に当たり，大原孫三郎氏から懇願きれた酉門

義一(盛岡高等農林学校卒業後，同校講師)が病害担当として就任し，病理部長となった。西

門は昭和17年 7-12月，中華民国華北産業科学研究所並ぴに日本綿花栽培協会の委嘱により華

北，華中に出張した。西門は昭和21年副所長，同23年に研究所長となり，その後大原理事長の

命を受け，財団法人大原農業研究所の昭和26-27年岡山大学への全面移管に努力きれ，当時財政

厳しい時代の新体制での管理運営に尽力きれた。

構成員

研究員:西門義一(1914-51)，笠井幹夫(1919-26)，升本修ニ(1943-45)，

中山 隆 夫(1940-46)，日浦運治(1947-51)。

助 手:ニ宅忠一(1917-27)，斉藤保一郎(1921-23)，松本弘義(1926-35)， 

菅原 一(1927-29)，山内己酉(1932-35)，平田幸治(1935-37)， 

樋口達雄(1935-38)，宮脇雪夫(1938← 46)，日浦運治(1943-47)， 

大島俊一(1943-47)，石井 博(1946-48，1949-50)，森田日出男(1948-51)， 

渡辺鶴子(1947-51)，部田英雄(1950-51)，渡辺清志(1950-52)， 

井上成信(1951-52)

研究生:木村劫二(1936-40)，ニ橋 建(1941-44)。

岡山大学農学部附属大原農業研究所~農業生物研究所時代(1951-88): 

岡山大学へ移管きれて農学部附属大原農業研究所となった当時，病理部のスタッフは財団法

人時代の部門長であり所長であった西門義一博士が教授，研究員であった日浦運治が助教授，

助手であった森田日出男が助手(昭和26年11月退職)に就任した。部門の研究体制は教授と助

教授とが独立した 2研究室制で，西門教授と森田助手が第一研究室， 日浦助教授が第二研究室

の構成員となった。吉富，部田，井上(成)は昭和27年岡山大学への移管時に就任した。西門は

停年退官した昭和33年10月まで，農学部附属大原農業研究所長(1951-53)，引き続き附置農業
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生物研究所の初代所長 (1953-58) を務めた。

第一研究室

教 授:西門義一(1951-58)，井上成信(1985-88)

助教授:井上忠男(1959-73，大阪府立大学農学部へ転任，現大阪府立大学名誉教授)， 

井上成信(1974-85)

助 手:森田日出男(1951)，井上忠男(1952-59)，井上成信(1953-74)，

前田字憲(1977-1988)

教務員:井上成信(1952-53)， 

吉富 清志(1955-59，森産業株食用菌草研究所へ転任，西門菌類研究所勤務)

副 手:岡本康博(1954-58，岡山県立農業試験場へ転任)

技官・技術員:吉富清志(旧渡辺， 1952-55)，光畑興二(1962-88)， 

竹久良子(旧高原1962-66)， 

第二研究室

教 授:日浦運治(1961-85，現岡山大学名誉教授)

助教授:日浦運治(1951-61)

助 手:部田英雄(1953-1988)，麻谷正義(1969-88)

教務員:部田英雄(1952-54)，麻谷正義(1963-69)

技 官:宇野英雄(1962-88)，坂本喜美枝(現那須， 1971-73，学内転出)

資源生物科学研究所時代(1988-1995): 

教 授:井上成信(-1995) 

助 教授:前田 字 憲(1992-現在)

助 手 :部田英雄(-1991，以後大麦系統保存施設へ配置換)，麻谷正義(-現在)， 

前田字憲(-1992)，近藤秀樹(1993-現在)

技 官:光畑興二(-現在)

日浦は昭和35年10月ロ ックフエラー財団の奨学金により，米国ミネソタ大学に留学し，昭和

36年10月に帰国した。

井上(成)は昭和53年 4月からオランダ国の招聴研究員としてオランダ国立植物保護学研究所

へ留学し，周年10月帰国した。また同氏は昭和57年3-5月台湾政府の招聴により，台湾のラ

ン科植物におけるウイルス病発生の実態調査と研究を行うため，台湾植物保護学研究センター

へ客員研究員として出張した。さらに昭和59年 4-7月カナダ国アノレバータ大学植物ウイルス

病学教室の客員教授として出張した。

前田は平成3年6月から平成4年4月まで，文部省在外研究員としてオーストラリア，アデ

レード大学に留学した。
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n .研究領域

本分野の研究領域は作物，野菜，花井園芸植物などに発生する病原体を検索して分類・同定

し，また病原学的研究を行い，きらに診断法を確立するなど，防除を最終目的とした基礎的・

応用的研究を行っている。きらに病原体と宿主の相互作用，即ち病原体に対する宿主の遺伝子

解析及ぴ病原体の感染性遺伝子の解析を行い，抵抗性導入宿主の作出などによる病害防除に貢

献すべ<，基礎的研究を行っている。以下に本分野の80年に亘って行ってきた研究の主な課題

を示す。

財団法人大原農業研究所時代(1914-51): 

1 )イネ，ムギに発生する主要病害の病徴，病原菌の分類，生理生態，及び防除法の研究.

2 )シイタケ，ヒラタケなど食用菌類についての生態と人工栽培技術の改良発展.

3) トマト青枯病に対する桔抗微生物利用による作物病害防除の研究.

岡山大学農学部附属大原農業研究所~農業生物研究所時代(1951-88): 

第一研究室

1 )初期にはムギ類赤カピ病の第一次伝染及び第二次伝染機構の研究.

2 )桔抗現象利用による病害防除技術の開発研究.

3)作物，特にムギ類，ウリ類，マメ類，花井園芸植物に発生する未確認病原、ウイルスの検

索・同定並びに病原学的研究，きらに診断法や防除法の確立.

4 )植物ウイルスの血清学的研究一抗血清を用いたウイルスの分類や診断法の開発，モノク

ローナル抗体を用いたウイルス診断技術の開発.

第二研究室

1 )オオムギうどんこ病に対するオオムギ品種の抵抗性に関する遺伝学的研究.

2 )イネ科植物うどんこ病の病理遺伝学的研究.

3)イネ科植物うどんこ病菌の有性生殖並びに病原性に関する研究.

4) Xanthomonas属菌の形質転換系の研究.

資源生物科学研究所(1988-現在): 

1 )花井園芸植物，特にラン科植物並びに球根類花井植物に発生する未確認病原ウイルスの

検索・同定並びに病原学的研究，きらに診断法や防除法の確立.

2 )花井植物の病徴発現に関与するウイルス遺伝子の解析.

3)シロイヌナズナ (Arabidopsis)とウイルスとの相互作用ー特にウイルスに対するシロイ

ヌナズナの抵抗性遺伝子の検索と宿主に対するウイルスの病原性遺伝子の解析，きらに

抵抗性遺伝子の導入による抵抗性形質転換作物の作出.

4) Xanthomonas属菌の形質転換系の研究.
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sI.研究活動

財団法人大原農業研究所時代(1914-51): 

前期 (1914-28)には，西門は三宅，松本，菅原らの協力のもとに，イネいもち病防除に関す

る研究及びイネごま葉枯病に関する研究を行った。イネごま葉枯れ病については，各地産の菌

を比較し日米両国産には形態的に顕著な差のあることを発見しきらに種籾の温湯消毒法を

検討した。この時期の最も注目すべき研究成果は西門の行った“禾本科植物のへルミントスポ

リウム病に関する研究"である。各種の禾本科植物のへルミントスポリウム病の病徴，病原菌

の分類，分布，生理，並びに種子消毒法について研究し本病防除法の基礎を確立した。この

研究により，西門は東京大学より農学博士の学位が授与きれた。また西門は学位(1928) を得

たことにより，大原奨農会からの援助で昭和 4年 8月から 2年間ドイ、ソ，ベルリン大学と同国

立農林生物研究所に留学きれた。

笠井は植物の病害抵抗性，視外生物による植物の疾病，キュウリ，イグサ，パレイショ，コ

ンニャク薯の病害について研究を行った。

中期 (1929-40)には，西門は松本，山内，平田，樋口，宮脇らの協力を得て，イネ馬鹿苗

病，イネ条斑病，イネ小粒菌核病，コムギ条斑病，ムギ類赤かぴ病及ぴ食用菌類の研究を行っ

た。コムギ条斑病は病原菌が新種であり，さらに土壌伝染性であることを明らかにして，防除

対策を確立し，斯界に大きな貢献をした。西門はまた山内，木村，宮脇らの協力のもとに食用

菌類の研究を行ったが，シイタケ菌が4極性であることを初めて明らかにし，同菌の系統間交

雑によってシイタケの品種改良，きらに後期に至ってシイタケ，ヒラタケの人工栽培技術の改

良発展に関する応用研究を行い，実用上大きく貢献した。

後期 (1941-51)には，西門は中山と協同で引継ぎイネごま葉枯病の研究を発展きせ，本病の

第一次発生防止には種籾の冷水温湯処理が最も効果的なことを明らかにした。その他イネの小

粒菌核病，イネ条斑病の研究を行った。また西門はとくにムギ類赤かぴ病防除に関する研究に

力を注ぎ，中山，宮脇，石井，日浦，渡辺らの協力を得て，伝染経路，侵入方法，侵入時期と

品種との関係，抵抗性品種などを明らかにした。きらに西門は日浦とともにオオムギのうどん

こ病の抵抗性品種の研究を始めたが，この研究はその後日浦によって発展させた(後述)。きら

に西門は大島，石井，森田とともにトマトの青枯病等に対して桔抗作用を有する 4種の放線菌

を発見し，わが国でいち早〈桔抗微生物利用による作物病害防除の可能性を示したことは注目

に値した。

農業生物研究所時代(1951-88): 

第一研究室

西門教授は初代所長を停年まで務めた。また西門は井上(忠)，井上(成)，吉富らの協力によ

り，農水省の委託試験研究の経費を得て，財団の研究所時代の継続課題“コムギ赤かぴ病の防

除に関する研究"を行い，その長年の研究成果を集大成して，昭和33年農林省農業改良技術試

料97号に発表した。

吉富は主となってレンコンの病害，腐敗病と炭痘病に関する研究を行い，その発生生態と防
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除法を明らかにし，また Trichoderma属菌の利用による病害防除に関する研究に取り組み，こ

の菌が白絹病の防除に有効であることを示した。これは現在で言う生物防除法である。

井上(忠)は着任した当初コムギ赤かぴ病の第二次伝染機構と Sexulityの研究に取り組み，こ

れらを詳細に明らかにした。また桔抗現象利用による病害防除技術の開発研究を岡本の協力を

得て行い，白絹病菌など土壌伝染性植物病原菌に対し有効な数種の桔抗放線菌を単離し，その

うち Streptomycesalbusが生産する抗菌性物質は新物質として lmochicidinと命名した。当

時抗植物病原菌物質の研究はまだ少なかった。氏は助教授になった昭和31年頃からは，研究の

対象を植物ウイルス病におき，井上(成)の協力を得て新病害ウイルスの検索・同定・分類並び

に病原学的研究を行った。昭和の初期頃より北海道での栽培ビール麦に原因不明の提灯穂と呼

ばれた半不稔現象が大発生して大きな被害をもたらしていたが，昭和31年当時それは生理的不

稔あるいは母性遺伝とも思われた原因不明の症状であった。氏はこれらの不稔現象が病気によ

るものではないかと考えてその病原学的研究を行い，種子伝染性ウイルス病であることを初め

て証明したことは特記すべき研究であった。その病原はわ国では未確認の barley stripe 

mosaic virus (和名をムギ斑葉モザイクウイルスと命名)であることを初めて明らかにし，そ

の病原ウイルスの諸性質や発生生態を解明，きらに抵抗性品種選抜などによる防除法を確立し

た。この研究以後，本病は日本から駈遂きれた。この病原菌の生理生態と診断法などはば広〈

研究した“麦斑葉モザイク病に関するの研究"により，井上(忠)は東京大学より農学博士の学

位が授与された。次に上げられる特記すべき研究は，昭和41年春西日本各地のキュウリに突発

的に大発生し，葉にモザイクと果実に斑紋と奇形を生じて，大きな被害をもたらしたウイルス

病について病原学的研究を井上(成)や光畑らの協力を得て，緊急研究し， 日本では未確認であ

った cucumbergreen mott1e mosaic virus (キュウリ緑斑モザイクウイルスと命名)であるこ

とを発見・同定し，抗血清を作製して診断法や防除法を確立したことである。本病はこの研究

以後発生が制圧きれ，防除に大きく貢献した。その後，マメ科植物に発生するウイルス病の実

態と同定並びに病原学的研究を詳細に研究し，新ウイルスや日本では未確認であった数々のウ

イルスを次々と発見して同定し，その諸性質や発生生態を明らかにするとともに，電子顕微鏡

によるウイルス粒子の形態観察と生物検定とを併用した診断法とそれらの分類体系を確立した。

これまでに氏は peaseed-bom mosaic virus， camation necrotic fleck virus， wheat yellow 

leaf virusなどの新種のウイルスを 9種類， 日本で未確認であった 9種類の新病害ウイルスを

発見・同定した。

井上(成)は西門教授在職時代からのコムギ赤かぴ病の第一次発生に関する研究を行い，その

伝染源には子のう胞子が主因であること，またその伝播様式を自動連続胞子採集器を考案して

詳細に調べ，降雨と子のう胞子の飛散並びに感染との密接な関係を明らかにし，さらに薬剤散

布による防除適期を示した。それらの研究をまとめた“コムギ赤かぴ病の第一次発生の伝染機

構並ぴに環境条件に関する研究"の論文に対して東北大学より農学博士の学位が授与された。

その後の研究を井上(忠)助教授と共に植物のウイルス病の研究を始めた。氏の特記すべき研究

は，ラン科植物に発生するウイルス病の研究で，ウイルスの検索・同定・分類並びに病原学的

研究，きらにウイルスの血清学的研究や電子顕微鏡学的研究を行い，新種や日本で未確認の数々

のウイルスを発見・同定したことである。この研究は，ランの栽培が盛んになるにつれ，ウイ

-41-



ルス病の発生もまた増加して，被害がだんだん大きくなってきたことにより，栽培者の要請に

応えて昭和35年頃から研究に取り組んできた。その研究により dendrobiummosaic virus， 

habenaria mosaicvirus， colmanara mosaic virusなどの新種を発見して命名しきらにわが

国では未確認であった新病害の cymbidiummosaic virus， odontoglossum ringspotvirusや

clover yellow vein virusなどラン科植物から現在までに11種のウイルスを検出して同定し，

それらの諸性状や伝搬方法を明らかにするとともに，ウイルス病の発生生態の全貌をほぼ明ら

かにした。またウイルス粒子の形態，生物検定及び血清反応を用いた診断法と伝搬様式から見

た防除法を確立し，防除に大きく貢献した。また昭和50年頃からそれに加えて球根類花井植物

並びに切り花植物に発生するウイルス病の研究へと拡大した。昭和48-55年頃日本各地におい

て広〈テッポウユリに葉の黄緑化，萎縮，奇形，着花不良等の病害が大発生して大被害をもた

らしたが，病原体がなかなか発見きれず奇病と言われて大問題になっていた。そこで前田や光

畑の協力を得てこの病原体の探索を行い，カンキツで知られていた citrustatter leaf virusと

同定し，ウイルスの諸性質と伝搬方法を明らかにして防除法を示したことにより，本病の発生

が著しく減少し，防除に大きく貢献した。その他球根類花井植物から新種の vallota mosaic 

virusや narcissusmild mosaic virusなど新病害の数々のウイルスを検出して，それらの発生

生態を明らかにした。現在までに手がけたウイルスは新種として命名した 6種類や今まで日本

では認められていなかった 8種類の新病害のウイルスの同定を含め39種目系統にのぼり，それ

らの病原学的研究を詳細にかつ轍密に行ってウイルスの特性及ぴ系統関係を明らにして，数々

の新知見を得ている。前田はキュウリモザイクウイルス (CMV)及びその外被蛋白に対する種々

の抗血清に含まれる抗体を解析するとともに，ウイルス粒子及び外被蛋白の抗原決定基を明確

にした。また，酵素結合抗体法の多くの新しい検出系を確立した。きらにモノクローナル抗体

を用いたウイルスの診断法の研究を行い，新知見を発表した。これらの研究成果を取り纏めた

“キュウリモザイクウイルス (CMV)の血清学的研究"により，前田は九州大学より農学博士

の学位が授与きれた。

第二研究室

日浦は部田の協力を得てオオムギうどんこ病に対する抵抗性の遺伝及びうどんこ病菌の病原

性の遺伝学的研究を終始行った。日本に分布しているオオムギうどんこ病菌を広〈採集し， 6 

つの判別品種に接種した結果，日本に発生するオオムギうどんこ病菌は11のPhysiological

raceに判別きれることを明らかにした。他方，当研究所の作物遺伝学研究室の高橋隆平教授が

世界各地から収集したオオムギの中の2，325の品種にその11のPhysioilogicalraceを接種して

抵抗性を検定した結果，東アジア諸地方の在来種には race 1に抵抗性を示す品種が少なく，

race IXに対して中程度の抵抗性品種が多かったこと， 一方，その他の西域の品種には race1 

に抵抗性を示す品種が多<， race IXに対して抗性性品種が少なかったことを明らかにした。ま

たうどんこ病菌に対するオオムギの抵抗性の遺伝について研究した結果， 18の抵抗性遺伝子を

決定した。抵抗性遺伝子には複対立性及び連鎖が多く認められたが，病原性遺伝子には複対立

性は勿論， 1例を除くと連鎖は認められない結果を得ている。これらの研究を取り纏めた“う

どんこ病に対するオオムギ品種の抵抗性に関する遺伝学的研究"に対し日浦は九州大学から農
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学博士の学位が授与きれた。オオムギ，コムギあるいはカモジグサのフどんこ病菌は同一種で

ありながら，それぞれ固有の種を寄主とする formaesepecialesに分けられる。そこで，コムギ

の菌をコムギの葉上に接種後，その菌そう上に異った宿主上に生育しているカモジグサ菌の分

生胞子をふりかけると交雑が起こる方法を発見した。人工交配により，多犯性あるいは分化系

など，色々の系統ができることを明らかにした。

部田は日浦教授退官後も引き続きオオムギのうどんこ病の病原性に関する研究を継続し，光

学及び走査電子顕微鏡を用いて，オオムギうどんこ病菌における菌糸体の生育型及び雌雄配偶

子のうの有性生殖初期段階過程などについて観察した。またオオムギうどんこ病抵抗性遺伝子

]Mlsnに対する非病原性菌系問で交雑と病原性菌系の選抜を数回行ったところ病原性菌系が

作出きれることを明らかにした。これらの研究を取り纏めた“イネ科植物うどんこ病菌の有性

生殖並びに病原性に関する研究"により，平成4年 9月岡山大学より農学博士の学位が授与き

れた。きらにオオムギ赤かぴ病抵抗性に関する研究については， 1，515のオオムギ品種ついて，

自然条件下で赤かぴ病に対する抵抗性品種間差異を調査した結果，露6号， Svansota，ゴール

デンメロンなど高度の抵抗性品種を見いだした。

麻谷はサボテンのウイルスについて調べ， cactus virus Xを同定した。

資源生物科学研究所時代(1988-現在): 

井上(成)は農業生物研究所時代から引き続色花井植物に発生するウイルスの検索・同定・

分類並ぴに病徴発現に関与する遺伝子解析の研究を前田，光畑，近藤とともに進めた。エビネ

では 6種のウイルスの発生を確認し，その一つturnipmosaicvirusはエビネの新病害であるこ

とを認めた。エビネやパンダから CyMVを検出して諸性質を調べ， 2つの系統の存在を確認し

た。ランから検出した ORSVについては核酸の全塩基配列を， CYVVについては外被タンパク

質の塩基配列を決定し，それらの新知見を得た。また花井イキシャに発生する新病害の病原

free-sia streak virusを同定し，その外被タンパク質の塩基配列を決定して分類した。東洋ラ

ン・シンピジウムでは，近藤が主となり 4種のウイルスの発生を明らかにし，その一つは新種

であり cymbidumchlorotic mosaic virusと命名した。 井上(成)はさらに本吉教授(遺伝

子解析)と共同研究を計画し，前田，光畑，近藤の協力を得て各種ウイルスに対するるシロイ

ヌナズナ (Arabidopsis) 4エコタイプの反応を研究室の保存の17属46種目系統を接種して調

べ，シロイヌナズナのエコタイプ聞に抵抗性遺伝子の存在することを見い出し，きらにウイル

スの系統間に感染性の違いのあるものを選抜した。それらの結果から，ウイルスに対するシロ

イヌナズナの遺伝子と感染性に関するウイルスの遺伝子の解析を進めることにより有用形質転

換植物を得る可能性を示唆する結果を得た。

麻谷は Xanthomonasの形質転換系の研究を行っている。

N.学術的，及び社会的評価

西門は“禾本科植物のへルミントスポリュウム病に関する研究"により昭和 6年日本農学会

から農学賞が授与きれた。西門はまた食用菌類の研究を行い，シイタケ菌が4極性であること

を初めて明らかにするとともに，同菌の系統間交雑によってシイタケの品種改良，きらにシイ
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タケ，ヒラタケの人工栽培技術の改良発展に関する応用研究を行い，実用上大きく貢献した。

これらの研究について，昭和23年西門は天皇陛下岡山行幸の際御前講義をなす栄に欲すること

となった。西門はきらに病理部の中心となって行った一連の研究の功績は高〈評価きれ，昭和

14年に大日農学会有功章，昭和23年に倉敷市文化賞，昭和31年に岡山県文化賞を受賞きれた。

西門は1948-1949年岡山県農業計画委員， 1949-50年まで日本学術会議会員， 1958-1959年岡山県

社会教育委員， 1959-60年日本植物病理学会長などを歴任した。西門はまた退官後，昭和36年に

紫綬褒章，昭和40年に大阪府より産業功労賞，昭和41年に勲三等瑞宝章，昭和48年に正六位の

栄に欲した。

日浦は“うどんこ病に対するオオムギ品種の抵抗性に関する遺伝学的研究"ににより日本育

種学会賞が授与きれた。きらに日浦は“イネ科植物うどんこ病菌の病理遺伝学的研究"により，

昭和54年 6月日本植物病理学会賞を受賞した。これらの研究は国の内外において高〈評価きれ，

日浦は第 2回国際植物病理学会及び第13回国際植物学会で招待講演を行った。また1982，10-' 

83， 11の間日本植物病理学会関西部会長を務めた。日浦は退官後の平成 5年 4月叙勲(勲三等

旭日中綬章)を受けられた。

井上(忠)は"麦斑葉モザイク病に関するの研究"により，当時原因不明と言われた大麦提灯

穂がウイルスに原因することを明らかにし，その防除に大きく貢献した。また昭和41年春西日

本各地のキュウリに突発的に大発生し，葉にモザイクと果実に斑紋と奇形を生じて，大きな被

害をもたらした病原ウイルスについて研究し日本では未確認であったキュウリ緑斑モザイクウ

イルスが病原であることを明らかにし，その病原学的研究と診断法や防除法を確立したことに

より，この研究以後発生が制圧きれ，防除に大きく貢献した。また"日本マメ科植物ウイルス

の同定分類に関する研究"により，昭和44年 3月日本植物病理学会賞を受賞した。これらの一

連の研究業績が高〈評価きれ，大阪立大学へ転出した後，平成3年 4月日本農学賞及び読売農

学賞を受賞きれた。井上(忠)は植物ウイルスの分類学的研究において高〈評価きれ，世界的権

威者として知られている。

井上(成)はラン科や球根類花井植物に発生するウイルス病の研究を行い，新種やわが国で未

確認であったウイルスを多数発見して病原学的研究と診断及び防除法を確立した。また昭和

48-55年頃日本各地において広〈テッポウユリに原因不明の葉の黄緑化，萎縮，奇形，着花不

良等の病害が大発生して大被害をもたらしたが，その原因がウイルスであることを発見し，カ

ンキツで知られていた citrustatterleaf virusと同定してその諸性質と伝搬方法を明らかにし，

その防除法を示した。それらの一連の研究発表に加え，農水省植物防疫所をはじめ日本各地の

ラン協会やラン組合などからの要請を受け，ラン科や球根類花井植物の各種ウイルス病につい

ての学術や実用講演を度々 (28回)行うなどの指導により，それらウイルス病の防除に大きく

貢献した。井上(成)はそのような長年に亘る研究成果“花井植物に発生するウイルス病の研究"

により，平成 4年 1月山陽新開賞(学術功労)を受賞し，きらに平成 4年 5月“花井園芸植物

特にラン科植物のウイルス病に関する研究“により日本植物病理学会賞を受賞した。井上(成)

はラン科植物のウイルス病の研究では世界で高〈評価きれている。井上(成)はまた日本植物病

理学会評議員，同学会関西部会の役員及び会計監査役を歴任した。
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〈学会の開催〉

昭和27年11年月，西門教授が実行委員長となり日本植物病理学会関西部会を岡山大学大原農

業研究所で開催した。昭和63年8月，井上(成)教授と井上(忠)教授(大阪府立大学)が主催

者となり第11回国際マメ類ウイルス研究集会 (IWGLV:14ヵ国参加)を倉敷ターミナルホテル

及び倉敷市立美術館で開催した。平成6年10月，井上(成)教授が実行委員長となり日本植物病

理学会関西部会を倉敷市芸文館で開催した。
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生物環境反応部門 : 生態化学解析分野

1 .研究分野の歴史

く研究分野発足の経緯と歴史〉

本研究分野の発足は昭和41年「生物水質学部門」の増設に始まる。本分野の生みの親である

小林純教授は，大原農業研究所時代の農芸化学部，岡山大学に移管きれた後，昭和28年に新

設きれた作物生理学部門の教授を歴任きれ，この20数年間にわたって，日本全国を網羅する500

河川及び東南アジア10ヶ国の102河川を対象とし， 20数項目の河川水質の陸水学的研究を行っ

た。これらの研究成果が高〈評価きれ，我が国の大学関係では最初の「水質学」を冠とする講

座の新設が認められた。その後，時代の要請と研究範囲の広がりが進み，研究内容の実態に対

応する形で，昭和50年研究分野の名称、を「水質学部門」と変更し，岡山大学農業生物研究所時

代を過ごすことになった。

昭和63年，研究所が改組になり資源生物科学研究所へと，名称、を変更し，その組織体制も大

部門制となり，研究所の目的も新たな方向が付加きれ，当該分野も新しい研究領域への進展を

目指して，「生物環境反応部門」の「生態化学解析分野」へと移行することになり，現在に至っ

ている。

く教官・職員の変遷〉

昭和41年，小林純教授が作物生理学部門から，「生物水質学部門」の初代教授となり，同年

森井ふじ助教授が着任し，浦上佳子技官(昭和28年作物生理学部門に着任)，川上四郎技官(昭

和38年作物生理学部門に着任)が生物水質学部門に配置転換となった。昭和42年に村本茂樹助

手が着任し，昭和43年に中島 進助手が着任し，部門定員が揃った。昭和45年に中原裕子助手，

昭和49年に西崎日佐夫技官，長尾憲人技術補佐貝が着任した。昭和48年中原裕子助手が退職し

た。昭和50年小林純教授が停年退官し，岡山大学名誉教授となった。昭和52年青山勲助教授

が着任した。昭和55年森井ふじ助教授が教授に昇格し，昭和56年に停年退官した。同年後任と

して八木正一教授を大阪市水道局水質試験所から部門へ迎えた。

平成 2年八木正一教授が停年退官し，青山 勲助教授が教授に昇格した。平成 3年村本茂樹

助手が助教授に昇格した。平成 4年岡村秀雄助手が着任した。平成 5年中島 進助手が代謝調

節分野の助教授に昇格し転出した。

n .研究領域

農業生物研究所，生物水質学部門は，小林純教授(現，岡山大学名誉教授)による本邦河川

はじめ東南アジアの河川水を中心にした水質学研究の新領域を進展させ，これが認められ生物

水質学という新研究領域として昭和41年に発足した。さらに，小林純教授は森井ふじ助教授と

ともに生物地球化学の見地から，河川，湖沼，海水の化学的研究のみならず水質汚染の機構解

明の研究領域へと拡大し，重金属を含む環境化学物質の挙動や，水と生物，水と健康の研究へ

と進展きせ従来にない新しい研究領域を拓いた。
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昭和52年青山 勲助教授が着任し，生態毒理学の視点から水・地園生態系における化学物質

の動態と生物に対する毒d性評価研究へと発展きせ，昭和56年には八木正一教授の着任により，

水道水中のカピ臭物質の発生機構とその制御に関する研究を中心に水質管理学の研究分野が新

たに力日わった。

昭和63年，資源生物科学研究所への改組に伴い，生態化学解析分野へと移行し，研究領域は

従来の水質学研究の伝統と業績を引き継ぎつつ，新たな研究領域を付加しつつある。エコトキ

シコロジーの観点から化学物質の生物に及ぼす影響，地球規模の環境問題の資源生物に及ぼす

影響，又，水質浄化や水環境等の変化の予測や制御，保全に関する研究を行っている。これら

の研究は，化学的環境情報の解析と生物学的評価を通して，生物の反応、を究明し，資源生物科

学の進展と併せて資源生物の保全と制御に寄与することを目指している。

ill.研究活動

我が国の水質学に関する先駆的研究分野を拓いた小林純教授は，昭和17年から18年間にわ

たり全国を網羅する約500の河川水について， 20数項目におよぶ水質分析を行った。これらの貴

重な分析結果は，現在なお陸水データのパイプルともなり，理科年表にも引用きれている。ま

た東南アジア(タイ，フィリッピン，カンポジア，マラヤ，ピルマ，インド，セイロン，パキ

スタン，台湾など)の主要10カ国， 102河川の年間平均水質についての研究もあわせて環境水の

生物地球化学的研究の基礎をなしたばかりではなし分析を通して河川水のアルカリ度と脳卒

中死亡率との聞に負の相関関係を見出し，河川水質と健康との関わりの新しい研究分野を構築

した。これらの結果は，後にスエーデン，アメリカでもこの方面の研究が進められる契機とな

り，多くの論文に引用きれた。

きらに，当時，原因不明の風土病といわれた富山県の神通川流域に多発したイタイイタイ病

と水質との関係の研究において，昭和34年に神岡鉱山付近の河川水中にカドミウム，亜鉛，鉛

が検出きれたことなどから，同病の原因物質がカドミウムであると先見的に推察し，科学的原

因究明のためにの立証実験に着手した。

同41年，森井ふじ助教授が着任し，川上四郎技官，浦上佳子技官が生物水質学部門に配置換

になった。昭和42年村本茂樹助手が，昭和43年中島 進助手が着任し部門定員がそろった。昭

和39年から当時としては最大の環境アセスメントプロジェクト研究が計画きれ，木曽三川河口

資源調査団の科学班として加わり，ダム建設による水質への影響と河口資源生物との関係の研

究およびIBPPF(国際生物学事業計画の陸水群集の生物生産力研究)の一環として，琵琶湖，

諏訪湖および児島湖等の水質と生物との関係に関する研究を推進した。昭和45年中原裕子助手

および原一恵技官が，昭和49年に西崎日佐夫技官，長尾憲人技術補佐員が加わった。また浦上

佳子技官が教務貝に昇格した。そして文部省の科学研究費が認められ，昭和47年には「本邦河

川水質の人為的変化に関する研究」および昭和48年には海外学術研究として「インドネシア国

の河川水の化学的研究」というテーマで，過去の水質と現時点の水質との比較研究を行うため

に，国内外の河川水を対象に，小林 純教授を中心に再度研究室を上げて研究に取り組んだ。

一方，水質汚濁に関連し，特にカドミウム，ニッケル等の有害金属による環境汚染の実態を

明らかにしつつ，農作物，土壌，湖水，河川水，湖底堆積物などの化学分析による地球化学的
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研究を行い，重金属汚染の実態の解明と重金属抽出除去法の検討など汚染対策の研究をも発展

きせた。昭和50年，時代の要請と研究範囲の拡大に対応して水質学部門へ名称変更が行われた。

昭和52年，青山勲助教授が着任し，従来の産業排水の研究に加えて，地域特性を考慮し，児

島湖流域および農村環境における物質の動態解析とそれらの物理，化学的性質および生物に対

する毒性作用の研究に着手し，生態毒理学の視点から水圏，地園生態系における生物と水質と

の相互作用の研究を進めた。きらに水環境保全，制御をする立場から水生生物を利用した水質

浄化の研究およびその資源利用の生産基盤である地園生態系における種々の物質(栄養塩，重

金属，農薬，洗剤，人口コンブレキサンなど)動態に関する研究へと展開した。一方，エコト

キシコロジーの比較的新しい研究分野において，毒性評価法の未確立の現状において，毒性試

験法とその結果の評価法の研究を推進するために，村本助教授らとともに次のような研究が行

われた。高等植物の水稲，麦，ホテイアオイ，フサモなどや，植物プランクトンやイースト，

バクテリア，金魚，メダカ等を試験生物として用い，これらの生物濃縮機構と毒性作用の研究

が進められ，その指標には収量，成長特性， ATP， クロロフィル含有量， AGP等が用いられ，

化学物質の単独あるいは相互作用の定量的な評価が試みられた。きらに微量重金属の微生物に

対する細胞毒性に関する毒性評価法と環境変異原性試験法の開発研究に着手した。特に突然変

異体である DNA欠損株を用いて，人間を含む高等動植物と同等な核構造を有する真核生物で

ある酵母を用いて，化学物質のモニタリングやスクリーニングによる変異原性試験の可能性を

示唆する結果が得られた。

昭和56年，八木正一教授が着任し，中島進助手とともに水道水源池におけるカピ臭の発生と

藍藻との関係の研究を発展きせ，水圏の微量有機物，特に藍藻によるカピ臭産生とその挙動に

関する研究へと拡大した。水道水中に含まれるカピ臭物質は水中微生物，藍藻類や放線菌によ

って産生きれており，確認きれているジオスミンと 2-メチルイソボルネオールの 2種類の物質

の産生機構を培養条件や藍藻のライフスタイルから追究し，微生物と水質の相互作用の解明へ

と進展きせた。

平成 5年中島 進助手が代謝調節分野へ助教授として配置換えになり，ラン藻類の増殖機構

の研究は本分野から離れることになった。

当該分野の現在のスタッフは青山 勲教授，村本茂樹助教授，岡村秀雄助手，西崎日佐夫技

官の 4名で構成きれ，上記課題について，個別にあるいは共同して行われている。近未来にお

ける生物を取りまく環境，特に水環境は様々な要因によって大きく変化することが予想きれる。

とりわけ有害化学物質による環境汚染は，資源、生物のみならずあらゆる生命体の存亡にも関わ

る問題となりつつある。このような状況の下で，改組以後，最近の主要な研究テーマは以下の

通りである。農学生態系における化学物質の動態と生態毒性に関する研究，有害化学物質の毒

性学的研究，微生物を用いた有害化学物質の細胞毒性及びDNA損傷性とそれらの相互作用様

式に関する研究，コンブレキサンによる水質汚濁とその制御に関する研究，酸性雨による根圏

環境の変質と生物に及ぼす影響に関する研究等である。

また平成 5年 5月より外国人客員教授として 3ヶ月間ドイツ国キール大学より Wolfgang

Reichardt博士を招き河川堆積物中の有機化学物質の生態毒性評価に関する研究を，同年 8月

から 4ヶ月間カナダ国立水科学研究所より DicksonLiu博士を迎えて微生物を用いた毒性評
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価に関する共同研究を行った。両博士とは今後とも引き続きエコトキシコロジーに関する共同

研究を行うことになっている。

N.学術的，社会的評価

昭和41年，「生物水質学部門」の増設が認められたのは，我が国の大学関係では本研究所(I日

農業生物研究所)が最初である。新増設の極めて困難な時期であっただけに，初代小林純教

授の20年間にわたる日本全国を網羅する500河川を対象とし，分析項目20数種類に及ぶ水質の分

析化学的研究が高く評価されたといえる。すなわち，人為的汚染のない天然の時代の水質デー

タの蓄積により全国の水質地図が作製きれ，それは今なお「日本の河川水質の平均値」として

理科年表に引用きれて高く評価きれている。その後急速に人間生活の近代化や都市化が進み，

河川水質は変化し潅概水の肥料的役割のみならず，産業にも，健康にも水質の善し悪しが重

要な課題となりつつある時代背景があった。この注目すべき研究課題は陸水化学の一分野とし

ての基礎を築いた。また河川水質は地質を反映し，きらにそれが人聞の健康にも影響を与える

ものである。今となっては再び得ることの不可能なデータであり，その意味においても，課題

に対する先見の明があったといえよう。

高度成長期の真只中で，当然のことながら上水道用水，農業用水のみならず工業用水の需要

が増大し水量の確保が極めて重要な課題となる一方で，水は単なる汚濁がなければ良いとい

う時代から，明らかにその水質の化学的判定が求められる時代へと移行したことは行政や産業

界から研究依頼やデータ提供の依頼がひっきりなしであったことからも裏付けられよう。

また，小林純教授による東南アジア主要10カ国の102河川の年間平均水質の研究も，米国の

リビングストン博士の「世界の河川水質のデータ」とともに生物地球化学的研究の先駆的役割

を果たしたといえよう。すなわち，世界の水質学のメッカとしての役割を担い，人為活動によ

る河川水質の変化の研究に発展する一方で，河川水のアルカリ度 (CaC03) と脳卒中死亡率と

の聞に負の相関を見い出した。特に日本人のカルシウム摂取量の不足が脳卒中の多発と関係す

るとする見解は，後にアメリカやスウェーデンでも疫学的研究が展開きれる契機となり，人聞

の健康と水質との関係の研究課題を発展させたと言っても過言ではなかろう。

昭和39年，他の水域に先駆けて当時としては最大の研究プロジェクトが計画きれ，木曽三川

長良川調査団の化学班として，水の有効利用をかかげたダム建設とその取水に伴う海苔の品質

や化学成分および魚貝類等の河口資源生物への影響への環境化学的研究に取り組んだ。ここで

も水質を含め環境アセスメントの重要性を指摘し，その後の国際生物事業計画(JIBPPF)の一

環として琵琶湖，児島湖，諏訪湖の総合調査研究の進展にも大いに貢献し，国際水質分析のコ

ンペティションの 1機関にも選ばれた。水質分析技術の信頼性も世界で認められた実績は大き

し、。

きらには，昭和34年，神岡鉱山付近の河川水中にカドミウム，亜鉛，鉛を検出し，当時，原

因不明の風土病として迷宮入りす前であったイタイイタイ病の原因をカドミウムと推定したこ

とである。証明実験は困難を極めたが，アメリカ政府の水質汚濁防止部門からの研究助成で，

ラットによる動物実験が遂行きれ，農作物栽培実験による証明とともに両者の関係を化学的に

立証する実験を成功きせた。これは医学的にも追及が困難であった環境病の原因究明を水質学
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が果たした事例として歴史に刻まれたといえよう。その間，昭和56年に退官した森井ふじ元教

授，昭和63年に転出した森次益三現香川大学教授，村本茂樹現助教授，平成 5年代謝部門に転

出した中島進現助教授，昭和61年に退官した浦上佳子技官，西崎日佐夫現技官らをはじめ多く

の副手達が小林純教授のもとで協力に当たった。これら20年以上にわたる共同研究の中で，

とりわけ森井教授は環境試料の化学分析において，秀でた業績を残し，分析化学の領域におけ

る貢献とともに，その精確で、信頼に足るデータなしに，研究の発展はなかったであろうと思わ

れる。

このように，イタイイタイ病の原因物質がカドミウムであることをを検知し得たことは， 日

本の四大公害裁判として争われた双壁をなす，いわゆる水俣病と並んで水質汚染の典型的な人

体被害に警鐘を鳴らす契機となった。排水，排煙処理施設の手薄な中で高度成長がもたらした

日本各地の汚染の歪みは，我が国を「公害列島」とまで呼ばしめた実態に歯止めを掛けるきっ

かけを作った。国内各地の類似する汚染が問題になった当時は， 日本の汚染地から汚染の客観

的な科学的判定を求めるため，検査試料が持ち込まれ， 10数年間，汚染判断の役としての社会

への貢献度は地方大学としては極めて大きかったいえよう。

日本の水道水研究の権威者である八木正一前教授と中島進助手(現，代謝調節分野助教授)

により「藍藻類による臭気物質の発生メカニズムとその防除に関する研究」が展開きれた。こ

の分野の一連の研究は，我が国のカビ臭研究を世界の一流レベルまで高めた。その研究成果は

水道水のカピ臭問題の機構を明らかにしつつあり，この問題の解決に大きく貢献することにな

り，まきに科学研究が社会的要請に応えた事例としても高〈評価きれよう。

八木，青山，村本によってなきれた，資源植物の積極的な多目的利用を目的とする探索と開

発は新しい課題である。例えば水生植物ホテイアオイによる栄養塩や重金属の吸収による水質

浄化の実験的研究と数学モデルによる解析は，この技術の設計基準が得られるレベルまで高め

ることとなった。

今日，有害化学物質による環境汚染は地球規模の環境問題のーっとして，また生物の生存に

関わる問題として，その生態系における挙動と影響に関する研究は社会的にも緊急の課題とし

て解明が急がれている。これらの背景の下で，新しい学際的学術領域としてエコトキシコロジ

ーが生まれた。しかしこの領域の概念や研究手法も未だ十分確立きれているとはいい難い。特

に有害化学物質の生態毒性をどのような考え方で，手法を持って評価するかは未開拓の領域で

ある。青山，岡村は，微生物から高等植物までの供試生物をバッテリーテストとして用い，生

態毒性の評価を試みている。青山は平成6年成立きれたエコトキシコロジー研究会の発起人の

一人として，幹事として参画し，また通商産業省の下に，平成7年新たに設けられた生態影響

評価法の検討委員会のメンバーとして，この領域の研究発展のために貢献している。

村本茂樹助教授は，界面活性剤を含む金属コンプレキサンによる水汚濁機構の解明とその修

復の研究をホテイアオイ，フサモ，鯉，金魚，ヒメダカのような水生動植物，あるいは水稲，

麦のような資源植物を用いて進めている。特に，魚を用いてアルミニウムの脳組織への移行現

象を認め，アルツハイマー症類似の発生機構を確認しつつある。きらに新活性化水を資源生物

の飼育，栽培に応用する研究も新たに取り組んでいる。また酸性雨による生態系への影響，特

に水循環系における新有害物質による汚染を未然に防ぎ，資源生物の管理に対する有効な手法
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の科学的研究の展開に着眼している。言い換えるならば，水圏，土圏における環境汚染物質の

動態と生物への影響を総括的に把握し，水環境保全と制御という課題に対し生物にとって望ま

しい水環境の創造という社会的要請に応える研究への展開であり，時代の変化を先取りする研

究分野へと発展きせつつある。

v .その他の特記事項

小林純教授の長年にわたる水の分析化学的研究はその学術的貢献のみならず，社会的貢献

も多大なものがあり，以下のような栄誉を受けている。

* 昭和24年，「稲作におけるかんがい水の生理」により朝日科学奨励賞受賞(朝日新聞社)

* 昭和32年，第15回山陽文化賞受賞

* 昭和33年，「本邦陸水水質の化学的研究」により日本農学賞受賞

* 昭和34年，「河川水質の研究による農芸化学の進歩に貢献」により倉敷文化賞を受賞

* 昭和37年，「河川ー水質の研究」により中国新聞社賞受賞

* 昭和35年，ロックフエラー財団より研究助成を受け渡米

* 日本土壌肥料学会終身会員

* 日本陸水学会名誉会員

* 日本衛生学会名誉会員

なお，小林純教授のライフワークの 1つである水質と人間の健康の関わりについては，同

氏の著書である「水の健康診断(岩波新書)1971年発行」に詳述きれている。

八木正一教授は，大阪市水道局水質試験所勤務の頃から，既に水道界における優れた業績が

あり， 3度功労賞を受賞している。

* 昭和55年 日本水道協会功労賞

* 昭和60年厚生大臣賞

* 平成2年厚生大臣賞

また， 日本水道協会関係の各種専門委員会委員及ぴ委員長，特別調査委員会委員及び小委員

長，衛生常設委員会委員及ぴ委員長の他，大阪市公害対策審議会幹事，淀川水質協議会顧問，

環境庁P.N検討委員会委員，岡山県水質審議会委員，環境庁名水百選調査検討会委員，岡山

県公害対策審議会委員，倉敷市自然環境保全審議会委員，環境庁瀬戸内海環境保全審議会委員，

その他多数の委員会委員を務め，学術的成果を基にしての社会的貢献度は大きい。

青山 勲教授は，学協会活動として，国際誌EnvironmentalToxicology and Water Quality 

の編集委員，環境技術研究協会「環境技術」編集委員， 日本水環境学会中国・四国支部幹事，

瀬戸内海研究会議学術顧問，瀬戸内海研究会議理事，社会的活動としては，岡山市公害審議会

委員，岡山県廃棄物減量化・再生利用推進協議会会長，ごみ減量化推進国民会議理事，岡山県

環境審議会会長，倉敷市自然環境保全審議会委員，岡山県下水汚泥減量化・再利用検討委員会

委員及ぴ部会長，その他を務めている。
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研究助成財団から得た研究助成金は次の様なものがある。

* 昭和60年 第11回日産学術研究助成(財団法人 日産科学振興財団)

* 昭和62年第8回日本生命財団研究助成(財団法人 日本生命財団)

* 平成2年 日本河川整備事業団

* 平成 3年 日本河川整備事業団

* 平成5年両備園記念財団

* 平成5年 1993年度環境助成(財団法人住友財団)

そして昭和53年より今日まで継続して中国四国農政局より受託研究を得ている。

平成 3年5月，倉敷市において八木正ーを委員長，青山勲を事務局長とし，村本茂樹，中島

進は組織委員会のメンパーとして加わり，文部省，大原奨農会他の資金援助を得て，第 5回環

境毒性評価国際シンポジウムを， 1週間にわたって倉敷市立美術館を会場として開催した。
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生物環境反応部門: 環境適応解析分野

1 .研究分野の歴史

(1) 微細気象環境研究領域

微細気象環境研究領域では農作物はもとより広〈生物の生活の場である接地気層における気

象学あるいは気象生態学の研究を通して，環境に対する生物の適応現象の解明を行っている。

この領域におけるわが国の先駆的研究者の一人である高須謙一博士(現岡山大学名誉教授)は

昭和30年，作物生理学部門の助教授として着任したが，昭和35年微細気象学部門の発足に伴い，

初代教授に就任し，その後瀬尾琢郎助教授(現岡山大学名誉教授)山口信之助手(現高知大学

教授)，木村和義助手(現教授)を迎え研究体制を整えた。昭和38年完全部門になったのを機

に，第 1研究室(高須・木村)では作物生理生態に及ぽす微気象の影響及び応用面を研究し，

第2研究室(瀬尾 ・山口)では微気象の物理的解析面を担当した。その後大滝英治助手(現環

境理工学部教授)，米谷俊彦助手(現助教授)，田中丸重美助手が着任した。この間，則武越夫

教務員(昭和35-62年)，平岡直子技官(昭和37-現在)，小川妙子技官(昭和37-45年).木元

栄子技官(昭和45-55年)が在室し，実験や資料収集，解析などに協力した。

昭和63年の改組に伴川木村，米谷，田中丸に新たに着任した柏木良明助手を加え，環境適

応解析分野の中核領域の一つである微細気象環境研究領域における研究を継続，発展させてい

る。

(2) 雑草環境研究領域

雑草に関する研究は古〈昭和初期から近藤高太郎・笠原安夫氏らによって始められた。当時

は作物の反当収量だけが重要ときれ，その研究のみに力が注がれて雑草の研究などは論外とき

れた時代であったが，両氏は雑草の形態，分類などの基礎的研究に努力きれてきた。以後70年

間，作物遺伝学部門，作物生理学部門，雑草学部門(昭和45年開設)の各時代を通して，その

研究は途切れることなく継続きれてきた。この間，雑草の研究を担ったものは近藤高太郎(元

大原農研所長)，笠原安夫(元教授)，木下収(現鳥取大学助教授)，定金章(元岡山県農政

部)，西克久(現助教授)，中川恭二郎(前教授).榎本敬(現助手)，沖陽子(現岡山大学助教

授)の各氏であった。また，黒田耕作技官(昭和41-47年)，山下誠技官(昭和45-47年)，野

木真理子技官(昭和47-57年)，藤沢浅技官(昭和47-63年)が在室し，実験や資料収集，解析

などに協力した。

ト研究領域

本研究分野では生物を取り巻〈環境情報の解析及びそれらの環境に対する資源植物の反応の

解析を行い，適応現象の解明を進めている。特に「微細気象環境」と「雑草環境」の解析とそ

れらの環境に対する資源植物の応答反応の研究が現在の主たる研究領域である。
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ill.研究活動と学術的，及び社会的評価

(1) 微細気象環境研究領域

[研究活動] 微細気象部門第 1研究室では，高須・木村が種々の圃場，砂丘地，島唄，種々

の農業環境(人工気象室，ブドウ温室，喋耕栽培，マツタケ発生林)などの微気象特性の解析

及び植物病原菌の胞子飛散と気象の関係，生物日長に対する薄明の意義の考察など微細気象の

基礎的及び応用的研究に従事した。昭和40年から始まった国際生物学事業計画(1.B. P.)の研

究班のメンバーとして，植被内外における炭酸ガスの垂直分布の観測を開始し，各種作物群落

について貴重なデータを得た。また各地河川，池沼，ダムなどの水温の研究，また昭和39-40年

には木曽三川河口資源調査団環境班員として，河口における水温及び塩分の観測を行った。

木村は，アサガオ(短日植物)の比較的低温条件における非日長性花芽分化に関する研究を

行った(昭和40年 京都大学農学博士学位論文)。また，昭和44年以降，コムギ葉の傾斜角度と

光質に関する研究を単色光照射装置を使って行い，青色光が傾斜角度を大きくし，赤色光がそ

の青色光効果を阻害する作用があることを明らかにした。

木村は，昭和43年 1月から44年 6月まで，米国コーネル大学の客員研究員として渡米し，雨

による植物体からの物質の流亡について研究を行った。帰国後，雨の多い我が国の農業にとっ

て重要な問題でありながらほとんどなされていなかった雨と植物についての研究に着目し，植

物にとっての雨の意義，特に雨濡れの影響について基礎的研究を開始した。昭和46年には文部

省科学研究費，昭和58年には特別設備費の援助を受け，降雨量，降雨時間，光，温度を制御で

きる 2基の人工降雨実験装置を設計製作した。これらの装置を使って，植物の雨濡れの実態の

解明を行うとともに，植物体地上部の雨濡れが植物の生理反応，生長反応，生育反応に多大の

影響を与えることや，長時間の降雨の生長阻害，障害の実態を明らかにした。田中丸は昭和52

年着任後，降雨が地下部の生育に与える影響について研究を行い，地上部の雨濡れが根の発根，

伸長を抑制することを明らかにした。平成元年には「二条オオムギの出芽性に関する研究」で

農学博士(九州大学)の学位を得た。また平成5年には文部省在外研究員として連合王国ハル

大学に滞在し，作物の湿害について研究を行った。

木村，田中丸らは昭和47年以来，倉敷において雨水の pH，ECの測定を継続して行い，年々

酸性化が進んでいることを明らかにしてきた。最近では鳥取，香川，高知の各大学の研究者と

協力して， 日本海沿岸から瀬戸内海を挟んで，太平洋沿岸までの各地域の酸性悶の比較測定を

行っている。

微細気象部門の第 2研究室では昭和36年から，瀬尾・山口が中心になって熱収支の研究に着

手し，熱収支法および空気力学的方法により各種作物圃場や積雪上などで観測を行った。 一方，

当時臨海工業地帯として開発が進められていた倉敷市水島地区における大気拡散状況を調査し，

水島地区の逆転層の高きの季節変化を明らかにした。また，国際生物事業計画(1.B. P.)に参

加し，瀬尾，大滝は，昭和42年頃から炭酸ガスの変動を測定するために特別な赤外線吸収バン

ドを利用する測器の開発に着手した。その後炭酸カ'ス変動計(水蒸気変動も測定可能)の開発

に成功し，各種作物群落上で渦相関法による観測を実施した。現在では赤外線炭酸方、ス・水蒸

気変動計として世界的に知られる測器として実を結んでいる。渦相関法による測定と併行して，
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空力法，熱収支法による炭酸ガスや水蒸気の鉛直輸送量の評価も長期間に亘って行った。

瀬尾らは超音波風速温度計やアナログデータ処理装置を用いた乱流輸送測定装置を開発した。

また，野外観測用のスペクトルラジオメータも開発し，種々の作物群落や昼光の波長別の日射

特性を明らかにした。他方，大気中の炭酸ガス濃度を研究所の圃場において 1年半連続測定し，

季節変化や日変化の特性を明らかにし，倉敷でも炭酸カ'ス濃度が次第に増加していることも確

かめた。昭和47年夏に瀬尾は文部省在外研究員として欧州各国(西ドイツ，オランダ，オース

トリア，スイス)の多くの研究機関を訪問し，熱収支に関する諸問題について議論した。帰国

後，岡山県特産のマスカットの温室の熱収支について研究し，温室の省エネ問題にも取り組ん

だ。

米谷は昭和47年にイグサ，オオムギ，イネなどの植物体の揺れと風速変動の相互作用の研究

を開始し，その後も研究を継続し乱流輸送と穂波に関する諸問題を多面的に考察している。昭

和48年にオフラインデータ集録装置を導入し，微細気象要素の高速集録処理を可能にした。米

谷は数台の超音波風速温度計を用い，作物群落上の接地気層中の乱流構造や乱流運動エネルギ

ーの輸送機構の解析を行い，群落近傍に特有な現象を幾つか見出し，昭和53年に京都大学理学

博士の学位を得た。昭和55年以降，瀬尾，米谷はイネ，コムギ，ソルガムなどの植被層内外に

おける水蒸気，顕熱，炭酸ガス，運動量などの乱流輸送の特性や乱流構造の特徴を明らかにし

た。また，群落微気象のモデル計算と観測との比較を行い良好な一致を得た。これらの結果は

「作物群落内外の乱流輸送の研究」として文部省科学研究費報告書にまとめられている。また

昭和57年以降，倉敷や玉野市渋川で浮遊粒子状物質の経時変化，経年変化を10年以上継続して

測定し，関連資料も利用して岡山県南部地域の浮遊粒子状物質の動態を明らかにしてきた。

改組後，環境適応解析分野に着任した柏木は，微気候と植物生態系の遷移の問題に着目し，

ススキ草原からアカマツ林への遷移， 日本各地のアカマツの植生の地理的分布などの研究を進

めた。また瀬戸内海に面する王子が岳の斜面で気象観測を継続し，気候と植物生態系との関係

に関する資料を蓄積している。現在，瀬戸内海沿岸の各地でサーモトレーサーを用いて種々の

地表面温度を観測し，生物を取り巻正大気環境の解析を行い，気候資源、の開発にも取り組んで

いる。

最近，米谷，柏木は植物群落内外で炭酸ガスや水蒸気の輸送量の観測を行い，個葉の光合成

量や乱流輸送量の観測値と群落微気象のモデル計算の結果との比較を行い，モデル計算の改良

を進めている。米谷は昭和61年カナダで行われた炭酸カ。ス変動計の国際比較観測に参加し，翌

62年夏から文部省在外研究員としてカリフォルニア大学デーピス校やオランダのワーへニンへ

ン農業大学に滞在し，森林や作物群落における乱流輸送の研究を行った。また平成 4年夏に日

中共同研究に参加し，中国西北部のゴピ砂漠近くのオアシスのコムギ畑において熱収支や炭酸

ガス輸送の観測を行った。

[学術的及ぴ社会的評価] 高須は，戦前から日本で体系的に研究きれていなかった微細気象

学の研究に取り組み，農耕地の接地気象環境とそれに対する植物の反応を研究して注目きれた。

その間接地気象要素や葉温の変化を電気信号として取出し，これを光学的に自記する画期的な

装置を考案し試作に成功した。その後，この装置は微細気象用自記器(通称高須式レコダー)

として製品化され，携帯用電磁オシログラフや電子管式自動平衡記録計などが出現するまで同
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学の多くの研究者に使用きれ，微細気象研究の飛躍的な発展に寄与した。これらの業績が認め

られて第 2回日本農業気象学会賞を受賞した。

これらの研究のうち，特記すべきは茶葉の霜害の発生機構を微細気象学的に，また植物生理

生態学的に明らかにしたものである。これらのデータは京都宇治地方の茶樹の被害解消に対す

る農林省や京都府の指導方針に取り入れられ，傾斜地利用の栽培適地の選定や上層の空気を下

層部に吹き込む方策を生み出した。この基本的考えが受け継がれ，今日では全国の茶園で防霜

ファンが普及して霜害防止に寄与している。また永年の学会への貢献に対して昭和47年農業気

象学会より永年功労者として表彰きれた。

木村は雨(雨濡れ)に対する植物の生理・生態反応に関してユニークな研究を行って注目き

れた。従来の農業気象学の分野では浸水，冠水，降雨特性などの作物収量への間接的な影響の

研究が多かったが，作物が濡れた場合の植物体への直接的な影響について体系的に研究し，定

量的評価を行い，多くの新知見を見い出した。新分野を開拓し，独創的観点から研究を発展き

せ「濡れの生態学」として体系的に集大成させたこれらの業績が高〈評価きれ，木村は平成 3

年度日本農業気象学会学術賞を受賞した。

またこれらの研究をまとめた著書「作物にとって雨とは何か一濡れの生態学」は大学の農学，

園芸学，生態学の講義，セミナーの教科書，参考書として使用きれている。「雨濡れと植物」に

関する論文や教科書，参考書類が少ないためか，多くの試験研究機関や農協，農薬・肥料会社，

農業雑誌出版社，報道関係などから種々の接触や問い合わせがあり，雨の多い日本の農業上の

問題点を記述した著書として関心が持たれている。

以下に具体的な利用例を列挙する。農水省・府県農業試験場では，近年盛んに行われている

雨よけ栽培(降雨防止品質向上施設栽培)，ビニールハウス内の朝露の影響，東北地方の冷害多

雨の収量への影響，「やませ」時の霧濡れ障害，バイオ研究における試験管培養時の幼植物苗の

濡れ状態障害および培養後の自然界への順応などの裏付け資料，参考資料，検討資料として利

用きれている。また薬品・肥料会社などでは，雨による病害防止， リーチングによる体内成分

減少防止用のワックス散布薬品の開発，雨後の葉面散布肥料の開発のための参考検討資料とし

て利用きれている。雑誌・報道関係では農作物の多雨・梅雨の対策に関する特集記事，酸性雨

の状態，酸性雨の植物への影響の記事取材や論説記事に利用きれている。その他高速道路中央

分離帯の植物汚染の洗浄の問題(道路公団)，高圧電椋からの落下雨滴の打圧の問題(電力会

社)，雨水による肥料供給量とその依存度(自然農法関係者)に関して相談や間合わせを受けて

いる。

以上のように，研究の基礎的データは種々の方面から関心を寄せられ，多くの試験研究機関，

企業，一般社会などで参考資料として広範に利用きれている。

また，田中丸は植物の湿害に関する研究を種々の新技術を利用しながら進めるとともに，木

村と協力して倉敷における酸性雨の観測を継続しており，瀬戸内海ばかりでなく，山陰や四国

南部との比較を行い，中・四園地域の酸性雨の実態の解明を進めている。

第2研究室が中心になって取り組んだ水島臨海工業地帯の大気拡散の観測，炭酸方、ス濃度の

観測や現在もなお継続中の浮遊粒子状物質の動態観測，王子が岳における気象観測は，いずれ

も瀬戸内海地域の気象環境情報の長期的な把握を目指したものである。これらの結果は生物を
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取り巻く大気環境の日変化，季節変化，経年変化の実態などを定量的に明らかにした。特に，

水島における大気拡散の研究は環境アセスメントの草分け的な研究の一つであり，その他の研

究も環境汚染の実態や地球環境問題との関係を詳細に検討しようと試みたものである。

瀬尾が行った一連の熱収支や炭酸ガス輸送の研究は極めて精度の高いものであるため，現在

も同種の研究を行う際の指標の一つであり，その結果は広〈引用きれている。特にこれらの研

究の聞に瀬尾，大滝らによって開発きれた赤外線炭酸ガス ・水蒸気変動計はその後メーカによ

って製品化され，我国はもとより世界の各地の研究機関で使用きれ，高い評価を得ている。瀬

尾は農業気象学会への永年の貢献によって昭和62年永年功労会員として表彰きれた。

米谷は風速変動と植物体の揺れを種々の作物群落で観測し，乱流輸送と穂波や花粉の飛散と

の関係を定量的に明らかにした。同時に乱流変動測定用の測器を整備し，データ集録処理装置

を開発して解析を行い，植物群落の乱流輸送量の評価を行い，輸送機構の解明に努めた。これ

らはいずれも基礎的研究であり，植物群落の熱収支，物質輸送，気象災害，生態システムなど

の幅広い分野で利用きれている。また，数回国際的な共同観測に参加し，この分野で開発し現

在利用している観測技術が世界の最先端を行くものであることが自他ともに確認きれている。

得られた解析結果もまた国際的な雑誌や国際シンポジュウムでも発表きれ，内外で高い評価を

受けている。なお，米谷は「地表風と植物群落の相互作用」に関する研究業績が認められ平成

元年度の日本農業気象学会賞を受賞した。

相木は気候と植物生態や植物の遷移の問題を研究し，国際誌にも数編の論文を発表し，その

成果は広〈知られている。現在はファイアエコロジーの研究やサーモトレーサーを用いた種々

の地域の気候の調査や気候資源の活用にも着手し，研究の領域をきらに拡大しようとしている。

(2) 雑草環境研究領域

[研究活動と学術的，及び社会的評価] 笠原を中心に，戦時中には無機薬剤によって，戦後

は2，4-Dを初めとする多数の除草剤を使用して行った雑草の防除試験研究は耕地除草労力の

軽減，作物栽培の能率化などに大きく貢献した。すなわち戦後2，4-Dによる苗代，水田の雑草

防除試験を初めとして， IPCによる畑地の雑草， CIPC， MCP， TCA， SESなどを使用した甘

藷，大豆，玉ネギ畑の雑草防除試験に続いて，水田のノピエ，畑のハマスゲなどの主要雑草の

個別試験へとおよび，きらに杉，槽苗圃の防除試験，水田裏作としての麦圃，イグサ田の防除

試験も行われた。また 2，4-Dで防除効果のないノピエの試験を行い，その防除に湛水の有効な

ことを立証した。昭和30年代になるときらに新規開発の諸種の除草剤を使用した水稲の直播お

よび移植田の除草試験，単剤および混合剤による非耕地，山林原野の除草試験も行われ，これ

らを総括して除草剤の作用性が考察された。一方，物理的防除法として単色マルチフィルムを

用いた試験を行って，防除に黒色フィルムの有効なことが確認きれた。これら各種防除試験の

成果は広〈農林業界で実用に供きれることになり，高い社会的評価を受け，笠原は農業技術協

会賞，倉敷市文化賞を受けた。

戦後，笠原は我国の雑草の種類と地理的分布の研究を行って，全国的な雑草の種類，分布の

状況を明らかにした。この研究はのちの日本雑草の来歴，系譜の研究へと発展するとともに，

我国の雑草図説の始まりとなった日本雑草図説を著す基礎となり，作物と雑草の競争など一連
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の作物栽培における雑草の意義の解明研究などとともに学界で高〈評価され， 日本作物学会賞，

日本農業研究所賞に輝いた。一方，昭和前期の種子の寿命の研究はのちの遺跡発掘の際の埋土

雑草種子の研究へと発展し，農業の発生，発展を雑草の分野から論じ得ることを示した。

中川は雑草の生理生態に関する研究を行い， ミズガヤツリの個体生態と種内変異に関する研

究を進め，主成成分分析を用いた種内変異の研究は日本における雑草の種内変異の研究の先駆

となった。西はノピエの個体群生態の研究を行い，従来，作物に多くみられていた環境と生産

力の関係の解析を雑草の分野で行って，数少ない知見を与えた。一方，その直立性に注目して

形態の研究を行って，タイヌピエのイネへの最近似性を明らかにし，またヒメタイヌピエの分

布とその水田への適応過程について調査，考察を行った。榎本はセイタカアワダチソウの我国

での生活史や繁殖様式を研究し，一時，外来植物の急速な繁殖拡大の典型ときれた本種の特徴

を明らかにした。また笠岡湾干拓地の遷移の研究を行って，その遷移系列を明らかにした。一

方，雑草の分類や生態に関する研究は倉敷市立自然史博物館の設立と発展に大きな力となった。

沖は水生雑草の研究に力を注ぎ，ホテイアオイ， クロモ，オオカナダモ，コカナダモなどの

形態，生理生態，管理などの研究を行って，それらの利用から環境保護の研究も進めた。特に

水生雑草ホテイアオイの環境要因に対する生育反応及び繁殖力に関する研究で，昭和57年京都

大学より農学博士の学位を得た。

日本，韓国，中国，東南アジア，アメリカなどの各地で集められた植物標本は，その数4万

点以上にのぼり，他方，近藤収集の農林種子，笠原，榎本収集の雑草種子は 1万7千点以上で

すべてデータベース化きれており，近年収集きれた種子は冷凍保存きれている。本研究所の植

物標本類は我国最多の雑草標本を含み， 1980年に「岡山大学農業生物研究所所蔵標本目録」と

して出版した。この本は 2千種の岡山県産の標本も含み，岡山県植物目録としての機能も有し

ている。

次に昭和63年に資源生物科学研究所に改組以後，西と榎本により行われた研究について記述

する。西は昭和62年に当研究所圃場で生育中のタイヌピエの集団に本ヒエを枯死きせる微生物

(糸状菌)を見出し，これを利用して除草剤にたよらない環境調和型の雑草の防除管理法をめ

ぎして研究を続けている。これまでの研究で本菌はイネに無害であってタイヌピエを枯死させ

る。しかし他種のイヌピエ類には反応がなく無効でその作用に種特異性がみられる。従来の試

験では多肥田で著効があり，病気ヒエ藁の施与でも好結果が得られる。他方，昆虫ではセジロ

ウンカとある種のメイガがタイヌピエを食害し，前者はそれに集中的に飛来しこれを枯死きせ

るが，イネにはほとんど飛来せず，またメイガも一度タイヌピエに侵入すればその集団全部を

枯死に至らしめるがイネにはほとんど害はない。タイヌピエの防除の観点から両者を比較すれ

ば昆虫の反応が早〈多数の株を枯死きせるが，両者の併用は相乗的な効果はない。榎本は資源

植物としての雑草種子の収集とその冷凍保存に力を注いだ。その結果， 日本の雑草種子の大部

分にあたる1300種， 9000点の種子を収集し，それを用いて研究を開始した。 一方，資源植物種

子の収集にも努力し，近藤高太郎以来の種子数は約3800種， 17000点にのぼっている。その他，

雑草とその近縁種の比較生物学的研究，セイタカアワダチソウに関する生態学的研究，塩湿地

および干拓地における遷移の研究などを行っている。
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N.その他の特記事項

(1)微細気象環境研究領域

[学会活動] 本研究領域の研究者は農業気象学会，気象学会，生物環境調節学会，植物生理

学会，作物学会，植物学会， 日本地理学会， 日本生態学会などに所属し幅広い学会活動を行っ

ている。また昭和50年12月には日本農業気象学会全国大会を開催し，昭和35，36， 40， 46， 58 

年，平成3年には中国・四国支部大会を開催した。

学会役員として，高須は日本農業気象学会において評議員(昭和27-52年)，中四国支部長(昭

和37-52年)，瀬尾は評議員(昭和46-60年)，中四国支部長(昭和58-60年)，木村は学会編集

委員(昭和60年~平成元年)，評議員(昭和62年-)，学会賞審査委員(平成 3-5年)，中四国

支部長(平成5年-)を務め，学会の運営，発展にも寄与した。米谷，田中丸，柏木も支部幹

事や編集委員として支部の運営に協力している。

[国際交流] 海外技術協力として，台湾のE東関係協会，亜太科学技術協会及ぴ日本の船東

亜科学技術協会(科学技術庁所管)，側交流協会(外務省所管)の支援のもと，台湾農業気象研

修団を受け入れ，研修指導，研究交流を行った。平成元年には台湾省政府農林庁副庁長蘇匡基

以下4名，平成2年には農林庁技正楊嘉文以下5名，農林庁技正許佳仁以下5名が3-5日間

来室した。昭和61年，米谷はカナダで行われた日本，アメリカ，カナダの三国による炭酸ガス

変動計の国際比較観測に参加した。日中共同研究の一環として，平成4年夏，米谷は中国の西

北部のゴピ砂漠近くのオアシスのコムギ畑で微細気象観測を行い，翌6年11月に京都で開催き

れた国際シンポジウムで，解析結果を発表した。

[学術交流・調査] 高須・瀬尾・木村は昭和39，40年建設省の木曽三川河口資源調査団の環

境斑貝として河口における水温および塩分の観測を行った。昭和42，43年高須・木村は岡山県

林務課と協力して岡山県久米南町のマツタケ発生林の微細気象の観測を行った。昭和50年から

気象庁の地域気象観測システム(通称、アメダス)が研究所の観測圃場に設置きれ，災害防止や

気候資源の基礎資料として役立つている。

瀬尾・米谷・田中丸は昭和59年岡山県自然保護課と協力して高梁川上流県立公園羅生門特別

地域の自然保護調査を行った。米谷は昭和60年度環境庁国立公害研究所の客員研究員に委嘱き

れ，同研究所の研究に参加した。木村も平成 4，5年度環境庁国立環境研究所の地域流動研究

の非常勤職員を委嘱きれ，同研究所の研究に参加した。田中丸は昭和62年度農水省祈し動研究員

として「地形による局地気候分布の解析法」について中国農業試験場で研究を行った。柏木は

平成元年-5年にかけ，埼玉県「中川水系」の調査員として気候調査に参加した。米谷と柏木

は平成5年日本気象協会関西本部と「土地利用と気象環境に関する研究」を共同で行った。

[教育活動] 教授，助教授は修士課程学生の講義として農研時代微細気象学特論 1，IIを行

ってきたが，改組後は環境適応解析特論 1，IIの講義を行っており，毎年20名前後の受講生が

ある。当研究領域では修士課程修了者4名，在籍者2名である。

また高須は京都大学，広島大学大学院，岡山大学，ノートルダム清心女子大学，瀬尾は京都

大学，高知大学，香川大学，岡山大学，木村は九州大学大学院，北海道大学大学院，高知大学，

岡山大学，岡山女子短期大学，米谷は高知大学，岡山大学，香川大学，柏木は埼玉大学の非常



勤講師として講義した。

[学術講演] 木村は日本学術会議農業環境工学研究連絡委員会シンポジウム「農業生産と環

境」において講演を行フとともに， 日本農業気象学会においてシンポジウム「農業気象の社会

への貢献J r作物と雨環境J，木村・田中丸は「地域と環境に関するシンポジウム」で講演を行

った。また木村は当研究所主催の農業生物，資源生物科学シンポジウム「環境ストレスと作物」

「資源植物の水環境」において講演した。

米谷は気象研究所で開催きれた大気境界層ワークショップで「作物群落近傍における乱流輸

送」について講演し， 日本農業気象学会創立50周年記念「変動気候下での緑資源と食糧生産に

関する国際シンポジウム」では招待講演を行った。また米谷・柏木は農業気象学会の「地域と

環境に関するシンポジウム」で講演した。

[啓発活動] 木村は岡山大学公開講座，岡山県，広島県などの地方公共団体，私立大学，企

業，その他諸国体の主催する講演会の講師として，「植物と雨環境J r酸性雨」などについて講

演し，多雨の影響，地球環境問題に関して解説した。また倉敷市倉敷公民館活動の一環である

小学生の体験学習「アメダス見学一雨と風のはなし一」が資源生物科学研究所の観測圃場で行

われ，約60名の小学生および父母らが参加し見学と実習を行った。

(2) 雑草環境研究領域

[学会活動] 日本雑草学会， 日本植物学会， 日本作物学会， 日本生態学会，農業気象学会，

植物化学調節学会，種生物学会， 日本植物分類学会に所属し活動している。また昭和50年 4月

には日本雑草学会(旧雑草防除研究会)第14回講演会を， 60年 4月には日本植物分類学会第15

回大会を.60年 7月には日本作物学会中国支部講演会を， 61年7月には日本雑草学会雑草防除

夏期研究会をそれぞれ開催した。学会役員として笠原は日本作物学会評議員(昭和39-41年)， 

日本雑草防除研究会幹事(昭和37-47年)， 日本雑草学会副会長(昭和47-51年)，中川は日本

雑草防除研究会幹事(昭和41-50年)， 日本雑草学会評議貝(昭和50-59年)， 日本雑草学会副

会長 (昭和59-63年)，榎本は種生物学会幹事(昭和63年-)， 日本雑草学会評議員(平成6年

-)をつとめ学会の運営，発展にも貢献した。

[国際交流および学術交流，調査] 韓国，台湾，中国，香港，フィリピン，タイ，インドネ

シアでの雑草調査，タイ国カセサート大学と共同で「熱帯の劣悪土壌下における植生の回復」

研究，インドネシア・ポゴール農科大学と共同でインドネシアの水田雑草の分類に関する研究，

韓国全北大学と韓国の田畑雑草に関する研究などを行った。

榎本は環境庁委託で「日本絶滅危倶植物調査」の岡山県を担当(平成 6年)した。また倉敷

市委託「倉敷市酒津八幡山植生調査」およぴ高梁市委託「臥牛山のサル生息地の植生調査J (平

成2年)を行った。

[教育活動] 昭和44年に大学院農学研究科(修士課程)が，また昭和61年には大学院自然科

学研究科(博士課程)が発足し，以来農業生物研究所の雑草学部門の時代に修士課程11名，博

士課程1名，現資源生物科学研究所の環境適応解析(旧雑草学専攻)分野の時代に修士課程3

名が在籍し，それぞれ雑草の形態，生態，キク科植物，ゴマノハグサ科植物，カヤツリグサ科

植物，イネ科植物の種生物学，水生雑草の藻類の生育環境と繁殖機構の研究が行われた。
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[学術講演および啓発活動] 西は東北の岩手県などが構成主体のヤマセシンポジウム運営委

員会主催のヤマセシンポジウム(平成5年冷害とその周辺)において r23夜の月と冷害年一冷

害の歴史にみる地球の章動一」について講演(平成6年)を行った。

榎本は日本雑草学会シンポジウムにおいて「干拓地における雑草植物群落の遷移」について

(昭和58年)，国立公害研究所シンポジウムにおいて「笠岡湾干拓地における植生の遷移」につ

いて(平成元年)， 日本雑草学会夏期研修会において「帰化植物の種類と特性」について講演(平

成4年)を行った。

西は青森，岩手県の公共団体主催の会合で，冷害環境の予測に関連して r23夜の月と冷害年

(平成2年)j， r23夜の月から見た1993年大冷害(平成5年)j， r21世紀前半の23夜の月と冷害

年(平成 6年)j等の解説を行った。

榎本は倉敷市立自然史博物館設立準備委員(昭和58年)，倉敷市立自然史博物館協議員(昭和

59年-)，倉敷市立自然史博物館友の会副会長(平成 3年-)，倉敷の自然をまもる会理事(昭

和63年-)，高梁川流域の水と緑を守る会理事(平成 2年-)，標本の名前を調べる会(倉敷市

立自然史博物館主催)の講師(昭和59年-)，倉敷市内の公民館主催の夏休み講座(昭和63年-)

などで講師として所外で啓発活動を行った。
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大麦系統保存施設

1 .研究分野の歴史

当研究所においては設立の当初から近藤高太郎所長を中心として穀類に関する研究が進めら

れており， 1935年，当時の種芸部に着任した高橋隆平氏は日本各地，続いて世界各地のオオム

ギ品種を収集してその諸特性の地理的分化を調べ，オオムギの進化と伝播に関する研究を展開

していた。高橋隆平氏のオオムギ研究は研究所の岡山大学移管後，作物遺伝学部門において継

続きれ， 1967年からは大麦系統保存事業費が予算化きれた。

1979年には大麦系統保存施設が設置きれ，作物遺伝学部門の安田昭三教授が施設長として併

任きれた。当初，専任教官は助教授 1名のみで，作物遺伝学部門の小西猛朗助教授が配置換え

となった。小西猛朗助教授は1989年九州大学へ転出し，後任には遺伝制御分野の武田和義助教

授が同年12月配置換えとなった。 1990年 4月教授1名と助教授 1名の純増が認められ，武田和

義助教授が周年11月教授に昇格し、 1991年 1月遺伝制御分野の佐藤和広助手が配置換えとなっ

た。周年 7月病態解析分野の部田英雄助手が助教授のポストを振り替えて助手として配置換え

となった。 1992年4月武田和義教授が第 2代の施設長に就任した。武田和義教授は1993年 4月

遺伝制御分野に配置換えとなり，後任には周年10月生物間情報認識分野の河田和雄助教授が昇

格した。 1994年 1月部回英雄助手は助教授に昇格した。周年河田和雄教授と部田英雄助教授は

停年によって退官し，周年4月武田和義教授が再び教授に配置換えとなった。同年5月佐藤和

広助手が助教授に昇格し，後任として同年6月遺伝制御分野の武田真助手が配置換えとなった。

1994年には技官1名の純増が認められ，石井誠氏が採用きれた。

n .研究領域

大麦系統保存施設規程によれば当施設の目的は「大麦の栽培種および野生種の収集と保存な

らびにそれらの特性の調査研究を行つこと」とあり，これに沿ってオオムギの進化学的研究と

オオムギ遺伝資源の開発 ・評価 ・利用に関する研究を展開している。

ill.研究活動

小西猛朗元助教授は大麦系統保存事業のシステム化を計るため約4.000の保存品種・系統の30

数項目にわたるデータベースを作成し，利用目的により自由に検索できるシステムを開発した。

このデータベースは1983年に遺伝資源カタログとして出版きれ，世界各国のオオムギ研究者に

活用きれている。小西猛朗元助教授はこの仕事と平行して，作物遺伝部門在籍中に行っていた

突然変異の研究や，補足遺伝子によって表現きれる雑種弱勢遺伝子の研究を続けると共に，自

然突然変異による相互転座系統の検出や，受精競争遺伝子について多くの材料を用いてその地

理的分布を調べた。さらに適応や選抜に直接的には関係しないいわゆる中立と考えられる同位

酵素遺伝子を世界各地の品種について分析し，これらの結果から高橋隆平名誉教授が行ったオ

オムギの遺伝的分化と地理的分布の問題に関して，補足的なあるいはさらに詳細な情報を提供

した。また，同位酵素遺伝子と大麦縞萎縮病抵抗性遺伝子Ymとの密、接な連鎖関係を見いだ
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し，これを利用して，圃場試験によらないで個体あるいは系統選抜を行う方法を案出した。こ

れは関係各試験機関で育種に利用きれている。

武田和義教授が当施設に着任してからは，地球的規模における環境変動に対応するために資

源生物の遺伝的多様性を保全し活用するという観点から，各種ストレス耐性の検索と遺伝解析

に力を注いでいる。研究対象の形質は耐病性，耐虫性，耐早性，耐塩性，耐湿性など多岐にわ

たっている。このうち，従来，有効な抵抗性がないと言われていた赤かぴ病については，独自

に開発した精度の高い検定方法を用いて世界中の約4.000品種を検定し， 23品種の極強品種を見

いだし，抵抗性の遺伝分析を行った。佐藤和広助教授は大麦網斑病抵抗性の検定方法を確立し，

約5，000の保存品種と野生種を検定して抵抗性遺伝資源を検索すると共に遺伝解析を行い， 1993

年に北海道大学から農学博士の学位を授与きれた。河田和雄元教授は生物間情報認識分野と共

同してアプラムシ耐性の研究を行った。また，部田英雄元助教授はうどんこ病抵抗性に関する

研究によって1993年に岡山大学から農学博士の学位を授与きれた。武田真助手はオオムギ属と

コムギ属植物の細胞遺伝学的研究を進めている。

武田和義教授は1988年以来，中国黄土高原において 6年間，また， 1990年以来中国三河平原

において 5年間，中国科学院との共同研究によって乾燥塩類化土壌における麦類の耐性品種の

開発と解析を行い，耐早性と耐塩性に関する遺伝資源の検索と解析に成果をあげており， 1995 

年から更に 5年間，この日中共同プロジェクトは継続きれることが決まっている。

また，武田和義教授は有機燐系の殺虫剤であるダイアジノンに対する感受性の遺伝子がオオ

ムギに存在することを発見し，その遺伝性と座乗染色体を明らかにした。きらに約6，000品種を

調査して，この感受性遺伝子が中近東を中心として局在し，オオムギの地理的分化を解析する

有力な標識形質の一つであることを明らかにした。また，約9，000品種のオオムギを供試して，

オオムギでは初めてフェノール酸化反応を欠〈変異体を見出し，その遺伝性と座乗染色体を明

らかにした。このフェノール酸化反応を欠〈変異体は，いわゆるシルクロードに沿って分布し

ており，ダイアジノン感受性遺伝子と共に，オオムギの系統進化を解析するマーカーとして注

目きれている。

N.学術的および社会的評価

オオムギは昔から世界各地に分布する重要作物であり，その研究は欧米を中心に進められて

きた。一方，東アジアに分布するオオムギは極めて多様性に富んでいて進化的に特異な位置に

あり，世界の研究者の注目を集めている。そのような経緯から1986年には第 5回国際オオムギ

遺伝学シンポジウムを岡山の地で開催した。きらに，近年は分子・細胞生物学的な研究が進展

するに伴い，突然変異系統や同質遺伝子系統の重要性が広〈認識きれるようになり，当施設が

育成し，保存している材料についても内外の多くの研究者から材料の分譲依頼や共同研究の申

し込みがある。また，現在，世界のオオムギ品種の中から約1，300を選んて世界中のオオムギ研

究者の共通の研究材料にしようとする国際オオムギコアコレクションの構想が進んでおり，当

施設はアジアの拠点として，そのうち約 3分の lにあたる380品種を担当することになってい

る。

生物の遺伝的多様性を保持し，利用するうえで遺伝資源に関する研究の重要性は今後ますま
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す増大すると考えられる。

v .特記事項

1970年代から日本の各地に土壌伝染性ウイルスによる縞萎縮病が発生し，当時のビールオオ

ムギ品種はこの病気に擢病性であり，また，土壌伝染性ウイルスを防除するのは非常に困難だ

ったため， 日本のビールオオムギ栽培は壊滅の危機に瀕したが，高橋隆平名誉教授が1940年代

に中国から導入した「木石港 3jが本病に抵抗性であることがわかり，その抵抗性遺伝子を利

用して「ミサトゴールデンj. rニシノゴールドj. rきぬゆたか」などの抵抗性品種が育成きれ，

我が国のビールオオムギ生産は危機を脱することができた。
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5 . 岡山大学資源生物科学研究所

創設80周年記念式典及び講演会



5 • 岡山大学資源生物科学研究所創設80周年記念式典及び講演会

本冊子のはじめに述べたように，平成 7年 1月20日倉敷市公民館において，岡山大学資源生

物科学研究所創設80周年記念及ぴ新営建物竣工披露式典が，多数の来賓を迎えて盛大に開催き

れた。式典においては，文部大臣代理北尾学術国際局研究機関課国際プロジェクト官，岡山大

学小坂二度見学長，大原奨農会理事長大原謙一郎代理守屋清氏，岡山大学高橋克明前学長，岡

山大学農学研究科千葉喬三科長から丁重な挨拶並びにご祝辞を賜った。文部大臣，学長からは

挨拶，祝辞文を頂いているので所長式辞とともに記録をここに残す。式典に引き続いて，記念

講演会を開催した。特別講演会においては理化学研究所理事長(前東京大学総長)の有馬朗人

先生に“自然と文化一自然と共生する文化一"というテーマで1時間にわたるご講演を頂き，

拝聴した。有馬先生の講演記録については，録音テープから原稿を起こしたものである。

式典及び記念講演会の式次第及ぴ会次第を示す。

記念式典式次第

1.開式の辞 (研究所教授木村和義)

2.式辞 (所長 青山勲)

3.学長挨拶 (岡山大学長小坂二度見)

4.来賓祝辞 (文部大臣 与謝野馨

代理学術国際局 北尾善信国際プロジェクト官)

(大原奨農会理事長大原謙一郎代理守屋清)

(前岡山大学長 高橋克明)

(農学研究科長千葉喬三)

5.工事経過報告 (事務局長 伊藤公紘)

6.感謝状授与 (岡山大学長 小坂二度見)

7.祝電披露 (研究所教授 松本英明)

8. 閉式の辞 (研究所教授 木村和義)

記念講演会会次第

1.研究所の展望 (司会:研究所教授兼久勝夫)

2.特別講演会 (司会: 向上 井上成信)

自然と文化ー自然と共生する文化ー

理化学研究所理事長有馬朗人
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5-1 記念式典

岡山大学資源生物科学研究所

創設80周年記念式典式辞

本日，ここに岡山大学資源生物科学研究所創設80周年・新営建物竣工披露記念式典を開催い

たしました所，大変お出ましにくい中を文部省からは学術国際局研究機関課北尾国際プロジェ

クト官，渡辺事務官，そして大原奨農会理事長代理，岡山大学の歴代並ぴに近在の大学学長先

生を始め，岡山県，倉敷市の関係者さらに岡山大学関係各位のご臨席を賜り，ここに盛大な式

典が挙行できますことは，私達の最も大きな喜びとするところであり，心よりお礼申し上げま

す。

1月17日未明，兵庫県南部地域で発生しました地震災害のこと，被災者の方々のことを考え

ますと，式典を開催することに，大変心の痛む思いが致します。ご挨拶の冒頭ではごぎいます

が，被災者の方々にお見舞いと哀悼の意を表したいと思います。

きて，当研究所は，大正3年，時の倉敷紡績の社長でありました大原孫三郎氏が，小作農家

のため，一般農作業の改良に貢献することを意図きれ，財団法人の大原奨農会農業研究所とし

て創設きれ，今日に至ったものであります。

大原農業研究所史をひもときますと，大原氏御自身の陳述の中に，奨農会の目的を「深遠な

る学理を研究し，これが実際的応用に依る農事の改善」にあるとし，一般学術研究の普及に努

めたい，と述べられています。そして研究所設立の主目的は，「農業に関する重要課題を科学的

に深〈掘り下げて研究し，その成果を公表して実際農業に貢献することにある」とうたわれて

おります。

この研究所の創立理念は，長〈研究所の理念として，そして大正時代から，昭和，平成へと

引き継がれた80年間の伝統となり，今日に至ったと考えております。戦後の動乱と厳しい経済

情勢の下では，文部省から多大なご援助を頂きました。そして昭和24年国立大学設置法の成立

により岡山大学が創設きれ，その後，大学の要請もあり，昭和26年から27年にかけて岡山大学

に移管きれる事になりました。 37年間の財団法人大原農業研究所の歴史にピリオドがうたれ，

ここに岡山大学農学部附属大原農業研究所として再出発致しました。同28年には大学附置研究

所になり，岡山大学農業生物研究所に改称きれました。

さらに昭和63年，当研究所は新たな改組により，岡山大学資源生物科学研究所と名称を変更

し， 3大部門， 1外国人客員研究部門， 1附属施設から構成される研究所に生まれ変わりまし

た。その結果，関係各位の大きなご尽力により，研究棟3号館，遺伝子実験棟，附属図書館分

館としての史料館が新営されました。

この間，文部省を始め，大学当局や関係各位から頂きました有形，無形の暖かいご支援，ご

厚情に厚くお礼を申し上げたいと思います。とりわけ大原奨農会には，研究所の創設以来，今

日に至るまで受けてまいりました研究助成には計り知れないものがあると深〈感謝致しており

ます。

また，本席には，研究所の歴史を造って来られました多くの先輩諸氏に，遠くからもご参列
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頂いております。 80周年は 1つの結節点に過ぎないかも知れませんが，この式典をともに祝う

ことの出来る喜びをひしひしと身に感じております。

私達，現職の教職員に取りましては，大原農業研究所以来の優れた研究業績と伝統を継承し，

きらに21世紀に向けて，新しい発展を図るべく努力して行くことが最大の責務であると考えて

おります。また私達は，何事にも代えがたいこの歴史を大変誇りに思い，また大変重いもので

あるとも受けとめております。しかし同時に，知何に輝かしい過去の業績も，伝統もそれ自身

によっては，私達の将来を保証するものでは決してないことも承知致しております。

今，全国の大学は，明治時代の学制改革以来の，そして岡山大学自身も開学以来の大変革の

時代にあります。当研究所もその中にあって，将来のあり方をいろいろと模索しているところ

でございます。

ここに，本日ご臨席頂きました全ての方々に，今後とも多大なご支援，ご鞭提を賜りますよ

う，心からお願い申しあげますとともに，大変ご多忙な中，またお寒い中をご来席いただきま

したこと，改めてお礼申し上げ，皆様方のご健勝をお祈りいたしまして，式典の開会に当たり，

ご挨拶ときせて頂きます。

本日は誠に有り難うごぎいました。

平成 7年 1月20日

岡山大学資源生物科学研究所長青山 勲
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岡山大学資源生物科学研究所

創設80周年・史料館等壊工披露記念式典

挨拶

本日，岡山大学資源生物科学研究所の創設80周年並ぴに史料館等竣工記念式典が挙行きれる

に当たり，文部省学術国際局研究機関課から北尾国際プロジェクト官，渡辺事務官，また，大

原奨農会理事長をはじめ，多数のご来賓のご臨席をいただき厚くお礼申し上げますとともに，

ご関係の皆様に対し，心よりお慶び申し上げます。

今日，大学は大きな変革をとげようとしておりますが，本学においても関学以来の大変革の

時期にあります。平成6年10月教養部を廃止し，環境理工学部を創設いたしました。環境理工

学部の創設は地球規模の環境問題が国際政治の問題として，国連地球サミットにおいて論議さ

れるようになった今日，そして地域の環境問題が保全から創造へと移りゆく時代に，まことに

時宜を得たものと考えており，関係方面からも大きな期待が寄せられております。これにより，

本学は11学部を擁する国立大学としては北海道大学に次ぐ 2番目の規模をもっ，名実ともに総

合大学となったのであります。

そして教育体制の面でも 4年ないし 6年の一貫教育を行うことにより，基礎学力と実務能力

を兼ね備えた人材の育成を行うべ〈教育組織・体制の改革を図り，平成 7年度から新カリキュ

ラムを導入することとしております下

また，研究体制の面でも大学院重点化に向けた改革に取り組む必要があると思っております。

こういう状況の中で輝かしい歴史と伝統を持つ本研究所は岡山大学の中できわめて重要な部門

であると評価し，期待しております。

ところで，本研究所はその前身であります財団法人大原奨農会農業研究所が大正3年 7月に

創設されて以来，丸80年を経過いたしました。この80年という歴史はとうとうと流れる奔流の

ごとし世相に動じることなし大正，昭和，平成へと三代の歴史の時を刻んできたのであり

ます。その後幾多の変遺を経て， 7年前，農業生物研究所から，資源生物科学研究所へと改組

きれました。その設置目的や部門構成をみますと，資源生物を対象として，これを遺伝，機能，

生物環境という 3つの研究概念を柱としており，さらに8000種以上の大麦のコレクションを持

つ施設が附属する研究所へと新たな発展を遂げたのであります。そしてこの度，研究棟3号館，

遺伝子実験棟，附属図書館分館の史料館が新たに建設きれ，竣工いたしました。ここに改めて

80年の歴史に対し深い敬意と祝賀の意を表する次第であります。

国際化がますます進んでいく今日，我が国がその中で，経済面のみならず，学術面において

もアジアの，そして世界のリーダーシップを発揮してゆくことが期待されております。国連に

よりますと， 2045年には世界の人口が96億人になると推計きれております。きたる21世紀には

世界の人口増とそれにともなう食糧問題，そして地球環境問題が自然と生命体の存亡に関わる，

国際的にも最も重大な問題となる可能性があります。このような状況を考えますと，実学とし

ての農学をベースにした資源生物科学の研究は極めて重要な研究領域であると考えます。この

80周年の式典を機に，本研究所が学内外の研究者と一層の連携を図り，ますます発展してい〈
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ことが岡山大学のみならず，我が国にとっても大きく期待きれているところであります。。

終わりにあたり，これまでの輝かしい80年の歴史を作ってこられた先輩並びに関係各位に重

ねて敬意と尊敬の念を表するとともに，本研究所にこれまでご支援，ご指導をたまわりました

方々に対して深〈感謝の意を捧げます。岡山大学資源生物科学研究所の今後の益々の発展とあ

わせて関係各位並びに本日ご臨席の皆様のご健勝をお祈りして，ご挨拶と致します。

平成7年 1月20日

岡山大学長小坂二度見
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祝辞

本日ここに，岡山大学資源生物科学研究所創設80周年記念式典が挙行されるに当たり，一言

お祝いの言葉を申し上げます。

本研究所は，大正3年に設立された財団法人大原奨農会農業研究所をその前身とし，一時，

岡山大学農学部附属大原農業研究所の時代を経て，昭和28年には，大学附置の農業生物研究所

となり，この間一貫して生物資源の確保と開発に関する基礎研究を推進してこられました。

きらに，昭和63年には，資源生物，特に資源植物についてバイオサイエンスの視点から総合

的に研究を展開するため，資源生物科学研究所に発展的に改組 ・転換され，現在の体制へ移行

きれたわけであります。

このような伝統と優れた実績を持つ本研究所が，このたぴ80周年を迎えられましたことは，

誠に喜びに堪えません。現在に至るまで，本研究所が高い研究水準を維持し，着実な発展を遂

げておられますことは，歴代所長をはじめとする所員の皆様のたゆみない努力の賜であり，心

から敬意を表する次第であります。

地球環境の保全や人口問題の解決に向けて真剣かつ緊急な取り組みが強〈求められている今

日，人類共通の財産である資源生物の健全な育成と利用に関する基礎的研究は，学術的な意義

はもとより地球的・社会的課題として，ますます重要性を増しております。

このような状況を踏まえ，本研究所がこれまでの研究成果の蓄積を十分に生かし，持てる能

力をいかんなく発揮きれ，学界及び社会に対して更なる貢献を果たきれることを心から期待し

ております。

本日ご列席の関係各位におかれましでも，なお一層のご支援を賜りますとともに，本研究所

の今後ますますの発展を祈念いたしまして，お祝いの言葉と致します。

平成 7年 1月20日

文部大臣与謝野 馨

-70ー



5-2 記念講演会

rao年の歴史から21世紀へ向けて」

岡山大学資源生物科学研究所長青 山 勲

我が国は，今年で丁度戦後50年を迎え，今新たな歴史の扉が聞かれょっとしています。そし

て21世紀まで，あと 5年，既にカウントダウンの時代に入っております。この間，戦後50年の

総括をどのように行い， 20世紀の最後をどのように送るのか，そして新しい世紀をどのように

迎えるのか，それが今関われているときではないかと思います。折しも，私共の研究所は，そ

の前身である財団法人大原奨農会農業研究所が，大原孫三郎氏によって創設きれて以来，丁度

80周年を迎えるに至りました。

この記念すべき時期，この 1年間，研究所では. 5月に大麦系統保存施設の公開. 8月に公

開講座「植物バイオの世界J. そして本日の記念式典，講演会，祝賀会，明日開催予定の第11回

資源生物科学シンポジウム「植物ゲノム研究の現状と展望」を， 80周年記念事業の一貫として

位置づけ，開催して参りました。私達はこれを単に80年を回顧し，その歴史に浸るだけでなく，

21世紀へ向けての新たな出発点にしたいと考えてきました。

研究所の歴史は，既に昭和36年 3月発刊の「大原農業研究所史」と平成4年 3月に発刊きれ

た「農業生物研究所史」に詳述きれており，今ここに改めて，単純に歴史を語るのではなく，

私達の研究所がこの80年間，学術研究面において何をなしてきたか，研究所の創立当時の理念

から考え，研究成果がどの様な社会的貢献をなしてきたか，等について改めて，自らの点検・

評価を行うべ<.未定稿ではありますが，この様な冊子，「80年の歴史から21世紀へ向けて」を

作製いたしました。

本研究所の図書館史料館には，大原農業研究所時代の大変貴重な写真が残っていますので，

それらをスライドでお示ししながら， 80年の歴史を，急ぎ足で振り返ったみたいと思います。

写真 1は大正11年12月に撮影きれた大原孫三郎44オ

のときの遺影であります。孫三郎は大地主の子，倉敷

紡績の社長，そして中国銀行を起こした最初の頭取と

いう大変な事業家ではありましたが，一方では小作農

を大切にし，女工きんの生活に心を痛め，それらの問

題を解決するには基礎的研究を行うことの重要性を説

き，大正3年大原農業研究所を発足きせ，その後大正

8年大原社会問題研究所，大正10年倉敷労働科学研究

所，きらに大正12年には倉敷中央病院を相次いで設立

しました。施設の創立のみならず，いろいろな分野で

の若手の育成にも熱心で，多くの若き研究者に自らの

財を奨学金として贈与しています。その 1人が児島虎

次郎という画家で，ヨーロッパへ遊学きせ，そこで日

本の画家たちに真の絵を見せたいと願い，優れた絵画
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を大量に購入して， 日本に持ち帰らせ，展覧会を開催しました。これが大原美術館を起こす発

端となった訳です。孫三郎は当時には，破天荒な事業家のように見えたかも知れませんが，同

時にすぐれて文化人でもあったと思います。

昭和17年 1月18日孫三郎は長男総一郎にみとられて64才の生涯を終えました。孫三郎の口癖

の一つは「わしの眼は10年先が見える」であったと書物で見聞致しております。

写真2は近藤高太郎の肖像写真です。当時孫三郎は，

農業研究所を広範な農民教育を中心とする学校を作ろ

うとされたようですが，東大卒業後ドイツに留学し，

帰朝した近藤高太郎を大原奨農会の設立に当たらせて，

彼の自由な発想で，学術研究を主体とする研究所を設

立することになりました。近藤高太郎は種芸部に属し，

各種農作物の種子についての幅広い研究を行い，昭和

4年(1929年)天皇陛下が当地に行幸の際，マ市およぴ米'

と題する御前講義を行うという栄誉を担われました。

その後種芸部から病理昆虫部，農芸化学部が独立し，

西門義一，春川忠吉，大杉繁，その他多数の優れた研

究者を排出してきました。昭和 4年に財団法人大原農

業研究所と改称きれ，園芸部，農具気象部，農政部が

その後廃止されました。

孫三郎の偉大な点のひとつは研究費を十分に投資し，

内外の優れた研究図書を惜しげもなく大量に購入し，

選り優れた研究者に自由に研究きせたことにあると言

えます。その 1つに植物生理学の創始者ともいうべき

ペッファ一博士の直筆の入ったプランツェンヒジオロ

ジーの書物の購入があります。これは今も貴重図書と

して史料館に大切に保存きれています。その復刻版を

大原奨農会の援助を得て作製し，それを記念して，平

成 3年国際シンポジウムを倉敷で開催しました。写真

3がペッファ一博士の肖像写真です。

大原総一郎は，孫三郎の死の翌年，昭和18年に第 2

代目の大原農業研究所理事長に就任きれ，奨農会の伝

統を引き継ぎ，一層の発展に尽くされました。氏を語

写真2 近藤高太郎肖像写真

写真3 W.Pfeffer肖像写真

る逸話に，晩年病院生活の中，死を前にして，会社創立記念日に因む原稿に次のように書いて

います。「第42回創立記念日おめでとう。おめでたい創立記念のための条件は，第 1に会社は，

日本あるいは世界において存在理由のある会社であるかどうか，第 2にこの会社に働く人達が

本当に生きがい，働きがいを感じているかどうかにかかっています。」 私達はこの中で，会社

を研究所に置き代えて，今後の研究所のあり方として考えてゆきたいと思います。総一郎もま

た見事に文化人であったと思います。そしてさらにこの伝統は 3代目の大原謙一郎様にも引き
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継がれていることを，お会いする度，身に感じています。

史料館には昭和の始めまでの当時を偲ばせる多くの

貴重な写真がセピア色になって残きれています。写真

5は大正15年当時の研究所全景写真であります。この

年には，時の皇太子殿下が研究所に御成りになり，そ

の時のスナップ写真を写真6， 7に示しています。

写真8はいつの頃か不明ですが，大原農業研究所時

代の職員の写真です。

写真9は昭和 9年6月，高松宮殿下，同妃殿下が研

究所に御成になったときの写真です。今の時代ならお

二人並んで歩かれるところですが，戦前，女性は，男

性の 3歩下がって歩くべしと言われた，その時代の様

子がこの写真から伺えます。

研究所には何度か皇室関係の方々がお成りになって

いますが，写真10は昭和15年に皇太子殿下が行啓され

た時の記念碑です。これは今も研究所の中庭にありま

す。

写真4 大原総一郎肖像写真

写真5 財団法人大原奨農業研究所

全景前面

写真6 皇太子殿下農業研究所御成写真

写真7 皇太子殿下農業研究所御成写真 写真8 大原農業研究所写真集2
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写真9 高松宮殿下，同妃殿下研究所に
成らせらる

写真10 財団法人大原農業研究所写真集
(皇太子殿下行啓記念碑)

このような経緯を経て大原奨農会農業研究所は，第 2次世界大戦後，昭和22年に行われた農

地改革のために，奨農会の基本財産の大部分を失い，経営困難に陥ることになりました。

昭和24年国立大学設置法により岡山大学が

設置されるに及ぴ，本研究所もその構成員と

して参加するよう望まれ，昭和26，27年にわ

たって移管し，岡山大学農学部附属大原農業

研究所となり，次いで翌年28年には大学附置

の岡山大学農業生物研究所と改称されました。

その設置目的は「農業生物に関かわる学理及

びその応、用の研究」であり，農学あるいは農

業に関する基礎的研究を行うことでありまし

た。この時，作物生理学部門が設置され，作

物遺伝学，生物化学，害虫学，植物病理学と

合わせて 5部門体制がとられました。その後，

積み重ねられた業績を背景に昭和35年には微

細気象学，昭和41年には生物水質学，昭和45

年雑草学が，昭和54年には大麦系統保存施設

が附属施設として設けられ， 9分野 1附属施

設で運営きれました。

そして，昭和50年台の後半，全国の大学の

研究所が見直しきれる中，昭和63年当研究所

はバイオサイエンスといっ視点を加味した新 図1 部門構成の基本概念図

しい研究所，資源生物科学研究所へと改組が行われました。時の学長，大藤先生や次の高橋先

生には大変なお世話になった時代であります。

改組後の分野構成は 3大部門 9研究分野， 1外国人客員教授部門， 1附属施設から構成きれ

ています。この部門構成の考え方の基本概念を図 1に示しています。この図の意味は，研究所

-74ー



は資源生物特に資源植物を対象として，生物の生命を根幹的に司る遺伝と，その結果として発

生する生物の機能と，生物の生存の基盤となる環境の 3つの研究領域を柱として研究しようと

するものであります。

そして最終的には，図 2に示きれるように3領域を研究の柱として，人間にとって有用な資源

生物の育生と保全を計ることを目的として研究を進めています。

.-
|三大部門に支えられた研究所F

図2 3本柱の構成とその目指すもの

我が国の GNPは世界のトップレベルにあり，今後ますます国際的貢献が要求きれるように

なると思います。。研究所の外国人客員部門は，そういう意味からも，又新たな研究領域を導入

する契機になるという点からも，大きな役割を果たしています。

今後研究所の持つべき研究活動機能として，学際性，国際性，公開制を重要なキーワードと

して，ハードとソフトの両面を持ちフる整備を計ってゆきたいと考えています。

今，時代はエネルギー源としての化石燃料の大量消費による酸性雨や，科学の力によって人

工的に作り出きれたブロンガスによるオゾン層の破壊に代表きれるきまざまな地球規模の環境

問題が国際的な問題となり，また先進諸国における構造的な経済不況は，私達の行き先を見通

すことの困難な，ファジーなものとしています。

このような状況の下で，私達は80周年を迎えることになりました。私達はこの長い歴史を大

変誇りにd思っており，この歴史を創って頂いた，全ての先輩諸氏，そして関係者の方々に，お

ひとりお一人のお名前をあげることはできませんが，心より，厚くお礼申し上げます。

大正ロマンの花開いた時代から，戦争の続いた昭和20年まで，そして戦後の復興から，経済

的自立と繁栄，そしてその陰での公害，環境問題の今日の時代まで，世相の大きな変動ととも

に私達の研究所は育ち，変貌をとげて参りました。 80周年を迎えるに当たり，私達はこの歴史

-75-



を自らが再評価し，私達が先輩から引き継いだ遺産を次の世代へどのように伝えていくか，又，

同時に私達自身が今後，研究所の教職員としてどう生きてゆくか，更に研究所をどのように発

展きせていくかを見極める結節点にしたいということを目標として，この 1年間，一連の記念

事業を企画して参りました。

20世紀の最後は，大江健三郎氏がノーベル賞受賞講演において，「あいまいな日本の私」とい

うテーマで述べたごとしそしてこの 1月17日未明に起こった兵庫県南部地震は，まきに最も

不確実な現象が，私達にとって最も不幸な形で現れた様に，極めて混沌とした時代になる様相

を感じます。しかし国際化が益々進んで行く時代，何事にも，いつまでも暖昧きが許容きれる

時代ではなくなってきていると思います。

私達の研究所も，明確な目的意識を持って，将来の方向を見定めて， 21世紀を迎えたいと望

んでいます。その先頭に立ち，次の世代を支えるのは研究所の若手研究者達であります。この

様な考え方から，この後，研究所の 3部門， 1附属施設の若手教官，助手，助教授の先生方か

ら，極めて短時間ではありますが，自由に研究の展望を語って頂こうと思っております。

静聴ありがとうございました。

岡山大学資源生物科学研究所 親交会 1995. 1. 4 
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飛朔一次世代を担う若手研究者

植物におけるアルミニウム毒性ならびにアルミニウム耐性の分子機構

遺伝情報発現部門

形質発現分野山本洋子

私は，環境ストレスの中で特に酸性土壌に着目して研究を進めております。そこで，先ず，

現在やっております研究の一端を御紹介し，これからの研究の展望をお示ししたいと思います。

なお，御紹介いたします研究は，同じ研究室分野に所属しております松本英明教授，江崎文一

助手，それに院生との共同研究によっておこなっているものです。

私たち人聞を含めて動物の生存基盤を支えているのが植物ですが，その役割の一例を図 1に

示しています。植物が，光合成をする過程で作り出す酸素分子が上空でオゾン層を形成し，こ

のオゾン層が太陽からの有害な紫外線をシャ ットアウトして，我々の生存が可能になっていま

す。このように植物は重要な働きをしているのですが，その生育を阻害する様々な因子が環境

中に存在します。その因子の例を図 1に示していますが，その中に酸性土壌があります。土壌

が酸性に傾いている地域は地球上のかなりの部分を占めています。それに加えて近代工業の発

展に伴い，大量のイオウ酸化物や窒素酸化物が大気中に放出きれるようになり，これらが，硫

酸や硝酸の雨となって降り注ぐようになりま した。こうなりますと，地球規模で土壌の酸性化

が徐々に進行していると考えざるを得ません。そして，酸性土壌では植物の生育が阻害きれ，

ついには枯れてしまいます。
図2

図1
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環境ストレスによる植物の生育匝害

酸性雨

紫外線

酸素

温度

酸性土痕

アルカ リ性土寝

塩類集積土寝

アルミニウムイオンが、主な原因である。

では，どうして酸性土壌で植物の生育が阻害きれるのでしょうか。その直接の原因は酸性で

はなく，土壌が酸性になることによって，土壌の主要な元素であるアルミニウムがイオンとし

て溶出し，このアルミニウムイオンが根を攻撃するためであると考えられています。根は植物

にとって重要な器官でありまして，ここから生育に必要な水や窒素， リン酸，カリウムといっ

た元素を吸収して地上部が生育します。アルミニウムイオンが根を攻撃しますとこの養分の吸
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収が阻害きれ，地上部の生育が阻害きれるわけです(図 2.)。図 3には，エンドウ豆をアルミニ

ウムで処理した例を示しています。対照区に比較してアルミニウム処理区では根や上陸軸の伸

びが阻害きれているのがわかります。

そこで私達は，アルミニウムでなぜ生育が阻害きれるのかを，先ず細胞および分子レベルで

明らかにしたいと考え，解析の容易な培養細胞を使って研究を開始しました。図 4には，私達

が用いていますタバコ培養細胞をアルミニウムで処理し，アルミニウムが細胞のどの部位に集

積しているかを調べたものです。アルミニウムを検出する色素で染色しますと，青〈染色きれ

た部位，すなわち細胞壁や原形質膜を含む細胞表面と核に集積しているのが分かります。

図3

図5

アルミニウム毒性被槍

K+ 

細胞壁

AI9+ 

(H，O.. 0，. OH・)

』

脂質的過Itit

細胞眼視舵の低下

4 
細胞死Fe2+ 

アルミ二ウムイオンは鉄イオンと共に原形質恨の

脂質的過陵化を引塵起こし、原形質腹自.能を低

下させ細胞死に111る.

図4

図6

アルミニウム耐性機嫌
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AI9+ 
活性霞.消去系白

電量噂

Fe2+ 
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グルタテ雰ンーs-

トランスフエラーゼ

βーカロチン

原彰賀.において、活性殴震のi両去系を活性化喜

せ、脂質過It化が起らないようにする.

この培養細胞系を使って，私達が明らかにしましたアルミニウムによる毒性機構を図 5に示

しています。まず，アルミニウムが細胞壁や細胞膜に結合しますと鉄イオンが細胞内に流入し
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活性酸素の発生を促進します。活性酸素は，原形質膜の過酸化を引き起こしその結果原形質

膜の機能が低下し，細胞死に到ることが分かりました。

また，アルミニウムに対する耐性の機構としましては，たとえアルミニウムによって鉄イオ

ンが細胞内に流入しでも，活性酸素を消去する低分子物質を原形質膜に埋め込んでやるとアル

ミニウムの毒性は全〈表れなくなることが分かりました。また，アルミニウムに耐性をしめす

細胞には，パーオキシダーゼやグノレタチオンーs-トランスフエラーゼ， βーカロテンといった活

性酸素消去系の酵素や低分子物質の，量が増えたり遺伝子発現が増加していることが分かりま

した。このことから，活性酸素消去系の活性を高めることによってアルミニウム耐性を獲得す

る可能性が考えられます。

以上の結果は培養細胞を用いて得られたものですので，植物個体でも同じことが起こるかど

うかの確認が必要です。この問題も含めまして今後の研究の方向ですが，先ずなぜアルミニウ

ムが植物を枯死きせるのか，その毒性機構の詳細を細胞および分子のレベルで明らかにしたい

と思います。きらに，明らかになった毒性機構に基づいて植物がどのようにしてアルミニウム

に耐えているのか，その耐性機構も明らかにしたいと思います。きらに耐性に関わる遺伝子を

分離し，その遺伝子を用いた耐性植物の作出も行っていきたいと考えております。
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21世紀に向けての研究と課題

生物機能解析部門

機能物質解析分野杉本 学

私は糖質関連酵素のタンパク質工学について研究を進めています。糖質関連酵素はデンプン

加工品の製造に重要な働きをしており，酵素の工業的利用の中て最大の位置を占めています。

また，これら酵素の機能を解析した結果，腸内有用細菌である“ピフィズス菌"の増殖を活発

にし整腸効果を示すフラクトオリゴ糖，抗う蝕性で虫歯予防に有効である機能性甘味料の合成

など酵素の高度利用が行われています。この研究分野では将来においても有用オリコ糖の発見

が期待きれます。しかし，それが天然に存在する酵素では合成不可能である場合も当然起こり

えます。この様な場合，タンパク質工学が最も重要な役割を担うと思われます。

タンパク質工学とは，タンパク質の立体構造を解明し，その構造と機能の相関関係を明確に

した上で，任意に構造を改変し希望する機能を持ったタンパク質を創生することです。これに

はできるだけ多くのタンパク質についてその機能と構造の相関関係の研究結果が要求きれます。

機能と構造の相関関係の情報が多ければ多いほど，必要とする機能を持ったタンパク質構造が

より精度高〈予想きれ，希望するタンパク質を手にすることができるのです。以上の点から，

私はできる限り多くの糖質関連酵素の構造と機能について解明を強力に進め，将来必要ときれ

る機能を持った糖質関連酵素の創生に寄与したいと思います。

地球環境の異変，人口増加による食糧不足，ある

いは食品に対する人々の多様なニーズの要求など，

21世紀では食糧に関する諸問題が非常に重要になる

と考えます。この問題を解決するには資源植物の持

つ能力を高度に開発する必要があります。そのひと

つにタンパク質工学で得た人工酵素が利用できると

考えています。つまり，人工酵素遺伝子を資源植物

に導入し発現きせることにより植物の物質代謝系を

変化きせ，その結果良質品種の育成や有用糖化合物

をもったトランスジェニック植物の創生を行いたい

と思います。また，人工酵素遺伝子を微生物で発現

きせ大量の人工酵素を調製し，有用糖化合物を効率

よく生産することも重要な目的です(図 1)。これら

のことは食品分野に広く利用，貢献できるものと期

待します。

〆急、
里遺伝子

予 ~ 
資源幡物への遺伝子導入 微生物への遺伝子導入

~ ， 
手

良質品種の育成
有用成分を持つ資源
植物の創生

oooc> 
C抵コao

ouoOO 
ζ丸000

有用楕化合物の工蝶生産

図l 人工酵素遺伝子の利用

昨年から研究所のネットワーク整備が進められ，インターネットに接続が可能となりました。

これにより世界各地の研究者のコンビューターと国境なく結ぼれることになります(図 2)。イ

ンターネットは多くのタンパク質工学に携わる研究者とタンパク質の構造と機能について討論

や研究成果の相互利用を可能にします。今後インターネットの利用は不可欠になるでしょうが，
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図2 世界に広がるインターネット網
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その利用に際し重要な点は情報を発信す

るということです。先に述べましたよう

に私が単離精製した糖質関連酵素の構造

と機能について得られた成果を発信する

ことは，タンパク質工学の発展に寄与す

るだけでなく，酵素化学，結晶構造解析

学，分子生物学，生物学，有機化学など

専門領域を越えた研究者たちとの協力関

係が結ばれ，その結果，研究の大きな発

展が期待できるからです。



「部分」と 「全体」について

生物環境反応部門

環 境 適 応 解 析 分 野 柏 木 良 明

私は現在まで，植物と気候の関係を地理学の立場から研究を進めて参りました。本来，地理

学はある地域の，例えば植物なら植物の分布のみを扱つのではなく，気候，地形，そして人間

活動といったものの総合といいますか，相互作用を研究する学問であります。私はこの様々な

事象の「相互作用」にとても興味があります。その中で特に「気候環境」と「ネ直物」の相互作

用について研究を進めてきたわけです。これには様々なスケールがあって，人によってとらえ

方が違います。例えば，①最近騒がれています地球規模の気候環境と，例えば大森林だとかス

テップといった大規模な植物群落との関係を思い浮かべる人もいますし，②ある地方レベルの

局地気候と植物の関係を思い浮かべる人もいますでしょうし，③小きな植物群落と群落内外の

微気候を思い浮かべる人もいますでしょっし，④ある 1個体，なかには細胞の回りの環境を連

想する方もいらっしゃいます。元来，これらはスケール毎にそれぞれ異なった研究者が研究し

てきました。私はこのそれぞれのスケールをこえて，スケール聞の「相互作用」に注目したい

と考えています。

わが国の水田のいたるところでみられるアオウキクサを例に考察してみましょう。アオウキ

クサは水面上に浮かび，葉状体の裏面中央から 1本の長い糸状根を垂れ，水の流れによって移

動するとともに，種子と幼体の分離によって繁殖が行われ，水面上をびっしりと埋めつくすこ

とも稀ではありません。この個々の葉状体レベルの光合成量を測定すると，適当な環境条件下

では0.1-0.2mg/m2・s程度になります。一方，群落レベルの方は測定がひじように困難であり

ます。本研究所の先達の先生方が中心となって開発された世界的に有名な赤外線炭酸方、ス・水

蒸気変動計と超音波風速計を組み合わせて乱流変動法によって測定を試みると，やはり 0.1-

0.2mg/m2・sの値が観測されました。私はこの結果に驚嘆しました。なぜならば，この例は単体

すなわち個々の葉状体と群落レベルの光合成量のオーダーが一致することを示していたからで

す。つまり，個々の部分が他の部分とあまり干渉し合わず，独立であったからです。これは一

見当たり前のようにみえて，決して当たり前のことではありません。

一般にはこの様な関係はひじように珍ししたいていは隣合う「部分」が互いに干渉し合い，

単純に総和できない場合がほとんどです。 3次元的な構造をもっ普通の植物群落と気候環境の

関係についてはもっと複雑になるはずです。ところがそれでも「全体」としてまとまると，こ

れはその時々でばらばらな結果になるのではなしある一定の方向性をもっ集団として存在す

ることが多くなります。大変不思議なことです。

生物と環境に関する研究分野においても，小きな細胞の回りの環境に関する研究が進んでい

ます。また地球規模の様な大スケールの研究も進められています。しかしながら，両者の関係

はいったい，どの様に機能しているのでしょうか?空間軸，時間軸，のスケールをこえた関係

をどう考えればいいのでしょうか ? r部分」と「全体」にまたがる統一的な考え方がないもの

でしょうか… ?
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それにはまず，スケール毎に考えられうる基本的な仮定と支配する基本方程式などから考え

てみる必要がありそうです。例えば植物生態学者の林一六氏(1990)は，植物のもつ基本的な

存在の仕方について，①植物はどの種類も複数個体で存在し，それを構成する個体の死と生誕

によって各種の個体群は存続する。②どの植物もある一定地域にその環境の下で生育可能な種

類の個体が混じり合って生育している。そして各種はその量において一定の順位関係にある。

すなわち，どの種も平等に存在するのではなく，量の多い種と少ない種がある。③どの種も母

植物の生えている場所の資源では養いきれないほどの数の種子を生産する， と述べています。

これは個体レベルから群落レベルに成り立つ仮定で，植物はこの基本的な性質に基づいて各種

が生育可能な地域に集団で生育する結果，その地域に対応した固有の種の組み合わせ，すなわ

ち種類組成をもつことになる， というわけです。遺伝子や細胞などもっと小さいレベルで成り

立つ仮定や基本的な考え方は別にありそうです。

一方，気候環境，すなわち大気現象では，“空気は連続体である。"という仮定をおくことが

できるのではないでしょうか。そしてその支配方程式として，主として静力学の式，状態方程

式，熱力学の第 l法則，連続方程式，運動方程式，エネルギー保存則の 6つを掲げることがで

きます。とりあえず，この仮定や基本方程式が有効となるスケールについて考えるところから

出発してみたいと思います。

この「部分」と「全体」に関する問題は，自然現象のみならず，人文・社会現象においても

ひじように複雑かつ興味深い現象かと思います。本研究所におきましても，「部分」である私は

この様に雲をつかむような事項に興味を抱いていますが，「全体」としての研究所は資源生物の

研究に遁進しておりますので，今後ともご支援の程宜しくお願い申し上げます。
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オオムギ遺伝資源研究の将来

大麦系統保存施設佐藤和広

オオムギは農業生産上重要な資源植物であると同時に遺伝解析の進んだ実験植物として広〈

用いられています。従来，我が国ではオオムギを麦飯として主食に用いており，戦後の食糧難

の時代にはその作付けがピークに達しましたが，現在，オオムギの大半はビールやウイスキー

の醸造用あるいは家畜の飼料として使用きれています。

品種改良が進んで，少数の優秀な品種が大規模に栽培きれると，それまで農家が自家採種し

ていた種子や，地域ごとに存在していた在来的な品種はなくなってしまいます。このような土

着的な品種の中には長い年月の聞に選抜きれた有用な遺伝子が多数含まれていますから，これ

らが失われないようになるべく多〈保存し活用することが遺伝資源保存の重要な役割です。表

lに示したように世界中の穀物ジーンパンクにはコムギの41万点を筆頭に，オオムギの28万点，

イネの21万 5千点など膨大な数が保存きれています。オオムギの保存点数は 2番目に多く，作

物としての重要性がおわかりいただけると思います。

表l 世界の穀物ジーンパンクにおける保存点数

コムギ 410，000 

オオムギ 280，000 

イネ 215，000 

トウモロコシ 100，000 

ソノレガム 95，000 

エンバク 87，000 

ライムギ 18，000 

(Pluckett et al 1987) 

私達の研究所の大麦系統保存施設には現在，約 8千点の系統が保存きれています。その中で

も東アジアのコレクションは世界に類をみないほど充実しています。しかも，ネパール以東の

東アジアはエチオピアと共に遺伝変異が最も多様な地域ときれており，病害抵抗性やストレス

耐性などの重要な遺伝子の宝庫として，世界中の育種家や遺伝学者などから注目されています。

現在，オオムギ遺伝資源に関係する世界中の研究者がオオムギコアコレクションという事業

を始めようとしています。多くの遺伝資源の特性を全て把握することは困難で、あるため，変異

を最大限にカバーした少数の代表的な遺伝資源(コアコレクション)を選定し，世界中の研究

者が共通の研究材料とすることがこの事業の目的です。研究者はまずコアコレクションを轍密

に評価し，有用な形質が見つかれば元の大量の遺伝資源にかえってきらに検索を進めることが

できます。

表2に示したように，現在約1，300点の栽培オオムギを選抜し種子を増殖する段階に入ってい

ますが，このうち南・東アジアに属する380品種は当施設が担当しています。このように世界の
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オオムギ遺伝資源のなかで当施設の遺伝資源は極めて重要で質が高いことがおわかりいただけ

ると思います。

表 2 オオムギコアコレクションに登録される系統の地域別割合

地 域 育成品種 在来品種

西アジア・北アフリカ 15 300 

南・東アジア 80 300 

南・北アフリカ 150 30 

エチオピア 5 100 

ヨーロッパ 200 80 

その他 35 。
計 485 810 

また，コアコレクションは今日の分子遺伝学的解析にも耐え得るだけの高い純度を保つ方法

で採種することになっており，今後，コアコレクションを中心に遺伝資源の DNA情報が蓄積き

れることになると考えられます。図 1に示したのは DNAマーカーを主体とした最新のオオム

ギの染色体地図の抜粋です。オオムギは 7対の染色体を有しており，その中に様々な形質を支

配する遺伝子が含まれています。図 1に示した DNAマーカーの染色体地図はわずか数年で作

成きれたものであり，従来の手法で約200の遺伝子の地図を作成するのに50年以上を要している

のと比較するとまさに技術の勝利といえます。

CHROMOSO....E唱H

3闇

CHRO....OSO....E ZH 

副

lH. 
富岡L

図1 DNAマーカーによる最新のオオムギ染色体地図 (4連鎖群の抜粋)

.._ 
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しかし， DNAマーカーそれ自体は，農業上ほとんど意味がないので，有用な遺伝子を検索・評価し

て精密な地図の上にのせていくことが極めて重要な作業となります。たとえば，梓(茎)を短くした

り強くしたりする遺伝子は倒伏を防ぎ生産性を向上きせます。人口が増加すれば現在使用きれていな

い砂漠に近い乾燥地帯でも作物生産の必要が生じるでしょうから，早ばつに対する耐性の遺伝子が求

められます。また，病気に対する抵抗性の遺伝子は農薬を使用せずに生産性を維持することができま

すから，環境汚染の心配もなく生産コストも安くなります。このような重要な遺伝子に関する情報を

材料と共に提供するのが遺伝資源研究の役割です。

きらに，遺伝子の単離と培養細胞への導入，その植物個体への再生という遺伝子導入系がオオムギ

においても確立きれつつあり，有用な遺伝子を導入して直接利用できる可能性がでてきました。また，

オオムギには近縁の野生種が存在し，これらの野生種には病害抵抗性などの有用な遺伝子が多く含ま

れていることが指摘きれてきました。遺伝子導入によってこれらの遺伝子が直接利用できるようにな

れば，遺伝資源の利用範囲は大きく拡大するものと考えられます。

近年のコンビュータ技術の発展，機器の低価格化および情報ネットワークの整備によって，遺伝資

源情報の伝達手段も大きく変化しています。私の机の上にあるパーソナルコンビューターはインター

ネットとよばれる世界て最も強力なネットワークとつながっており，接続きれている世界中のコンビ

ューターからの情報を瞬時に取り出すことができます。たとえば，アメリカ合衆国農務省のオオムギ

遺伝資源データベースはその情報をインターネットで公開していますから， 2万数千点にのぼるオオ

ムギ系統の特性を私の机の上で検索できます。当施設のデータベースもコンビュータで管理きれてい

ますので，近い将来にインターネットで公開する予定です。また，コンビューター機能の向上によっ

て画像や音声の情報もやりとりできるようになりました。「百聞は一見にしかず」ということわぎがあ

るように，植物の特性を表現するのに写真等の画像は極めて効果的な手段ですし，使用している遺伝

資源が保存きれているものと同ーかどうか確認するためにも有効です。このようなコンビューターを

用いた効率的で正確な情報伝達は，今後の遺伝資源情報の公開に不可欠と考えられます。

以上のように，遺伝資源研究はいわば量を集める段階から情報の質を高める時代にはいったと言え

ます。有用形質の評価と分子遺伝学的解析がすすみ， DNA情報が資源生物の生産向上に役立つ日が近

い将来訪れるでしょう。そのなかで遺伝資源研究は材料と情報を提供するいわばベースキャンプの役

割をはたすものと考えられます。
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岡山大学資源生物科学研究所創設80周年記念講演会

自然と文化一自然と共生する文化ー

理化学研究所理事長有馬朗人

本日は，岡山大学資源生物科学研究所の80周年の祝いにご招待賜りまして大変ありがとうご

ざいました。光栄に存じます。先ほどもお話がすでにありましたけれども，農研として長い間

有名であった，それが資源生物科学研究所と改組きれたという話を伺いました。私は農学とい

うものは，国の根幹であるということを常々主張しております。私自身は，理学，特に物理学

の研究家でありますから，ある意味じゃ最も抽象的なことを研究している人間ではごぎいます

けれども，農学を大切にすべきであるといフ立場から，私は東京大学で農学部の名前を変えよ

うという運動があったときに，反対を致しま した当事者の総長であります。その後さらにある

いは農学部という名前を変える努力が続いているのかもしれませんけれども，農学という名前

は残すべきである， というのが私の主張でございます。そういう意味から言いますと，資源生

物科学というふうに直されたことは，あるいは，私の主張に反することかもしれませんが，こ

れは，学問の 1つの流れでありますので，やむを得ないことであるし，そこの中には，新しい

農学の発展の方向が示されているのであろうと理解を致しております。いずれに致しましでも

この農学を中心にした研究，研究所がますます栄えていかれるといフことを心から嬉しく思っ

ている次第でありますが，先ほど青山所長より詳しくこの研究所の80年にわたる歴史を伺って

いて，つくづくと「ローマは一日にしてならず」と言う，有名な格言を心に浮かべておりまし

た。やはり， 80年という歴史の重きということをつくづく感ずる次第であります。と同時に，

皆様方の御努力もここで私は評価致したいと思います。歴史が重なれば重なるほど自然科学の

上では，ある意味で発展を阻害することも起こりうるわけでありますが，いち早〈名前を変え

られた， というふうなところにその改革の意欲を感じとることができるわけでありまして，私

の主張に反するようではありますけれども，しかしそのおやりになったことに対しては，心よ

り尊敬の念を持っている次第であります。今日私がお話を申し上げようと思いますことは，ち

ょっと直接ここの研究所にあるいは関係がないように思われるかもしれませんけれども，どこ

かで繋がっているという事でお許し頂きたいと思います。

今からお話を申し上げてみようと思っておりますことは， OHPをお読みいただければお解

り頂けると思います。まず今からお話ししてみたいと思うことは，風土と思考ということであ

ります。先ほど，植物と気候との相互作用についてのご報告がありました。それに似た話であ

りますが，人間の思考というものと風土が関係があるかどうか，それからその具体的な現れと

して，風土というものがどういうふうに芸術に現れてくるかということ，そしても っと具体的

に， 日本の詩歌の持っている，特徴である叙景，自然を詠うというもの， もう少し一般に風土

と思考との関係，そういうのは西洋と比べるとどこが違うか，西洋の詩歌は叙情である，人情

である，あるいは人聞の気持ちを直接訴えようとするのに対して， 日本の詩歌は，自然を使っ

て人間の心を訴えていこうとする，そういうところに違いがある， という話をしてみたいと思

います。そこが主なお話でございますが，それとずいぶん違った話になりますが，持続的成長
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のためにということを，もし時聞があれば，申し上げてみたいと思います。それがまきに，こ

の資源生物科学研究所の大きな使命である， ということであります。時聞が許す限り，この 5

つのテーマについてお話を申し上げてみたいと思います。

少し具体的なことに入ります。まず，自然と風土と思想であります。ここの話は主に私が尊

敬しております，和辻哲郎先生の「風土」という名著，および，いま東大の名誉教授になられ

ましたけれども，自然地理の大家であります鈴木秀夫きんのお 2人の考えを中心にそれに私の

考えをつけ加えて申し上げてみたいと思います。まず，最初にその和辻哲郎先生が「風土」を

書かれたときに着目きれたことはどういうことかというと次のようなのです。驚くべき方であ

りますね。 3ヶ月くらいを使って東京から， といフか，横浜から出発してヨーロッパに留学に

行かれる，その途中の船の中で中国，上海を中心にした中国であるとか，インドとか，寄る度

に，そこをよく詳細に観察きれて，そしてモンスーン地帯の， 日本も含めたモンスーン地帯の

人聞の生活や芸術という風なものと，次に地帯のもの，そして最後に牧草地帯，すなわちヨー

ロッパの文化というものがどういうふうに違っているかというようなことを詳細に検討してお

られます。すばらしい本であります。この「風土」から私がヒントを得たことを二，三まず申

し上げてみたいと思います。スライドをお願い致しましょう。これが 1つの例でございますが，

イタリーの古い絵であります。これから何を私が申し上げたいかといフと，このマリア様の左

側に 1人， 2人， 3人， 4人，右側に 1人， 2人， 3人， 4人がほとんど対象に並んでいると

いう事です。次のスライドをお見せしましょう。これも同じです。真ん中にイエスキリスト，

そしてその後ろ側に父なる神，そして左右にマリアなどがいますが，やはり左側に 2人，右側

に2人ということで，完全に左右対称の構図を持っているわけです。次のスライドをお見せし

ましょう。これはたぶんポッティチェリーの絵だったと思いますが，これで見ていただきたい

ことも閉じです。真ん中に多少この岩の描き方など，パックの家の描き方などは左右対称性を

破っておりますけれども，中心にイエスキリスト，これは丁度十字架，ここにある十字架から

降りてきたところであります。で，左側に 2人，右側に 2人というふうに完全に左右対称であ

る，ということと同時に，この絵で見ていただきたいことは，この木の描き方ですね。木の描

き方をごらんになるとお解りのように，実に左右対称に，多少は曲がっているという事はあり

ますけれども，非常に対称的な木の描き方であることにご注意いただきたいと思います。で，

その次に参りましょフ。これは，これこそレオナルド・ダ・ピンチの絵でありますが，「受胎告

知J，有名な「受胎告知」であります。向かつて右側にマリアがいてこちらに天使がいる。今，

あなたは身ごもったよ，神の子を身ごもったという事を伝えてる「受胎告知」でありますが，

ほぽ中心の線に左右に対称のところに人物が配置されています。で，レオナルド・ダ・ピンチ

という人は左手と右手が全く自由に使えたそうです。左手で，右手の描くことをほとんどその

まま描くことができたといわれています。ですから，レオナルド・ダ・ピンチの絵の中には鏡

文字，字をひっくり返して鏡に映した字を描いてる，そういうことすら勉強している人であり

ます。申し上げたいことはこの当時の西洋の絵描きというのはきわめて左右対称性を重要視し

たということです。もう 1つ具体的にこの木の描き方をもう一度じっくり見ていただきたい。

完全に左右対称の木であります。今日は持ってまいりませんでしたけれども，同じ頃の日本の

絵描きの絵を見ますと，あるいはもうちょっと後の，例えば，そうですね，与謝蕪村の絵なん
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かを見ますと，左右対称性なんて全くない，それはどうしてかという事は後でご説明申し上げ

たいと思いますが，ただここで申し上げたかったことは，これこそ和辻哲郎が最初に着目した

ことであります。自然というものが左右対称性をもっているので，絵も左右対称性を持ったの

ではないか，ということであります。ここには，絵に描いた木をお見せいたしましたので，疑

われる方があると思いますので，次のスライドをお見せいたしましょフ。これはポンペイでた

またま撮った写真であります。これは，これは自然そのものですよ。ポシペイのその劇場の裏

側にある木をごらん頂きますとお解りのように，自然そのものがきわめて対称的に生えている，

自然の木がきわめて対称的である，このことに和辻哲郎は着目したわけでありまして， ヨーロ

ツパの絵画の持っている，芸術の持っている対称性というのは，本質的には自然が持っている

対称性によるのである， といち早〈着目した， ということを私は大変感心している次第であり

ます。さらにこの考えと全〈閉じではありませんが，こういう種類の考えを拡張した人があり

ます。宗教の話を少ししておかなければなりません。先ほど， 日本の方は対称性が壊れてると

いうこと申しましたので，少し違った観点から対称性の壊れについて申しましょう。どういう

ことかというと，この自然の対称性がそのまま芸術に反映して， ヨーロッパの絵画はきわめて

対称的である。それに反して日本の絵は，それこそ先ほど申しました蕪村の絵にしても，誰の

絵にしても，そうですが，左右対称性が壊れているということを申し上げたところが，ある学

者から注意を受けました。その方のおっしゃることはもっともだと思う点があります。おっし

ゃることはどういうことかというと，宗教画は左右対称性を保っているのではないでしょうか，

ということでありました。事実， 日本の宗教画でも憂陀羅などを見ますと確かに左右対称性を

守っているという事で，その先生のおっしゃるとおりなのですが， しかしここでお見せしよう

とするのは宗教でも左右対称性を我々は破っているといフ凡例をお見せしたいわけです。先ず

これは中国の北京にありますラマ教のお寺，薙和富といフ立派なお寺ですがこれをごらんなる

とお解りのように左右というか東西の対称性があります。これが南の門ですね。南大門からず

っと北，真北に向かつて線を引きますと全ての主な建物がその線上にある，そしてまた，左側

に碑亭，碑を入れた東屋があれば右側にもある。鼓楼，太鼓の楼が左にあれば，全く対称のと

ころに，対称的なところに鐘楼があるというふうになっていて，建物が，内容は多少違うにし

ても，ほぽ似たような建物が左右に完全に対称にある，すなわち東西に対称であるということ

をじっくりご覧頂きたい。日本の寺はどうか，次のスライドをお願いいたします。確かに，古

い古い寺であります法隆寺などを見ますと，なるほど古いものは中門があって東塔西塔があっ

て金堂があって講堂がある， というような，そういう対称性を持っていたし，薬師寺は確かに

南大門から中門，金堂，講堂とこういう線に対して左右対称であったと思われます。すなわち，

中国から我々が仏教を輸入したときには左右対称であった，建物は左右対称であったようです。

鑑真和上の唐招提寺などの建物は全て左右対称であったようでありますけれども，すでに法隆

寺は，金堂と塔がこういう風に対称性がこわれています。そもそも金堂と塔を対応きせるなん

てのはおかしい，西塔と東塔があるべきでありますが金堂が移動し塔が1つになってしまう，

という風に日本人はどうもその，対称なものが嫌いなようです。き，次のスライドをお見せし

ましょう。永平寺です。永平寺になるともう法堂があって仏殿があって山門があるここに多少

その左右対称性があるように思われますけれども，庫院と僧堂，山のせいでもあるんですが，

-89-



庫院と僧堂なんてこういう風にずれているし，経堂に対してこちら側に本来，鐘楼があるべき

でありますが，鐘楼がここにきている。という風に，非常にもう左右対称性，東西対称性が破

れてしまう訳ですね。宗教といえども日本の場合には左右対称性をどうも破ってしまう，とい

う傾向にあるということを申し上げておきたいと思います。で，このことは何を意味している

のかというと， 日本人はどこかで，その左右対称性を好まない，あまり対称性を好まないとい

う性格があるのではないかと思います。次のスライドをお願いします。

先ほど申しましたことは，人間の芸術に対する考え方というものが大きく風土によって影響

を受けている， ということでありました。そこで鈴木秀夫きんの考えを申しますと，人類には

2つの大きな考え方の流れがあると。 1つは，農耕を中心にした農耕民族的な考え方と，もう

lつは砂漠民族である，というのであります。で，この考えは方々で使われておりまして，あ

るいは狩猟民族と農耕民族の違いという風な考え方で表現きれることもあります。ただ，非常

に鈴木きんの考えが面白いと思いますのは，我々の科学の考え方までこういう考え，すなわち，

砂漠とそれから農耕民族との違いが現れている， ということを指摘しておられることでありま

す。どういう所が鈴木秀夫きんの説であるかというと，仏教というような多神教というのは森

林地帯に生まれたものであると。森林地帯であると割にミクロにしかものが見られない。しか

し非常に詳しく見る。で，林の中に入ると我々が経験するところでありますが，その周辺をよ

く見る。そして，だいたい他も似てるだろうと思う。また森林の中はいろんな食べ物もあるし，

温暖でありますので，ま，どうやってでも生きていかれるだろうという安心感がある。そこで，

先ほど青山所長が大江健三郎きんの「暖昧な日本」ということを引用しておられましたが，暖

昧性というのが出てくる。イエス，ノーがはっきりしなくても森林の中は生きてゆけるんだ，

というのが鈴木秀夫氏の説であります。それに対して，砂漠の民族はどういうことであるかと

いうと，砂漠はともかくはっきり決めて行かなきゃならない。道を，砂漠を歩いて行くときに，

方向を決めて，断固としてどちらかにオアシスがあると信じて行かなきゃならない。そこで非

常に砂漠の人々は理論が盛んであるし，また，イエス，ノーがはっきりしているんだという所

が鈴木きんの主張でありまして，私は大変面白いと思います。で，そのことが科学にどういう

風に影響を与えてくるかというと，その，森林の科学者，私共の科学は，先ほど申しましたよ

うに非常にミクロに見る，局所的に見ていく。その代わり非常に詳細にわたって研究を進めて

いしそれに対して砂漠的な宗教を信ずる人々というのは大きく見る，そして大掴みに新しい

ものを発展させて行しというところで砂漠民族は非常に強いんだとこういう訳ですね。ユダ

ヤ人などがその典型であろうかと思います。ヨーロッパの人々というのは本来は私は森林地帯

の人間であったと思うのです。現にケルトであるとか，その辺りの古い宗教というのは非常に

我々の宗教に似ており，多神教すし，西洋の文化の根本にある，根幹にあるものは，私共と共

通した多神教であると思うのですけれども，中世において，ご承知のように完全にキリスト教

がそれを払拭してしまった為に西洋の人々の考えもまた砂漠的な，一神教的な考え方になって

いる。そういうことで慣れているために彼らは非常に大きしマクロにものを見ていく，大局

的にものを見て学問を発展する力があるのである， とこういうことが鈴木秀夫きんの話であり

ます。私は確かにそういうことは，あたっているように思います。最近私はここにデイビスと

いう人の本を読んだものですから，この人はあまり有名な人じゃないのでスライドにあえてデ
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イビスという名前を書いておきましたけれども，この人の本を読んでますと驚くことを発見し

ました。この人はイギリス人であります。天文学者です。この人が神がいるか，いらないか物

理学で説明できるかという議論を， 400ページほどの本で，執劫に議論するんですね。私なら，

神様はいなくたっていいじゃないかというでしょうし，いたっていなくたってどっちだってい

いじゃないか，私ならそう思う，みなさんそうお思いになりませんか。宇宙創生なんて神様が

いりゃあうまくやっただろうし，失敗したかもしれんとこう軽〈思うのですが，このイギリス

人は，執勘に議論するんです。ホーキングは神がいらないと言った有名な話がありますが，デ

イビスは実に執劫に宇宙の最初に，ピック。パーンを起こせといった引き金を引いたのはのは神

様であるのか，それともホーキングの言うように量子力学的なフラクチュエイション，すなわ

ち，ちょっとしたふらつきであったか，そういうようなまぐれであったかどうかというような

ことを執鋤に議論するんですね。この徹底的な態度って言うものには，私はもう驚いたという

か，しまいには感激しました。我々には，東洋人にはそんな精神はないと，西洋人だってそん

な多くないと思うんですけれども， 1冊の本をですね，終始一貫，例えばエントロビーが増大

するというと神様と矛盾するかどうか論じています。あるいはご承知のように生物が生まれて

くるなんていうときには，秩序が生じてエントロビーが一時減少するわけです。一見，熱力学

の第2法則に矛盾するようですけれども，それは全宇宙で見れば明らかにエントロビーは増大

してるけれども，一部を見れば，生物体などを見れば，そこでは秩序が新しく得られる，秩序

が得られるということはエントロビーがそこの場所では減少してる，そういうエントロビーの

減少というようなことは神様がやるのか，それとも自然法則だけでいいのか，こういうことを

デイビスは l冊の本に次から次に議論を進めていく，こういうしつつこきっていうのは我々に

ない，このしつこさっていうのは，砂漠系宗教の下で育った人じゃないと持っていない。そこ

で私は日本人の側がどフいうものであろうかということを考えてみるわけですが，私の仲間の

論文を，私自身の論文を見ててもそう思いますがやはり，鈴木さんが指摘されたように，細か

くデータを見て，細かく論理をきちっと積み上げていく， というところに特徴があると思いま

す。それでm悪いって訳じゃない。ですけども， 21世紀に向かつて私共がさらに飛躍していく際

には，その砂漠民族ほど大掴みに大局的にばあっと進めることができなくてもきちっと積み上

げていくことによって，量から質へ変換していくということを我々が努力すれば，必ずや日本

人にとって，新しい科学を生み出す力が出てくるんじゃないかと私は楽しみにしております。

今後私共が努力をしていかなきゃならないことであろうかと思います。今まではやはり，西洋

の文化を何とか理解していこうという努力に努力を重ねて参りましたけども，きらにいよいよ

新しいところに入っていくということが必要であろうと思います。

きて次にデカルトのことを書きましたのはいかに人聞の思考というものが風土に影響きれて

いるかということの例題として，申し上げてみたいと思います。デカルトのどの本であったか

というのを私はちょっと覚えてないのですけれども「方法序説」じゃないかと思うのですが，

こういう言葉があったと思うのですが。『読者諸君よ，もし林の中，森の中に入って，深い森の

中に入って，道を見失ったらどうするかJ1，という質問でありました。答えは非常に簡単なんで

すね。まっすぐ行け，曲がってはならん。なぜならば，森というのは有限であるからだ。こう

いう考えが書いてあって私ははたと，思ったんです。あ，これはデカルトさんはそのパリの周辺
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の森しか知らないからだなと。もし，それこそ，大きな森林地帯にはいると 1月ぐらい歩いた

って向こうに行かないことだってあり得るじゃないか，と思うんですけれども，しかし，フォ

ンテーヌプローですかパリの郊外の林あるいは森ですと道に迷ってもま っすぐ行けば確かにど

っかへ出られる。ということで私はデカルトの思考というのもやはり先ほどの砂漠と森林とい

う差ではありませんけれども，ノfりというその自然，フランスという自然が彼の思考をずいぶ

ん左右してるんだなという気持を持ったわけであります。

復習を致しましょう。風土と芸術というテーマでごぎいますが，西洋の絵画は，印象派以前

の絵画は非常に左右を対称に描いていた。極端に言いますと，レオナルド・ダ・ピンチなどと

いうのは左手と右手が全く同じように絵が描けるまで努力をした， ということであります。そ

の話をしてたら，私の友人の考古学者が， じゃあ，有馬きん，その， 日本人でもそういうこと

ができた人を知ってますか。といフメンタルテストをやられました。みなきんご存じでしょう

か。私は答えられなかった。そんな変わった人聞いるかねと聞きました。宮本武蔵だそうです

よ。なるほどね，宮本武蔵は二万流で左と右を両方自由に万を使ったそうでありますから，な

るほどと思ったんですが，それは冗談でありまして，いずれにしても日本人は，それほど左右

対称性というようなことに興味を持ちません。中国もそうなんですが，しかし先ほど申しまし

たように，中国の寺院はいまだに非常な東西対称性を保っています。ここで質問を申し上げた

い。なぜ日本は，寺院であんなに左右対称性を破っちゃったのでだろうか，なぜ日本はそんな

に左右対称性の持っている美に憧れを持たなかったのであろっか， といフことであります。こ

こで1つ，和辻哲郎先生の説に，疑問を呈しておきたいと思うのです。和辻先生は，「風土」と

いう名著の中でインドといフのはモンスーン地帯の典型である。したがって，インドは非常に

豊穣の地であって，植物がめったやたらに伸びていく。だから神様もたくきんいれば， もう全

てが秩序もなく育っているんだ， というお話をしておられます。で，そこで先ほど私の講演に

対して批判をして下きった， 日本の学者の説に従って，宗教を見てみることに致しました。そ

うしますと，インドの寺院というものが一例ではありますが極めて対称'性を持ってるというこ

とに気がついた次第であります。これは 1つのインドのお寺，ヒンズー教のお寺の一例であり

ますけれども，この線に対して左側にこの法王みたいな人がいますが，ここにもいる，ここに

誰かいるぞ，ここにいる，この辺に黒い穴があいてる，ここにも黒い穴がある，これをよー〈

ご覧下きい。左右が完全に対称ですね。ですから宗教は日本の寺を除くと宗教というのはいぜ

んとして左右対称性を非常に重要視しているということができるかと思います。ですから和辻

先生は，インドというのはあまりにも豊穣で，モンスーン地帯の豊穣性のためにあらゆるのも

のが秩序性がないと書いておられましたけれども，こういう寺院には明らかに左右対称性が残

っているようであります。これは宗教の成すところであろうかと思います。

きて，だいぶいろいろなことをとびとぴにお話しをして恐縮ではありますけれども，次のお

話に進んでみたいと思います。次に申し上げたいことは日本の詩歌の持っている叙景性という

ことであります。左右対称性から大きく今度は変わります。変わりますけれども，今から申し

上げてみたいことは，文化の 1つの典型的な現れである詩歌というもので， 日本の特徴はどこ

に現れているか， といフことであります。明治もはじめの頃， 日本におかかえ外国人教師がた

くさん参りました。ラフカディオ・ハーンなどはその 1人であります。その中にチェンパレン
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という人がいるのですが，チェンパレンはなんと言ったかというと， 日本の詩歌はほとんど読

んだ， と。万葉は読まなかったけれどもそれ以外の詩歌はほどんど読んだ。しかも日本語で読

んだ， といっています。そして結論は，悲しいかな日本の詩歌を全部集めて読んでみたけれど

も，ワーズワースの詩数編にかなわないものである。日本人は独創性がないな。ということで

ありまして，私はここで読んで憤慨するんですね。だけどもチェンパレンという人は日本を初

めて世界に知らせた思人でもあるし，ラフカディオ・ハーンを東京大学に呼んでくれた人でも

ありますので我々が尊敬をしなきゃならない人であります。上田万年先生なんてのはたよんチ

ェンパレンの所から育っていったのだと思う。そういうことで，尊敬すべき人でありますが大

変酷評もしてる。日本人は独創性がない。詩歌がその現れである。といいながら一方で日本人

の独創性の現れは 2つある， 1つは風呂桶である。なんで風呂桶が独創性かわかんないです。

確かに西洋の風目にはいると日本の風呂はいいと思いますねえ。第 1に風呂桶である。その次

がポエトリーであると書いてある。だから悪口を言いながら日本の詩をある程度理解をしてい

たんだと思う。しかしそのときにいち早〈弱冠25歳の正岡子規がこういうことを言っているん

です。日本のと言うかもう少し広<，東洋の詩歌は叙景を持って自然を詠うから短いんだ。そ

れに対して西洋の詩というのは，人情を詠う，人聞の生活，心を詠うから長くなければならな

い。情を書くから，情を記述するから長くなるんだと。長いから内容が多いように見えるんで

ある。日本の詩歌といフのは短くていいんだ。それは自然を見るからである， と言うのであり

ます。そこで，そういう典型的な例を二，三お示ししてみることに致しましょう。第 lには，

柿本人麻呂から取って参りました。『東の野にかぎろいのたつ見えてかえりみすれば月傾よき

ぬJ，次に西行の，『津の国のなにわの春は夢なれやあしの枯れ葉に風わたるなりああるいは私

の大好きな斉藤茂吉，『最上川の上空にして残れるはいまだ美しき虹の断片ぁどこにも人聞の

気持ちが書いてない。悲しいとか，虹の断片が消えてしまったとか，あるいは，万葉へ戻りま

すと東の野の，東の方には太陽が見えてきて，西の方に月があるなんて言うだけの話で，悲し

いとか嬉しいとかなんにも言ってませんね。これが叙景であります。俳句にいきますときらに

これが甚だしくなる。どういう風に甚だしくなりますか，芭蕉を持って参りました。『あけぼの

や白魚白きこと 1す.!I，なんでこんなの面白いのかつて西洋人言うんですよ。白魚が 1寸になろ

うと 3すであろうと 1メートルあろうと，白かろうと黒かろうといいじゃないか，おいしかっ

たらいいじゃないか， とこうくるわけですが， しかし我々にとっては『あけぼのや白魚白きこ

と1すJ，と言われるとばあっとその風景が頭に浮かんでくる。あるいは，『海暮れて鴨の声ほ

のかに白しJ，なんできれいですね。どこにも人情はない。これが日本の文化であります。これ

が日本の文化，たくきんまだ例題を持ってきておりますし，私の俳句もお見せしたいんだけど

もそれはやめておきますが，これが日本の文化，そうするとね，西洋とどこが違うんですか，

と言うご質問がおありだろうと思うので，西洋の文化をお見せいたしたいと思います。まず，

サッフォーと言う詩人から始めます。全部お見せするのはちょっと時間がかかりすぎますが，

サッフォーとランポーとエリオットぐらいお見せしましょう。私の好きな詩人たちであります。

サッフォーという人がいる。ギリシャの女性の詩人であります。レスボス島にいた。あまりこ

ういうとこでお話をしちゃいけませんが，レスピアンの先祖ということになっている。そのサ

ッフォーの詩をお見せしましょう。そのサッフォーの詩は我々に似通ってるとこがあるとお思
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いになる方がおられるかもしれませんね。『林檎の枝の合聞をぬいて/冷泉の混涯と流れ/一面

に陰なすは花蓄積/葉末のきゃとそよげば/熟睡(うまい)の流れてぞ落つる，JJ.あるいはギリ

シャのピンダオロスの詩を見ます。『人の世にこよなくうれしきものはときには風/ときには雲

の子らなる/天より落つる雨の露..1，自然に非常に酔ってる，ということにお気付きになられる

かと思う。しかしどことなくやっぱり人間に近い，人間〈きい。しかし我々が古今集，新古今

集あたりで，経験した世界であります。やはりギリシャというのは多神教の世界であり，自然

により密着していた。そういう影響がここにあると思います。それでもここで注意しておきた

いことは，自然だけではなく「熟睡の流れてぞおちる」とか，「人の世にこよなく嬉しきものは」

という風に，やはり人に結びつけていこうとするところがあるということをご注意申し上げて

おきたいと思います。そこで次にもうちょっと新しい， といっても古いんですけれども先ほど，

チェンパレン先生が日本の詩はワーズワースの詩数編に劣る，全部集めてもですよ。日本の詩

歌を全部集めてもワーズワースの詩数編に劣ると言ったそのワーズワースの詩を見てみましょ

う。『私の心は踊る大空に，虹が架かるのを見たときに，幼い頃もそうだった，大人になった今

もそうなのだ，年老いたときでもそうありたい，でなければ生きている意味はない，子どもは

大人の父親なのだ，願わくば私のこれからの 1日1日が， 自然への畏敬の念によって貫かれん

ことを』。これと先程の斉藤茂吉の虹の断片という短歌とどのくらい違いがあるかっていうこと

をよおくお考え頂きたい。これはもう完全に人間中心の思想ですね。「私の心は躍る，虹が架か

ったときまず私の心は躍る。そして子どもに戻りたい」というような気持ちをこれに表してい

るわけです。もう 1つくらいお見せしましょう。日本の俳句に大きく影響を受けたといわれて

いる，レズラ・パウンドという詩人の詩を 2つ持って参りました。まず，第 1の詩を見てみま

しょう。これは，「扇」という題であったと思います。『おお白絹の扇よ，草の葉におりた露の

如〈清らかなる/おまえもまた見捨てられしか，JI.これは中国の王宮にいた女性が皇帝によって

見捨てられたということを同情して作った詩であります。扇にこと寄せて作っている。きれい

な白い絹で作られた扇がある。それが捨てられた， ということを詠っているわけであります。

あるいは最も俳句の影響を受けたといわれている「地下鉄の停車場にて」と題する詩，『亡霊，

群衆の中にあるきまぎまな顔の/花弁，濡れた黒い枚の上の』。花弁が濡れて枝の上に黒々と濡

れている。黒い枝の，黒々と濡れた枝の枝の上に花弁がひっついている。それを亡霊と見た。

そして地下鉄から群衆がうようよ歩いている。それを全部を亡霊と見たというような詩であり

ます。これはイマジズム(印象主義)のはじめの詩の 1つですが，こういう詩をご覧になりま

すと，自然というものの解釈が，詩歌の上で全く違っているということがおわかりになるでし

ょう。もう lつ， T. S・エリオット，私が非常に尊敬し，かつ好きなT.S・エリオットと

いう詩人，現在の西洋の詩の神様のような人でありますが，この人もノーベル賞文学賞受賞者

になりました。その詩人の「荒地」という詩の最初の数行を持って参りました。1i'4月は一番無

情な月/死んだ土地からライラックを育て上げ/記憶と欲望とを混ぜあわし/精のない草木の

根元を春の雨で掻きおこす。/冬はわたしたちの体温を保ってくれた/忘れっぽい雪で大地を

被い/小さい生命をひからぴた球根で養いながら。/夏はシュタンベルガーの湖上をわたっ

て/わたしたちを驚かした脅かした。私たちは柱廊にたって雨やどりし，/それから日の射すな

かを通ってホーフガルテンに入り，/それからコーフィー飲んだ，それから 1時間ばかりお喋り
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した。』。注目していただきたいことは.r 4月は一番無情な月，死んだ土地からライラックを育

て上げJ. というようなところ，「記憶と欲望とを混ぜ合わしJ. とこういうあたりに，いかにも

人間〈ききがある。自然を詠いながら. 4月という自然，それからライラックというような自

然を主題に置きながら，極めて人間〈きい表現をしているということにご注意いただきたいと

思います。こういうところに日本人の持っている植物性といったらいいかそういうものと，西

洋人の持っている動物性というものの違いが詩歌の上にも明確にあるということをお伝えいた

したかったのであります。以上. 1つは思想の上で砂漠的な人間の思想と，それから我々のよ

うに森林的な多神教の世界の人間との違い，それからまた芸術の上における左右対称性へいか

にも，強〈引きずられていく西洋の絵画と，割にそういうものを捨ててしまいやすい日本の違

いについて，申し上げてきました。その根本には，たぶん和辻哲郎先生が指摘しておられたよ

うに，自然というものの持っている多様性というものが対称性から著しく破れている，という

多様性が日本に多いということにあったのであろうと思います。

そこで後10分ほど頂いて，全く違う話を致しておきたいと思います。それは私たちがこれか

ら21世紀に進んでいく上で，持続的な成長をとげなきゃならない，そのためにどういうところ

に問題があるかといっ一，二の例，特に私が最近関心を持っている問題について申し上げてみ

たいと思います。まず最初に我々は化石燃料を使いすぎているのではないか，すなわち石油と

か石炭をあまりにも使いすぎているのではないかと思うのです。石油というのは，今後せいせ・

い75年ぐらいしかもたないという予言があります。石炭の方は， ドイツなどは石炭が相当まだ

ありますので，世界的に見て，石炭というのはあと200年程度もつのではないかといわれますけ

れども，石油は早晩，我々の孫の代になれば石油はもはや枯渇してしまうだろうと思われます。

そのときにどうすればいいか，ということであります。で，スライドをたくさんもって参りま

したけれども，時間の都合でスライドをなしにお話をしたいと思います。 1つの考え方は，太

陽熱ということであります。で，新聞情報などを見ていますといかにも太陽熱というものが未

来を支えていく上で，すばらしい，新エネルギーのように思われますし，私も実は太陽熱をよ

り積極的に使えという主張者であります。しかしながら，誤解のないようにみなきん十分ご記

憶いただきたいことは化石燃料というものはもう枯渇するならば，太陽熱でいけばいいじゃな

いかという考えは明らかに甘いということであります。太陽熱からとれるエネルギーというの

はたかだかみなきんのお家の電力の半分を生み出すのが精いっぱいと，思って下きい。今通産省

等が250万円ぐらい補助してしてくれる，大変結構なことだと，思っています。私は通産省にせよ

科学技術庁などにも太陽熱，太陽電池をもっと開発するお金を出して下きいということを言っ

ている人間でありますので，大変嬉しいと思います。嬉しいのです。しかしながら太陽熱だけ

ではせいぜい皆様方の家庭の電熱の，電気量の約3分の lからせいぜい半分くらいしか生産で

きません。屋棋を完全にカバーしてお家の電力をかろうじてまかなえるかどうかということで

すね。従いまして例えばその，房総半島を完全にカバーしてみます。 房総半島を完全に，そん

なこと夢物語ですよ。夢物語だけど房総半島を完全にカバーしても日本の総電力の10分の lぐ

らいでしょうね。 10分の lまでもいかないかもしれません。ですから太陽熱だけで我々の工業

まで含めた電力をまかなおうということは到底不可能だ， ということを申し上げておきたい。

で，原子力はどうか，原子力は炭酸ガス.CO2の問題もありませんし，酸性雨の問題もない，す
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ばらしいのです。そこで私は原子力の主張者であります。従いまして日本は原子力を何とか使

っていかなきゃならないと，思ってます。原子力は，よくいわれるよっな危険性はほとんど日本

の場合ないと思います。地震があってもこの数日前の地震ぐらいでは多分大丈夫だと思ってい

ます。しかしながら，原子力の 1つの大きな問題は，やはり廃棄物をどう処理していくかとい

うことでありまして，廃棄物をどこかにしまっておかなきゃならない，いわば負の遺産を後世

に残すという大問題がある。そこで私はかつてコールを燃やしたとき，石炭を燃やしたときに

でてくるコールタールというのが大変な公害であったのが，研究の結果重要な資源になったよ

うに，原子力からでてくる廃棄物を何とか再利用できないかということを研究しようではない

かと主張しておりますけれども，今の所まだ負の遺産の方がどうしても中心になります。です

から原子力といえども，全ての点でいいというわけではない。それではみなきん核融合はどう

かとおっしゃる。核融合は， 50年はダメと思って下きい。ここに核融合の研究家がおられると

申し訳ありませんが，核融合は私の直感でみて50年はまずダメ。 50年は甘い，と。ですから，

我々の生きてるうちに核融合が実用になるかどうか， というあたりです。もっとも私の歳が64

才ですから後，ま，どう頑張っても20年から30年。ですからその聞には核融合はまず実用にな

らないと，思っています。どうしてそういうか，どうしてそんなに確信を持っていうのかという

と，原子力というものが実用化されるまでの時間というものがやはり 20年から30年かかってい

る。フェルミが，有名なフェルミがシカゴ大学のフットポールのフィールドに最初の原子炉を

作ったのが終戦直前です。すなわち， 1945年くらいに初めて原子炉が作られたわけです。そし

て1965年くらいにやっとなんとか実際の発電ができるか， といフことになり，そして商業用の

原子炉がどんどんできてくるのが1975年前後でありますから，原子炉ができてから30年たたな

いとみなきんに電力を商業的にお送りするわけにはいかなかったわけです。今のところ核融合

は，「か」の字も可能性がない，ということを正確に申し上げておきます。大変私どもの仲間，

私も含めて大勢の人が原子力を一生懸命研究している，核融合を一生懸命研究していますけれ

ども，核融合はまだ火がついていません。かりに火が，この数年についても，それから20年は，

実用化の方へ向けていく努力をしていかなければならない，と思います。ですから，私は大い

に，人類のために何とかして，核融合が成功しなきゃならんと思っておりますけれども，それ

ほど希望的にものが言える状況ではないということを申しあげておきたい。それでは， どうす

りゃいいか。先程山本きんがお話になられたように，化石燃料の大問題は，酸性雨の問題です。

それをここで研究しておられるのは大いに心強いと思います。原子力の問題以上に酸性雨によ

って我々の体が蝕まれている。窒素化合物がでる。あるいは硫黄化合物がでる。中国では大問

題であります。私は中国へ行〈度に何とかして中国の発電所とか工場の硫黄化合物を取り除く

努力をしなきい，ということを繰り返し言うのですが，“お金がかかってね"と言ってます。そ

してみなきん，中国に行かれるとお解りのように，上海なり，北京に近づくと空がまっ黄色で

ある。特に今頃はまっ黄色です。夏はいくらかいい。この酸性雨が韓国を襲い，やがて日本を

襲うことは歴然としているわけであります。ですから，ここで山本きんたちが酸性土壌の研究

をしておられるといフことは，大変に重要な役割だと思いました。そういう意味で，化石燃料

を燃やしすぎてはいけない，燃やす以上は，何とかして硫黄化合物を除かなきゃいけない。硫

貰化合物を除く，と言う技術は日本がオイルショック前後から努力に努力を重ねて世界で一番
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発展しています。しかし，経済的に窒素化合物を除〈方法はついにまだない。 1つの方法，最

近，電子線を窒素化合物にぶつけて，そして窒素化合物を壊すというようなことの研究が行わ

れております。大いに私はそれを進めるべきだと思っています。窒素化合物をどうやって除く

か，と言うことが大問題であります。したがって，石油をまず，燃やきないことか望ましい，

特に石炭は燃やさないことか望ましい。燃やす以上は公害を取り除〈努力をしなければならな

い。安いからといってどんどん燃やすことは私は人類の将来を危うくするものであるとすら思

っています。みなきんの健康を甚だしく悪くしていると思フ。そフいフことを大変恐れている

わけです。窒素化合物による肺ガンなどというものが大いに問題になりつつあるわけでありま

して，どうかして科学技術の上で，窒素化合物を取り除〈努力を我々はしなきゃいけないし，

発展途上国に向かつては，経済性のことはあっても，何とかして硫黄化合物，窒素化合物を除

< .ということを共同研究して行くべきである，と思っています。できれば貴重な資源であり

ます石油は燃やきないようにすべきであろうと思います。ですから，やはり将来は太陽熱を何

とかして，家庭電力の半分に過ぎなくても太陽熱を推進してゆかなきゃならない。そのために

は太陽バッテリーを，ソーラーバッテリーを安〈作る技術を進めていかなければならない。と

同時に，原子力を安全に利用していくということは， 日本にとってはやむを得ない道ではない

かと私は思っています。いろいろとご反対の方もおありだと思いますけれども，やむを得ない

1つの方法かと思っています。で，もう 1つ日本に対して，私自身に対して反省をしたいこと

は，我々はやはり，資源を使いすぎていると思う。ですから，例えば木材という風なものをみ

ますと，もう資源不足になる時期はごく近いと思いますねえ。石油も枯渇するでしょう，もっ

と手前で，木材という風なものもどんどん減っていくだろう， となりますと私どもはもっと積

極的に資源を大切にしてい<. という雰囲気を作っていかなければいけないんじゃないか，と

思います。特に，ご承知のように我々は，紙を湯水のごとく使う。スーパーマーケットに行っ

てもどこへ行ってもたくさん袋をくれたり，紙をくれたり。ああいうことから私は生活を改め

てゆかなきゃならないんじゃないかと思う。この点はヨーロッパの方が優れています。アメリ

カのスーパーマーケットに行ったってあんなに袋をいくつもくれないし，あるいはデパートに

行ったって簡単な紙で1枚くるむぐらいですね。日本はあまりにも異常である。少しそういう

反省が起こりつつありますけれどもそれでもまだ足りない。もっと資源を大切にしていかなき

ゃならない， ということを私は今日のこの記念講演の際に分かり切ったことではありますけれ

ども，強調をきせていただきたいと思っています。先程すでに，酸性土壌の問題ということを

引き合いに出して，そしてこの資源生物科学研究所の重要な役割の 1つについて申しあげまし

た。もう 1つ私共が注意すべきことは，再び農業の問題ではありますが，農業というものを，

技術を，やはり確実に私たち日本人は，後世に伝えて行かなければならないと思います。で，

そういう意味で，ここの研究所がきらにいっそう遺伝子操作の研究をなきるとか，あるいはオ

オムギの種の保存に努力をなきるとか，そういうことで，農業についての我々の知識を，きら

に後世に伝えていく，ということ，発展きせながら伝えて行しということで大いにご活躍に

なることを心から期待している次第であります。農業というのは今の日本では多少下火になっ

ております。下火という意味は，みなきんがそれほど関心を持たないフィールドになっており

ますけれども，発展途上国に行きますと極めて重要な分野であります。ここに，やはり今後，
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東南アジアの人々とか，あるいはアフリカの人々を日本の大学や研究所に呼んで，高度の教育

を日本でしてあげる。ということが日本の大学にとって極めて重要な役割である， と私は思っ

ています。もちろん，工業の技術，自然科学の技術を発展途上国の人々に教えることも重要で

はありますけれども。特にその中で，農業の役割といつのは重要であります。従いまして単に

私は今日ここにお呼びいただいたから農業を讃えているといフのではなく，本質的に農業とい

うものが国を支えてゆく，人聞の生活を支えてゆく根本であると信じているのです。もちろん

高度に発展した技術を導入しなきゃならないことはよく存じております。しかし，自然という

ものが相手でありますから，その自然を大切にしながら農業というものをより効率の良い，人

間によりいっそう役に立つような方向で進めてゆく必要があると思います。そういうことで，

この研究所の今後のご努力を期待している次第であります。今日は，いろいろなことを申しあ

げました。あちらこちらに話が飛ぴましたので混乱なさった方がおありかと思いますが，最後

に，もう一度私がお話ししたかったことをきっとご覧に入れてお話を終わりたいと思います。

今日お話を致しましたことは， 5つのテーマでありました。第 1に，風土というものが，モン

スーン地帯というものと砂漠地帯の差というものがどフいフところに現れているか。芸術の上

で具体的にどういうふうにその差が現れているか。ヨーロッパのよフに穏やかな風土であると

対称性が極めて重要視されるけれども， 日本のような風の強い地帯でありますと非常に左右対

称性などというものが破れてしまう。それが， 1つはお寺の構造に現れてくるという例をお見

せしました。それから日本人は叙景と言うことを大変大切にする。それはやはり， 日本の風土

がもっている，先程はっきりと申しあげなかったかもしれませんけれども，多様性，美しきと

いうことがありますので，そのことのために日本では叙景的な詩が進んだのだと思います。そ

れに比べて西洋の方はもちろん自然は美しいけれども，比較的西洋の自然というのは一様であ

りますので，そういうことから人間性の方を重要視をする文化が進んでいったのではないかと

思います。以上が文化論でありまして，最後に申しあげたことは，やはり我々は資源を大切に

していかなきゃならない。持続的な成長のためにどういう工夫をしていかなきゃならないか。

エネルギーという問題は極めて深刻な問題である。そしてまた農業の上で皆様方がよりいっそ

うここでご活躍になることがたくきんある， と言う風なことを申しあげて私の 1時間に渡るお

話を終わらせていただきたいと思います。ご静聴ありがとうごぎいました。

(平成 7年 1月20日倉敷市公民館にて)
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6. 21世紀へ向けての学術的展望

遺伝情報発現部門 : 遺伝子解析分野

現在の研究

(1) 研究目的

種々の遺伝子の構造および機能を明らかにすることは，今後それらの遺伝子を有用生物の遺

伝子操作などに利用していく上で極めて重要である。本研究分野では，植物を研究対象とし，

各種の遺伝子を単離し，構造を解析し，形質転換法をはじめ，種々の技術を使ってそれらの発

現制御機構を解明する。また，遺伝子の発現と染色体の構造との関連を明らかにするため，染

色体における遺伝子の分布，配列，相互作用などについても，分子レベルでの研究を行う。

(2) 研究課題

1 ) トマトのウイルス抵抗性遺伝子の分子遺伝学的解析

2 )細胞質特異性を有するライムギ染色体の解析

3 )シロイヌナズナにおける花器分化に関する遺伝子の構造と機能の解析

4 )シロイヌナズナにおける遺伝子タギング法の改良と遺伝子単離への利用

5) シロイヌナズナの染色体の分子構造に関する研究

6 )シロイヌナズナのミトコンドリア遺伝子の解析

7 )遺伝子のコサプレッションに関する研究

将来の発展方向

(1) 研究課題と展望

1 )ウイルス抵抗性遺伝子とその周辺領域の構造と機能の解析。ウイルス抵抗性育種への応

用。

2 )細胞質特異性を支配する核遺伝子の同定。核-細胞質相互作用の本質の解明。

3 )花器分化に関する遺伝子の植物界における普遍性の調査。育種への応用。

4 )染色体の分子構造と機能の解明。植物における人工染色体の作出。

5 ) ミトコンドリア遺伝子発現機構の解明。

6 )コサプレッションを起こきせる遺伝子の構造と機能の解析。コサプレッションによる遺

伝子発現制御技術の開発。

(2) 期待される成果と社会的貢献

それぞれの研究課題の中から，種々の有用形質に関する遺伝子が発掘きれることが期待きれ

る。それらは将来における貴重な遺伝子資源となり得る。

(3) 研究の学際性，国際性

種々の遺伝子の構造と発現機構に関する研究は生命現象のすべてに係わっており，生理，生

態学とも密接な関係がある。応用的には育種や物質生産技術に結びっしこれらの研究は先進

国において急速に進展しており，国際協力が不可欠になりつつある。

-99ー



遺伝情報発現部門 : 形質発現分野

現在の研究

(1) 研究目的

植物がストレス環境下で発現する形質について，生理・生化学的側面から解析を進め，その

発現制御機構を分子生物学的および分子遺伝学的手法を用いて解析する。きらにストレスに対

する耐性機構を解明し，不良環境における食糧増産をめぎすことを目的とする。

(2) 研究課題

。植物の酸性土壌や塩類集積土壌(いわゆる問題土壌)における応答反応の生理・生化学的

ならびに遺伝学的解析

く〉植物の問題土壌に対する耐性機構の解明と耐性遺伝子の分離と解析

。問題土壌に対する耐性植物の開発

将来の発展方向

(1) 研究課題と展望

酸性土壌におけるアルミニウム，塩類集積土壌におけるナトリウム，アルカリ土壌における

鉄欠乏やリン酸欠乏など，イオンを中心とした根圏ストレスに対する植物の応答反応について

障害に関する分子機構を明らかにする。また，植物はストレスに対して様々な耐性反応を示す

が，耐性種，感受性種を用いて耐性発現に関わる機構の解明とその発現を制御する遺伝子を単

離し遺伝子の発現調節機構の解明を行う。さらにこれらの遺伝子を導入した形質転換植物を

得，ストレスに対する耐性植物の作出を試みる。

(2) 期待される成果と社会的貢献

地球上の生物生産をとりまく環境が厳しくなる一方，世界の人口は発展途上国を中心に急激

な増加が続くと予想きれている。当分野では，農業生産を基盤においたストレス要因に対する

植物の応答反応の解析を行い，耐性種の開発ならびに耐性機能の付与について研究する。得ら

れる成果は酸性土壌や塩類集積土壌などの不良土壌環境下における作物の生産性を向上きせる

上に有意義な知見をもたらすことが出来る。

(3) 研究の学際性，国際性

当分野の根圏ストレスに対する植物の応答反応の解析は生理 ・生化学的側面と耐性を中心と

する遺伝的側面を包含する学際性の高い領域である。

根圏のストレスは世界の農耕地に広〈分布している。一例をあげるならば，酸性土壌は各大

陸に存在し農耕地全体の40%にも及ぶといわれる。また，鉄欠乏をもたらすアルカリ土壌は地

中海沿岸に多〈存在することが知られている。当分野での研究成果は，いわゆる“problemsoil" 

といわれる根圏ストレスの分布から考えても，国際的にも貢献出来るものである。
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遺伝情報発現部門: 遺伝制御分野

現在の研究

(1) 研究目的

植物の育種を行うためには， 目的とする形質の遺伝子を明らかにし，きらにこの遺伝子の発

現がどのような制御下にあるのかも知らなければならない。遺伝制御分野では，育種上重要な

形質に関わる遺伝子を同定すると共に，遺伝子の発現制御の機構を固体および細胞レベルの知

見を基に分子レベルで解明し，作物の生産性向上に役立つ基礎的知見を蓄積することを目的と

する。

(2) 研究課題

。ムギ類およびイネの重要形質の遺伝子の同定

。オオムギ培養細胞の再分化機構と遺伝子導入技術の開発

将来の発展方向

(1) 研究課題と展望

。ムギ類およびイネの重要形質の遺伝子の同定と形質発現に係わる制御機構の解析

く〉オオムギの培養細胞利用による育種の新展開

形質発現に関わる制御機構は非常に複雑である。しかし現在，分子レベルでの研究が急速に

展開しつつある。今後，これらの知見を基に育種上重要な形質の遺伝子を明らかにすると共に，

それらの遺伝子の制御因子を明らかにしてゆきたい。また，制御機構を研究する上でも，そし

て有用遺伝子導入においても重要であるムギ類の形質転換系の開発を進めたい。

(2) 期待される成果と社会的貢献

育種上重要な形質の遺伝子の同定と，その遺伝子の発現制御機構を知ることにより，従来の

育種法では困難な新しい遺伝子の導入が可能になる。また改良したい遺伝子の発現量を変化き

せることにより，劣悪環境での作物生産の増加，あるいは形質のより微細な変化を誘導するた

めの知見が増加する。

(3) 研究の学際性，国際性

遺伝子発現の制御機構は，大変複雑な系で構成きれていると思われる。制御機構の解明には

固体，細胞，分子レベルの知見の交換と共同研究が必要である。また，研究分野も発生学，遺

伝学，生化学，分子生物学，育種学等の多くの学問領域にまたがっている。遺伝子の発現制御

が複雑な系にも関わらず，最近国際的に植物ホルモン，光，温度変化に対する植物の反応と遺

伝発現制御に関するシンポジウムが聞かれ，またレビューが出版きれている。また，植物の発

生過程における遺伝子発現制御の研究も新しい展開を見せようとしている。この部門の研究が，

急速に展開する形質発現の制御に関わる研究の一端を担うことを望んでいる。
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生物機能解析部門 : 生物間情報認識研究分野

現在の研究

(1) 研究目的

本研究分野では昆虫と資源生物相互間に介在する諸種の情報とその認識機構について研究す

る。

(2) 研究課題

1 )オオムギのアプラムシ抵抗性に関する研究

2 )見虫の環境要因に対する応答反応

将来の発展方向

(1) 研究課題と展望

1 )資源植物と昆虫の相互作用

資源植物に対する昆虫の寄主認識機構と選好性に関する研究を行う。また，資源、植物

の昆虫に対する抵抗性要因の解析を行う。

2 )昆虫の物理的，化学的，生物的要因に対する認識と応答反応、

く〉昆虫は光や温度に対する物理的要因に対して，ある特定の酵素を活性化したり ，特異

的蛋白質を生成することにより生存している。このメカニズムを研究する。

く〉昆虫の雌雄間で交わされる性フェロモンや，寄主植物から発する臭い物質に対する見

虫の認識機構と応答反応を明らかにする。

く〉昆虫は集団でないと生存できなかったり，微生物を利用しなければ生存できない種が

知られている。逆に見虫に対する病原微生物も存在している。また昆虫が他の昆虫に

寄生しないと生存できない種も知られている。生物が相互にどのような情報を認識し，

生存しているかを明らかにする。

(2) 期待される成果と社会的貢献

これら一連の実験で得られた結果は，資源植物の害虫からの保護の基礎的な資料として利用

できる。また，微生物や昆虫が作り出す氷核蛋白質の食品の凍結誘導，あるいは各種水の凍結

誘導への利用が期待できる。昆虫の体内に共生する細菌は新たな有用生理活性物質の探索資源

として有望であり，また，寄生や生体防御に関する研究からは晴乳類も含めた免疫学の発展に

貢献できると考えられる。

(3) 研究の学際性，国際性

昆虫にとどまらず，植物や微生物といった学聞の境界領域についての研究を進展させる。世

界的にみても，学聞の細分化がすすんだ今日この様な他領域にまたがった研究は少ない。
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生物機能解析部門 : 代謝調節分野

現在の研究

(1) 研究目的

当分野では，資源生物の生育にかかわる様々な代謝系の制御機構を明らかにするため，組織，

細胞，膜系における輸送とその調節に関する機構，代謝系における細胞小器官の役割を研究す

る。また代謝系の調節にかかわる細胞内情報伝達物質とその受容体の挙動及ぴそれらの代謝系

への作用機構について究明する。

(2) 研究課題

1 )植物における耐塩性機構に関する生理学的及び細胞生物学的研究

2 )高等植物における無機養分輸送系の調節に関する研究

3 )かぴ臭物質産生ラン藻類における物質代謝に関する研究

将来の発展方向

(1) 研究課題と展望

1 )植物の各種ストレスに対する反応機構並びに耐性機構の生理・生化学的及び細胞生物学

的研究

2 )高等植物の根における機能分化に関する研究

3 )植物における各種イオンの生理的役割並びにイオン代謝に関する研究

4 )植物における細胞内・間情報伝達機構に関する研究

5 )水圏微生物の増殖機構並びにストレス耐性機構に関する研究

資源植物は生育環境において様々なストレスにきらきれており，良好な生育をはかるために

は，ストレスに対する応答反応の解析とストレス耐性の機構の解明が必須であり，細胞，分子

レベルにおける理解が研究の展開に欠かせない。特に植物は根圏でのストレスの影響を受けや

すい特性を有し，植物栄養に関わる代謝を生理・生化学並びに細胞生物学の観点から検討し，

植物の代謝系の制御機構に関する研究を進める。

植物の根を通して吸収されたイオンは細胞内・間情報伝達物質として，また植物の様々な重

要な代謝機構に関わっている。イオンに関わる輸送・代謝並びに必須イオンの生理的な役割の

解明は当分野の課題のーっと考えている。

イオンが関わるストレスの一つ，植物の塩ストレスによる反応や耐性機構について，細胞生

理学・生化学並びに細胞生物学の観点から追及し，耐塩性の優れた植物の持つ機能を明らかに

する。耐塩性植物を選抜する方向の一つにカリウム (K) イオンの吸収力が強いことが上げら

れる。そこでKイオンチャネルの分子生物学的研究を進め，植物におけるKイオンチャネル遺

伝子の構造や機能を明らかにし，塩耐性における役割を解明する。

将来的にはイオンストレス(鉄， リン，カルシウム，窒素などの必須イオンの欠乏ストレス

やナトリウム，カドミウム等のイオンの過剰ストレス)のみでなく，光，温度，湿度など各種
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のストレスに関する研究を総合的に進める。

根系の構造，栄養分の吸収機能や生理機能に関する諸形質は，多くの遺伝子によって制御き

れており，その発現には複雑な機構が関与している。これらの生理・生化学的，また分子遺伝

学的な解析に関する知見はきわめて少ない。植物の根が持つ多くの機能や根系の発達の過程を

こうしたレベルで解明し，その制御に関わる様々な遺伝子を単離して，その構造，機能並びに

根の生育における役割に関する解析を行う。根系に関する多くの知見が上記の様々なストレス

に対する理解を一層深めるものと考えている。

近年の人間活動に伴う富栄養化により水圏において，様々な微生物が発生して人々の生活に

不快感をもたらしている，例えば二次代謝産物であるかぴ臭物質を産生するラン藻が発生し，

水道水に異臭味を与える問題が生じている。こうした水圏微生物の生理的特性を把握し，異常

発生する機構を解明する。またラン藻が有する様々なストレス耐性機構を研究する。

(2) 期待される成果と社会的貢献

近年，植物生理学，特に植物栄養代謝生理学の領域において植物におけるイオンの輸送や生

理的役割に対する関心が高まり，研究の進展が著しい。その理由の一つには最新の生理生化学

や細胞生物学的手法がこの方面の研究分野にも積極的に採用きれてきたことがあげられる。も

う一つの側面は世界的規模で問題になっている地球環境への関心があげられる。アルカリ性土

壌，塩類集積土壌，酸性土壌，酸性雨，重金属汚染土壌，地球温暖化に関連する植物の問題は

いずれもイオンが関わる問題であり，当分野が関係する領域である。上記のような植物の各種

ストレスに対する反応及び耐性機構に関して生理・生化学的及ぴ細胞生物学的手法を用いて研

究することにより，ストレス耐性に関する様々な知見を得ることができる。その成果をもとに，

環境と調和した農業，劣悪な環境下における農業生産性の向上並びにストレス耐性の作物育種

に寄与することが期待きれる。

植物細胞における各種イオンの検知や遺伝子の発現制御にいたるシグナル伝達の仕組みを究

明することにより，植物の環境への適応機構や細胞内・聞の情報伝達の分子機構を明らかにす

ることができる。

高等植物根の機能分化の研究を進め，きらにストレスに関わる蛋白，酵素や細胞におけるシ

グナル伝達などの領域の研究を進め，生物が持つ多様な機能を細胞，分子レベルで研究するこ

とによって，生命現象の基盤となる資源生物の生理現象や遺伝情報の仕組みを解明することが

でき，さらに様々なストレスに対する植物の反応や耐性の機構を理解することにつながる。

水圏微生物を生理・生化学的，細胞生物学的な面から研究を進めることにより微生物の特性

を把握することができ，異常発生する機構を解明できれば生物の発生を抑制したり，発生を予

測できる可能性が生まれ，社会的に大きな貢献が期待きれる。またラン藻が有する生物窒素固

定，シデロフォア産生を伴う鉄輸送に関する分子機構や重金属，乾燥，温度，塩ストレス耐性

機構など様々な機能の解明は生命現象の理解，生物の進化に関する情報並びに高等植物との比

較生理学についての知見をもたらす。

資源生物に関するこうした基礎的な知見が農業や人間を含めた生物圏の総合的な理解につな

がり，多様な生物の存在と繁栄をもたらすと同時に食糧・エネルギーや環境問題の解決にも貢
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献する。また環境とバイオサイエンスを結びつけて，これからの時代に期待きれる資源生物の

研究所としての存在基盤の一端を示すことができるものと考えている。

(3) 研究の学際性，国際性

当分野の研究課題の進展には植物生理・生化学，植物栄養学のみでなく，分子生物学，遺伝

子工学，植物遺伝学，生態学や生物有機化学，生物分析化学等の多方面の領域の研究者との共

同研究，特に国際的なスケールでの共同研究が不可欠である。これらの研究課題には世界の多

くの研究者が関心を示し，現在，定期的に開催きれている国際シンポジウムもある。これらの

研究を推進することは世界の食糧，環境や生態系の保全に密接につながる国際性を有する。
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生物機能解析部門 : 機能物質解析分野

現在の研究

(1) 研究目的

機能物質解析分野では，生物の営みを司っている酵素及び低分子機能物質の構造と機能につ

いて，生化学的，有機化学的解析を行い，新しい機能発現のための必須因子の解明とその利用

を目指している。

(2) 研究課題

1 )生理活性物質の糖誘導体と燐脂質誘導体，並びにそれらの生成に関わる酵素の特性

2 )糖質代謝関連酵素の構造と機能開発

3)植物糖蛋白質の機能と構造

4 )植物細胞壁分解酵素の構造と機能

将来の発展方向

(1) 研究課題と展望

1 )糖質及び脂質代謝関連酵素の潜在機能の開発，並びに両酵素の化学修飾による機能改変

2 )遺伝子組替え技術による機能改変糖質代謝酵素の構築と有用糖化合物の合成

3 )糖蛋白質の単離，精製と糖鎖構造の解析

4 )細胞壁分解酵素と細胞壁多糖成分の両者の精製，並ぴに精製分解酵素による多糖成分の

分解機構の解析

(2) 期待される成果と社会的貢献

1)化学修飾法，遺伝子工学的手法による，優れた耐熱性，耐有機溶媒性など;基質特異性

の拡大化と特定化;超強力触媒活性，新規触媒活性等を備えた化学修飾酵素，人工糖質

代謝酵素の作出と，それらによる有用糖質などの効率的合成

2 )糖鎖構造の解明，並びに糖鎖構造と糖蛋白質機能の関わりの解明

3)細胞壁分解酵素の一次構造及び細胞壁多糖の化学構造の解明，細胞壁代謝に関する新し

い情報

以上の成果は，食品，飼料，ポストハーベスト，医薬等の分野に広〈貢献できる。

(3) 研究の学際性，国際性

1 )化学修飾剤による化学修飾酵素や蛋白質工学による人工酵素の創製には，酵素化学，結

晶構造解析学，分子生物学，生物学，精密有機合成化学，触媒化学などにおける研究の

集結が必要不可欠である。現在糖質代謝関連酵素に関する研究は日本がリードしている

が，更なる研究発展には，各国の優れた研究者達との共同研究が重要である。

2 )動物，微生物に比べて，植物の糖蛋白質糖鎖の研究は遅れている。現在，植物糖蛋白質

糖鎖の研究は主として構造解析に向けられているが，今後は機能との関わりについての
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研究が国内，外で進展すると思われる。

3)器官(果実)の老化における細胞壁の分解機構，植物病原菌による植物細胞壁の分解な

ど，圏内，外で細胞壁に関する研究が進展している。

-107-



生物環境反応部門 : 病態解析分野

現在の研究

(1) 研究目的

ウイルス病による各種作物の被害は甚大であるが，それらの病原ウイルスが明らかにされて

いないものが非常に多い。ある作物に発生しているウイルスを同定し，それらの諸性質を明ら

かにすることはウイルスを制御する上で不可欠である。病態解析分野では，各種作物に発生す

るウイルスを検索・同定し，それらの病原学的研究を行うとともに，ウイルスと宿主植物との

相互作用を解明することにより，究極的にはウイルスを制御することを目的としている。

(2) 研究課題

各種作物に発生するウイルスの検索・同定並びに病原学的研究:各種作物， とくに花弁植物

に発生するウイルスを検索 ・同定するするとともに，それらの諸性質を明らかにする。また，

ウイルス遺伝子の解析，ウイルスの血清学的診断法の開発，ウイルスと宿主との相互作用の解

明を行う。

将来の研究方向

(1) 研究課題と展望

ウイルスの病原学的研究並びに病原遺伝子の解析:各種植物に発生するウイルスを検索 ・同

定するとともにそれらの諸性質を明らかにする。また，従来行ってきた研究に加えて，ウイル

ス遺伝子の構造を解析し，ウイルスの同定，ウイルス遺伝子の機能の解明，宿主との相互作用

の解明のための基礎とする。現在，未記載のウイルスや遺伝子構造が明らかにきれていないウ

イルスが多くあるが，これらの遺伝子を解析することは，植物ウイルス学の発展に寄与する。

ウイルスと宿主との相互作用の解明並びに抵抗性遺伝子資源の探索:ウイルスと植物との相

互作用の解明は，ウイルスを制御する上て最も重要なことである。この相互作用を感染生理学

の立場から解明するとともに，ウイルスの病原性の発現(宿主範囲，病徴等)機構をウイルス

遺伝子と宿主遺伝子の両者を分子遺伝学的手法を用いて解析することにより明らかにする。ま

た，植物ウイルス病の防除には抵抗性遺伝子の利用が有効であるが，ウイルス抵抗性遺伝子の

探索を行うとともに，その抵抗性の発現機構を解明することにより，資源植物の開発，利用を

めぎす。

(2) 期待される成果と社会的貢献

ウイルス遺伝子の構造と機能の解析，ウイルスと宿主との相互作用を解明することによって，

生物学における新しい知見が得られることが期待きれる。また，農業生産における実際のウイ

ルス病の防除に貢献する。きらに，将来的には遺伝子工学による新しい抵抗性作物を作出する

ための基礎となる。
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(3) 研究の学際性，国際性

上記の研究のうち，「ウイルスと宿主との相互作用の解明並びに抵抗性遺伝子資源の探索」

は，植物ウイルス学のみならず，資源植物学，遺伝学，植物分子遺伝学等の研究領域とも密接

に関連しており，学際的研究である。また，ウイルスの病原学的研究は，特に発展途上国にお

けるウイルス病の防除における国際協力を進める上で重要である。

(4) その他特記事項

現在所有している多くのウイルス株および抗血清，ならびに血清学的診断法や他の手法は，

諸外国に発生するウイルスの調査ならぴにその防除に関する研究における国際協力に対応でき

る。
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生物環境反応部門 : 生態化学解析分野

現在の研究

(1) 研究目的

地球規模の環境問題は生物圏を破壊し，すべての生命体の存亡に関わる多くの課題を惹起し

ている。とりわけ水環境に関わる問題は生物の存在基盤を直接的に脅かすものであり，水環境

と生物の関わり方を知ることは重要な課題である。本分野では，水環境を中心としてその化学

的環境情報の総合的解析を行い，生物の生存に及ぼす影響を明らかにするとともに，資源生物

の健全な育成を図るための保全策について検討する。これらの研究を通して，資源生物科学の

進展に寄与することを目的とする。

(2) 研究課題

1 )微生物を用いた有害化学物質の毒性評価

2)河川の流下過程における難分解性・保存性物質の運命に関する研究

3 )有害化学物質の生態毒性評価試験法の開発

4 )酸性雨の化学的，統計的特性と酸性雨の生態系に及ぼす影響およびその評価・制御に関す

る研究

5)紫外光の資源、生物に及ぼす影響

6 )資源植物の金属毒性に及ぽす人工コンブレキサンおよび塩分共存の影響

7 )大気降下物中の微量金属および微量元素の濃度変動と水生生物への金属集積性に関する

研究

8)人工コンブレキサンによる水質汚濁とその修復に関する研究

将来の発展方向

(1) 研究課題と展望

1 )化学物質の有害性の生物 ・化学的評価に関する研究

2 )生態系における有害化学物質の運命および毒性評価に関する研究

3 )生態系の健全性の診断に関する研究

4 )生態系の修復に関する研究

5)環境教育への貢献

生物を取り巻く環境(生態系)は地球レベルあるいは地域レベルの環境問題がさらに深刻化

することによって，近い将来において大きく変化を受ける可能性が示唆されている。特に21世

紀に向けて世界の人口は100億を越えるとも予測されており，生態系の汚染，破壊による資源生

物に対する損傷は，大きな食糧問題を提起する懸念がある。そこで設定した上記の 5研究課題

を緊密に関連づけることにより，すでに汚染された生態系を修復するだけでなく，将来的に生

じうる環境の変化が生態系の構造と機能に及ぼす危険性を予測することが可能になるものと考

える。この様な研究を総合的，統一的，学際的に行うことによって，斯界における学術的貢献
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はもとより，社会的な問題に関する寄与も大きいことが期待きれる。

(2) 期待される成果と社会的貢献

1 )今後ますますその質的・量的多様性が懸念きれる化学物質の遺伝的影響および慢性毒性

に関する情報，化学物質の構造活性相関に関する情報，化学物質問相互作用に関する情

報，毒性に及ぼす環境要因の影響に関する情報等が得られる。これによって，生態系に

おける化学物質の運命および有害影響を予測でき，化学物質の管理・制御に資すること

ができる。

2 )生態系汚染の現状を化学的および生物学的に診断・把握することにより，資源生物を中

心とした生態系を二次汚染のない方法によって修復すると共に生態系の健全な維持を図

ることができる。

3 )生態系保全の重要性に関する情報を提供して社会的啓蒙を図ることにより環境教育に貢

献しまた次世代の研究者を育てる契機をもたらすことができる。

このような研究を通して，将来にわたる資源生物の健全な育成を計ることに貢献する。

(3) 研究の学際性，国際性

有害化学物質による汚染は水圏，陸圏，大気圏および生物園等のクロスメディアにまたがっ

た地球規模の環境問題として認識きれている。すなわち，資源生物の健全な維持育成を企図し

た資源生物の環境反応に関する研究は従来の学問領域では包含しえない学際的な研究領域であ

る。したがって，農学に立脚しながらも工学的・理学的アプローチなしにはこの研究領域の進

展を見ることはできず，さらには独自の新しい学問理論の構築が必要である。またこうした研

究は一国にとっての研究課題ではなし地球レベルて解決するべき国際的な緊急課題であり，

国際的な共同研究を行う中で更に新しい展望の開拓が期待きれる。

(4) その他特記事項

平成 4年度に当研究室において，カナダ国立環境庁 (CanadaEP A)水科学研究所から外国

人客員教授として招いた Dr.Dickson Liu博士とは，引き続いて上記課題についての共同研究

体制を更に強化している。また当方と先方とのそれぞれの国際的な人脈を利用して，国際的な

ネットワーク研究体制を作りつつある。
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生物環境反応部門 : 環境適応解析分野

現在の研究

(1) 研究目的

生物を取り巻〈環境情報の解析およびそれらの環境に対する資源生物の反応の解析を行い，

適応現象の解析を進めている。特に[気象環境]と[雑草環境]の解析とそれら環境に対する

資源植物の応答反応の研究が主たる研究領域である。

【気象環境研究領域】

(2) 研究課題

1 )降雨(雨濡れ)に対する資源植物の生理生態反応に関する研究。

2 )酸性雨の解析とその植物に対する影響の研究。

3 )植物の耐水耐湿性の生理生態学的研究

4)植被層内外における物理量の乱流輸送の研究。

5 )植物群落の遷移と微気候の相互関係に関する研究。

将来の発展方向

(1) 研究課題と展望

1) 21世紀の地球環境問題(高炭酸ガス濃度，温暖化，酸性雨，オゾン層破壊，砂漠化など)

に伴う気候変化に対応した資源植物の気象環境反応に関する研究。

2 )植物群落と大気との相互作用を通して生物圏における物質やエネルギー循環の機構を解

明する。

(2) 期待される成果と社会的貢献

1 )微気象環境情報の解析とその気象環境反応に関する基礎的研究を深化し本質的問題を究

明するとともに，その成果を社会に還元する。

2 )地球環境変化にともなう異常気象環境下での生態環境保全や食糧資源生産に寄与する。

(3) 研究の学際性，国際性

環境に関する気象学，土壌学，海洋学や農業気象学，植物生態学，植物生理学とのつながり

を必要とする。また地球環境問題に関連して，国際的視野だけでなく，国際的なフィルドでの

共同研究が必要である。

(4) その他特記事項

微細気象研究領域は生物の生活の場である接地気層における気象学あるいは気象生態学を研

究しており，創設時は日本初のユニークな存在であったが，今後も地球環境変化が問題にきれ

る中，重要な位置を占める研究分野であると考えられる。
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【雑草環境研究領域]

現在の研究

(2) 研究課題

1 )作物と雑草の相互作用及び雑草の生物的防除法に関する研究。

2)雑草種の地理的分布と人為環境への適応機構に関する研究。

3 )雑草を中心とした資源植物種子の収集保存と活用。

将来の発展方向

(1) 研究課題と展望

。雑草を中心とした資源植物種子の収集保存と活用。

現在， 4000種， 18000点の種子を収集できており， 40000点のきく用標本と併せて， 日本最大

の雑草データベースが構築きれつつあり，今後の発展が見込まれている。

(2) 期待される成果と社会的貢献

ほとんどの作物はその起源が雑草であると考えられ，耕地に生育する雑草のもつ有用な性質

が利用できるようになる。また雑草防除の基礎的，応用的な研究にも利用できる。

(3) 研究の学際性，国際性

雑草学はもともと作物や環境との関連で研究きれることが多く，最近では遺伝学，資源植物

学との関連も大きくなっている。雑草そのものが国境のない植物であり，国際的な研究はきわ

めて重要である。

(4) その他の特記事項

当研究所の初代所長の近藤万太郎博士は日本における農林種子学の開祖であり，雑草学部門

も日本初の講座であった。近藤，笠原先生が収集きれた標本や種子は保存きれ，活用きれてい

る。
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大変系統保存施設

現在の研究

(1) 研究目的

本施設の目的は大麦系統保存施設規程によって「大麦の栽培種およぴ野生種の収集と保存な

らびにそれらの特性の調査研究を行うこと」と定められており，これに沿ってオオムギの進化

学的研究と遺伝資源の開発・評価・利用に関する研究を展開し，材料と情報を内外の研究者に

提供している。

(2) 研究課題

A.進化学的研究

1 )分子マーカーを含む各種マーカーを用いたオオムギ遺伝資源の系統発生学的研究

2 )コムギ連植物との対比におけるオオムギ染色体の分子細胞遺伝学的研究

B.遺伝資源、学的研究

1 )各種ストレス耐性を含む有用遺伝子の検索と評価

2)赤かび病，網斑病などの病害抵抗性と菌の病原性との相互作用

3 )遺伝資源情報コミュニケーションの高度化

将来の発展方向

(1) 研究課題と展望

オオムギは，イネ，コムギ， トウモロコシと並ぶ世界の四大穀物の一つで，塩類土壌や半乾

燥地にも適応することから地球環境が劣化した場合には更に重要性が増すとみられており，遺

伝資源保存機関の保有数も約28万点でコムギの約40万点に次いでいる。本施設では栽培種約8

千点の他に多くの野生種や実験系統を保有しており，その進化学的ならぴに遺伝資源学的な研

究課題が山積している。

今後，現在進めている研究を更に押し進め，また，研究所内の各分野にも研究素材を提供し

ながら研究を展開・深化する必要がある。特に，分子細胞生物学的研究手法の発展によって新

たな展開が可能になっており，また，コンビューター技術の発展とネットワークの整備に伴い，

マルチメディアを利用した遺伝資源情報の伝達・通信手段の高度化が期待きれる。

本施設は国内のオオムギ研究者とは以前から緊密な連携を持って研究を進めてきた実績があ

るが，最近は中国やオーストラリアの半乾燥あるいは不良土壌等のストレス環境に対する適応

性に関する共同研究も展開しており，特に中国における武田教授のプロジェクトは高い評価を

得つつある。今後はオオムギの重要栽培地域である北米，ヨーロッパの研究者とも連携を強め

るべく，佐藤助教授を合衆国とデンマークに派遣する予定である。

(2) 期待される成果と社会的貢献

世界の人口は21世紀半ばには100億を越えることが必至であり，半乾燥地などの限界地域にお

いて農業生産が拡大できるかどうかが人類生存の一つのポイントとみられている。このような
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意味においてオオムギの遺伝資源学的研究は極めて重要な課題である。また，近年の分子細胞

生物学的な研究は斬新な研究手法と並んで，同質遺伝子系統や各種の突然変異系統などの好適

な研究材料を得られるか否かに成否がかかっており，本施設の材料や情報は基礎生物学分野の

研究者にも重宝きれている。今後はますますこの方面での貢献が大きくなるとみられ，応用場

面においても基礎研究の分野においても本施設の活動と貢献は増大することが予想きれる。

(3) 研究の学際性・国際性

前述のように，本施設の研究対象は進化，遺伝から適応まで，すなわち本研究所の 3本柱で

ある遺伝・機能・環境のすべてと関わっており，本来，極めて学際的な存在である。また，本

施設の保有する材料と情報は前述のように，基礎生物学と応用(農学)の双方に重宝きれてい

る。

更に，オオムギは日本よりも諸外国において重要作物であり，国際的視点が重要であること

は多言を要しない。
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おわ り に

本研究所の創設者である大原孫三郎のことを記した本や文書には枚挙にいとまのない程数多

くある。その中の一冊，城山三郎氏による氏の生涯を記述した「わしの眼は十年先が見える」

が出版されたのは平成6年 5月のことであった。おりしも研究所の教官会議において，創設80

周年記念事業を行うことを決定した直後のことであった。岡本の本編は「その夜は，何かが起

こりそうな予感があった。」との書き出しで始まっている。

今日の混沌とした時代において， 10年先はおろか 5年先， 3年先をも正確に見通すことは困

難である。しかし大原孫三郎氏の生涯は絶えず将来を透視し， しかも実践を伴うものであった。

今から80年前，大正時代の初期に，本務とは直接的な関係を持たない農業の分野において，奨

農会農業研究所を創設し，小作農の生活改善を目指し，農学の基礎的研究に投資することを惜

しまなかった眼は， 10年はおろか80年後の今日をも見透したものと言える。氏の哲学のひとつ

は，大原奨農会を通して実践された。それは「自らの富を散じて公共の事業をしたいという点

では，いかなる事業家より，偉大な結果を生んだ」と評した大内兵衛氏の講演(城山三郎「わ

しの眼は十年先が見える」はじめにより)に見ることができる。そして大原奨農会の哲学は，

大原孫三郎氏より，総一郎氏，謙一郎氏へと引き継がれ今日に至った。

今日の学術的発展，特にバイオテクノロジーや分子生物学等に代表きれる生物学の進展は著

しく，今後数年後の発展状況を予測することすらむずかしい状況にある。しかし科学の発展は

多くの場合連続的，持続的である。今ここに， 80年の研究活動の歴史を自ら振り返り見ること

は，歴史に対する点検，自己評価であり，同時に，将来に対する研究の展望を，その一連の流

れの中に見いだす参考となるであろう。また広い意味での研究活動の社会的貢献を明らかにす

ることによって，研究の目的を見直すことにもつながると考える。

今，岡山大学は開学以来45年の歴史の中てす置も大きな変革期にあると言える。教養部が廃止

きれ，環境理工学部が第11番目の学部として創設された。学部教育は 4年ないし 6年一貫教育

が行われることになり，新しいカリキュラムが編成された。大学院では大学院大学化構想が進

められつつあり，実現すれば研究の重点が大学院に移管きれることになる。大学における重大

な研究・教育実験が始まろうとしているこのような状況の中で研究所も，新しい組織，機能を

付加することが要請されている。

私達は平成6年度に一連の80周年記念事業を行うに当たり，創設以来80年の歴史をただ回顧

するだけでなく， 21世紀に向けての新たな展望を切り拓くステップにしたいと考えた。この冊

子の発刊段階においては，研究所の将来像についての議論は始まったばかりで，まだその全貌

を明らかにするまでに，いましばらくの時を必要とする。新しい将来計画案を構想するために，

将来計画委員会を中心に，各研究領域において現時点で考えられる21世紀へ向けての学術的な

展望をまとめてもらった。

なお本誌の記録は平成 7年3月末段階で記載きれている。

最後に、本誌発刊に際しては大原奨農会の援助を得たことを記して厚〈謝意を表します。
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本誌をまとめるに当たり，また80周年記念事業を実施する上に，多忙な中を準備委員会委員

並ぴに事務長及ぴ事務系職員の皆様の献身的な支援があった。

以下に準備委員会委員名を示す。

遺伝子解析分野 村 田 稔 形質発現分野 江 崎 文 一

遺伝制御分野 前川雅彦 生物間情報認識分野: 吉田英哉

代謝調節分野 柴坂ニ根夫 機能物質解析分野 山崎良樹

病態解析分野 近藤秀樹 生態化学解析分野 村本茂樹

環境適応解析分野: 柏 木 良 明 大麦系統保存施設 武田和義

委員長 青山 勲 事務長 星野和徳

所内実行委員会委員 (0ワーキンググループ)

本吉綿男， 0村田 稔， 松本英明， 江崎文一， 前川雅彦，

兼久勝夫， 吉田英哉， 柴坂ニ根夫， 鈴木幸雄， 0山崎良樹，

井上成信， 近藤秀樹， 0青山 勲， 0村本茂樹， 木村和義，

柏木良明， 武田和義

所外委員

梅谷訓永， 葛西身延， 小野寛治， 高橋隆平， 安田昭二，

守屋 勇， 信岡 尚， 安江安宣， 河田和雄， 福岡まり子，

前田俊英， 河崎利夫， 森次益ニ， 吉田和美， 峰谷欽司，

小津潤二郎， 武田 晃， 岡本賢一， 日浦運治， 井上忠男，

那須英夫， 小林 純， 八木正一， 浦上佳子， 徳森恒夫，

高須謙一， 瀬尾琢郎， 笠原安夫， 中川恭二郎， 大滝英治，

上山良人， 黒田耕作， 竹内敬二， 小西猛朗， 松浦誠司

また，将来計画委員会委員は次の通りである。

遺伝子解析分野 小倉 重-'i'i量L 形質発現分野 松本英明

遺伝制御分野 前川雅彦 生物間情報認識分野: 積 木 久 明

代謝調節分野 中島 進 機能物質解析分野 鈴木 幸 雄

病態解析分野 前回字憲 生態化学解析分野 岡村秀雄

環境適応解析分野: 木村和義 大麦系統保存施設 武田和義

委員長 青山 勲
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